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まえかき

国有林においては昭和30年から航空写真を利用した標本調査法を森林調査に導入し，現在各営林局にお

てい鋭意実行中であるが，林業試験場はその調査設計，営林局の実行の指導，調査担当員の研修を，この

調査の当初から担当し，昭和31年以来 3 回の研修を行なってきた。前年に引きつづき本年度も研修のため

の講義と実習の指導を林野庁から要請され，当場では従来と同様に測定研究室で担当することとなり，昭

和37年 2 月 5 日から 2 月 22 日まで講義， 2 月 23 日から 3 月 5 日まで，実習の指導を行なった。

今回の調査では，既往の結果を勘案して立木材積表と地方的材積表を用いて蓄積，成長最の推定を行な

い，プ戸ットの蓄積は小数点以下 2 けた，成長量は 3 けたの数値を用いた。

この報告は，実習の結果を当研究室で再計算し，補正したものである。

なお，この講義と実習の指導にあたったものは，大友栄松，西沢JE久，中島 巌，粟屋仁志，川|端幸蔵

樋渡幸男である。さらに取りまとめるにあたっては，前記の職員のほかに神戸喜久が加わっている。

1. 経営計画区層ごと面積

昭和36年度の森林資源調査研修の実習地として選んだ東京営林局静岡東部経営計画区天城事業区狩野担1

当区部内の国有林を，かりの経営計画区とみなして調査を実施した。この経営計画区の林種ごと，施業団

ごと，人天別，齢級群ごとの面積が，第 1 表に示しである。なお今回の調査では便宜上，第 2 種林地人工

林のうち， 11年生以上のものを調査対象とし，齢級による層化は10年を用いた。

第 1 表経営計画区層ごと面積

林種|施業団|人天別|階層|齢級群|林地面積
I ",",""'w I /'̂ '゚J 1 l'El/13 1 ". '12'< .�T 1 (ha) 

I ~~ tlli I … 除地 16.14 
言十 395.03 

第 2 種 第 2 皆用 伐跡 。 90.27 
人工林 1'"'-'10 209.24 

細計 29ヲ.51

I 11'"'-'20 192.88 
E 21'"'-'30 212.49 
E 31'"'-'40 96.64 
IV 41'"'-'50 129.11 
V 51 '"'-'60 246.84 
VI 61以上 186.64 
細百1 1, 064.60 

ノJ守 1- 1, 364.11 
天然林 23.74 

除地 28.45 
言1 1, 416.30 
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2. 調査計画

調査方法として，層化単純抽出法と層化日IJ次抽出法を用いることとした。
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'2-1. 抽出個数の決定

1) 層ごとの分散，変動係数の想定

前述の抽出法で，所要精度の結果をうるのに必要な抽出個数を決めるためには，層ごとの分散，または

変動係数を従来の経験カ為ら想定しなければならなか。 この調査では， 昭和 35 年度の調査で得られた結果

を利用することにした。

第 2 表昭和35年度調査結果

層化単純抽出法 l 層化副次抽出法
階層 話ilぷロット 11| 標準偏差|変吋弘41Zロット思|標準偏差|変動鰍

mS mS 

711 
m8 % 

I 1. 39 6.4234 2.534 0.9369 0.968 105.3 

E 5.41 10.9186 3.304 61. 1 7.8593 2.803 71. 9 

E 8.07 12.9393 3.597 44.6 8.7334 2.955 41. 8 
lV 7.42 12.3621 3.516 47.4 8.8552 2.976 42.1 
V 13.37 28.3327 5.322 39.8 26.4841 5.146 37.0 
VI 12.49 32.5634 5.706 45.7 15.8136 3.977 32.8 

全体 8.422 0.863 7.977 0.960 

注:フ.ロットの蓄積は単木抽出による地方的材積表から求めたものであるつ

抽出個数の決定には，第 2 表の値をそのまま用いず，両抽出法のフ.ロットあたり平均蓄積の平均を，図

上修正した値に基づし、て，標準偏差を図上で修正した値を使用したa 修正結果を第 3 表に示す。

第 3 表 修正した平均値，標準偏差，変動係数

階 層 平 均 1直 層化単純一 | 層化副次…標準偏差|変動係数 標準偏差 l 変動係数
ロ13 m8 % mS % 

I 1.16 2.53 218.1 2.05 176.7 
E 4.69 3.30 70.4 2.53 53.9 
E 7.52 4.04 53.7 2.98 39.6 
lV 9.76 4.72 48."4 3.37 34.5 
V 11.00 5.27 47.9 3.74 34.0 
VI 12.91 5.71 44.2 4.09 31.7 

注: 35年度の調査結果を直接使用せずに修正した値を用し、た理由は次のとおりである。

1. 各層の平均蓄積は，抽出方法のいかんをとわず同じ値を用いる必要がある。

2. 平均蓄積が変われば変動係数も変わる。

3. 各層の変動係数は32年度・ 35年度の調査結果からみると，林齢が高くなるにつれて減小の傾向が

みられる。

4. 35 年度調査では， 32 年度調査結果をそのまま用いて抽出個数を決定したが，所要精度 10%，をう

ることができなかった。

2) 層化単純抽出法

1)で求めたプロット聞の修正標準偏差を用いて，信頼度 95%，で誤差率を 10%，におさえるのに必要な抽

出{回数を最適割当法で求めた計算過程を第 4-1 表に示す。算出割当個数の小数点以下の値を切り上げたも

のを，割当個数として(8) らんに示しである。
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第 4-1 表層化単純抽出法の割当個数

(~ I w I w I w I m 
|各層面積の I ~O~ C ゚ EI I 皆 | 

積|全面積に対|プロット問|抽出個数基定|算 出
|する割合|標準偏差|に必要な因子|割当個数

(8) 

割当個数層 齢級群 面

Ai Wi ぬ) In;=�w;S;1 
手順

(3)/ A 前回調査より

I 11"-'20 192088 0018118 2053 004584 1208 13 
E 21"-'30 21204ヲ 00 19960 3.30 0.6587 18.4 19 

IE V 
31"-'40 96.64 0.09078 4.04 0.3668 10.3 II 
41"-'50 129.11 0.12127 4.72 0.5724 16.0 16 

V 51"'60 246.84 0.23186 5.27 1. 2219 34.1 35 
羽 61以上 186.64 0.17531 5.71 1. 0010 28.0 29 
計 1, 064.60 1.00000 4.2792 119.6 123 

=A  

IWiSi=4.2792 

(Iw;s;)2=18.3116 

X 2= (7.826)2=61. 2463 

n(~y( 四 2一一一'}__)'=川 6e / ¥ X 

前回調査のプロットあたり修正総平均蓄積の平方

ε: 許容しうる誤差率 (10%)

ゆ =n/Iw;s;=27. 9476 

3) 層化副次抽出法

2) と同様な計算を層化副次抽出法につかて行なったものを第 4-2 表に示す。

第 4-2 表層化副次抽出法の割当個数

(2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 

層|齢級群|面 積 I 各銭層面宅積fZの I 標フ・戸準ツ偏ト差問 I抽に必出個要数な算菌子定 I ;割算当個数出 I 割当i回数
A; Wi !前 S1mlo|

手順
(3)/A 回調査より (4)"x-�5) I ni=<�XwiSi 

I 11"'20 192.88 0.18118 2.05 0.3714 7.6 8 
E 21"-'30 212.49 0.19960 2.53 0.5050 10.4 11 
皿 31"-'40 96.64 0.09078 2.98 0.2705 5.5 6 
lV 41 ",50 129.11 0.12127 3.37 0.4087 8.4 9 
V 51"'60 246.84 0.23186 3.74 0.8672 17.8 17 
VI 61以上 186.64 0.17531 4.09 0.7170 14.7 15 
言十 1, 064.60 1.00000 3.1398 64.4 66 

= A  

Iw;s;=3.1398 n=(士)2(弓主/=64・ 4
(I W;5;)2=9. 8583 

x2=61.2463 

。 =n/Iw;s;=20. 5060 

4) 比例割当法による抽出個数

参考のために，前項と同じ資料を用いて，比例割当法で算出した抽出個数を第 4-3 表および第 4-4 表に

示す。
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第 4-3 表 層化単純抽出法の割当個数

(2) (3) (4) (5) (6) (7) 

層 |齢級群[面 積 l各積層に面対積すのる全割面合l| 分プロ ッ ト散間 I 抽に出必個要数な算因定子 I 算出劃当恒

i st21  
WjSi2 

A; Wi 時z

手順 (3)/ A 前回調査より (4) X (5) nX (4) 

I 11"-'20 192.88 0.18118 6.401 1.1597 23.3 
E 21"-'30 212.49 0.19960 10.890 2.1736 25.6 
E 31 ,,-,40 96.64 0.09078 16.322 1.4817 11.7 
IV 41 ,,-,50 129. 11 0.12127 22.278 2.7017 15.6 
V 51"-'60 246.84 0.23186 27.773 6.4394 29.8 
VI 61以上 186.64 0.17531 32.604 5.7158 22.5 
計 1, 064.60 1.00000 19.6719 128.5 

=A 

，J)卸 jSj宮 =19.6719 n=(7Y(三手竺)=四 5
x2= (7. 826)2=61. 2463 

第 4-4表層化副次抽出法の割当{回数

ωI (4) I (5) I (6) I (7) 
面 積|喜男夏季2謀|プロット間分散|躍賭ヂに|算出割当個数

1 却flSFlwdln
(3)/ A I 前回調査より (4) X (5) I nX (4) 

I 11"-'20 192.88 0.18118 4.2025 0.7614 12.3 
E 21"-'30 212.49 0.19960 6.4009 1.2776 13.6 
E 31"-'40 96.64 0.09078 8.8804 0.8062 6.2 
IV 41"-'50 129.11 0.12127 11. 3569 1.3773 8.2 
V 51 "-'60 246.84 0.23186 13.9876 3.2432 15.7 
VI 61以上 186.64 0.17531 16.7281 2.9326 11. 9 
計 1, 064.60 1.00000 10.3ヲ83 67.9 

=A 

,J) w;s;2=10.3983 n=(~y(三ヂ乙)=67・ 9

が=(7. 826)2=61. 2463 

5) 抽出個数についてのまとめ

2) ，，-， 3)で求めた抽出個数をまとめて第 5 表に示す。なお，この調査では最適割当法で得られた結果を用

し、fこ。

第 5 表標本プロット割当法別層ごと抽出個数

最適割当|比例割当
階層

単純抽出法|副次抽出法l単純抽出法|副次抽出法

I 13 8 24 13 
E 19 11 26 14 

E 11 6 12 7 
IV 16 9 16 9 
V 35 17 30 16 
VI 29 15 23 12 

計| 123 66 131 71 

抽出率は最適割当法では

123xO.04 
単純抽出法一一一一一x100=0.46%

1, 064.60 

66xO.08 
副次抽出法一一一一一x100=0.50%

1, 064.60 

比例割当法では

131 xO.04 ー単純抽出法一一一一一X100=0.49%
1, 064.60 

71 xO. 08 
T.i1J次抽出法一一一一 X100=0.53% 

1, 064.60 
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2-2. 標本プロットの抽出

調査対象地区の基本図 (1/5， 000) に，各階層を色わけし，東西方向を横申111，南北方向を縦軸として， 2 

cm (100m) 方限を描き，図の左下隅を原点として，縦車IH，横車111 に一連番号を付し，乱数表により各フ.ロ

ットの座標点を抽出した。との場合，抽出された座標点のはし、る層が，すでに前節で決めた個数を満たし

ている時にはその座襟点は除外し，他の各f置に属する座標点を順次乱数表から選び，層ごとに一連番号を

付した。なお，各座標点は，その点を中心とした 2cm 方形の 1/2 以上を占める層に属するものとした。

2-3. 調査要領

抽出された座標点を調査プロットの原点とし，この点を空中写真に移写して，現地にそれを携行し，明

りような地形地物を基準として，調査地点を確認した。写真のみで調査地点を確認することのむずかしい

場合には，写真と地問上ではっきりしている地点，たとえば川の分岐点，歩道の屈曲点，林小班界標等か

ら，コンパスIJI.I)量により調査地点を確定した。

なお，フ.ロット原点が層の境界線の付近にある場合，原点がフ.ロット半径の 2/3 以上境界線から離れて

いる場合には，フ。ロットの周囲が境界線に接するまで原点を内側に移動させる。 2/3 以内にある場合には，

境界にその点をはさむ， 2 つの半円を設けて調査することとした。

調査プロットでの作業は，次の順序で行なった。

a. 原点、の位置に杭を打ち，杭の周囲を刈り払っておく。杭には，階層別プロット番号，調査年月日，

調査班名を記入する。

b. 原点を中心とし，現地の傾斜に応じて第 6 表に示してある半径をもっ面積 0.04 ha の円形フ.ロット

を設定する。

c. フ.ロット内にある直径 6cm以上の全林木について，樹種，胸高直径( 2cm括約)，樹高 (1 m単位)

を測定し，各木に番号を付けておく。なおプロットの境界線上の木は，根元の中心が線上にあれば

決1) るが，線より外側にあれば除し、た。

d. 樹群ごとに直径|智( 6cm階) }j l)本数表を作成する。このとき本数の代わりに樹木番号を記入する

ことにしfこ。

e. 各直径階より，無作為に 1 本 (8 本以上を含む直径階については 2 本)を選び，その樹木番号の

木を成長錐調査木とした。なお樹群は，スギ，ヒノキ，広葉樹に分け，その他針葉樹はヒノキに含

ませた。

f.成長錐調査木は，山側より胸高直径を 2mm括約で・読み，輸尺の雨脚と樹幹の接する 2 点で錐片を

抜き，樹皮厚， 5 年および 10 年間の錐片の長さをmmまで測定し， cm単位で、記入する。ただし，

病害木および枯煩木は対象外とする。なお，成長錐調査木の測定値は，現地で，第 7 表に示す様式

の成長量調査カードに直接記入した。

第 6 表傾斜により補正したフ.ロット半径

傾 斜 角 プロット半径 {頃 会ヰ 角 プロット半径

。 度 11.28 m 30 度 12.12 m 

5 11.30 35 12.46 
10 11.36 40 12.89 
15 11.48 45 13.41 
20 11.64 50 14.07 
25 11. 89 
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第 7 表成長錐調査カードおよび記載例

成長錐調査カード

階層フ.ロット番号
樹種
胸高直径 D
樹高 H
材積 z
樹皮厚計 B
5 年間の錐片の長さ

L� 
10年間の錐片の長さ

LI0 

皮内直径Dib=D-B
期間中央皮内直径
DMiblめ =Dib-L6
期間中央皮内直径
DMibllO) =Dib-LIO 

VI 1 (3)注 1

スギ
43.4cm (44)注 2
20m 
1.321 
0.7 (0.3) (0.4)注 3

0.95 (1.1) (0.8)注 4

2.15 (2.3) (2.0) 
42.7 

41. 75 

40.55 

g. 成長錐調査カードの材積以下の記入は内業で行なう。

3. 調査結果

注 1 :樹木番号

注 2: 2cm括約の数値

注 3: ( )内の数値は測定値

注 4: ( )内の数値は測定値，錐片の長

さはこの両測定値の平均で単位以

下 2 けたまで求める。

今回の調査では，フ.ロットの蓄積を求めるのに立木幹材積表 (2 変数材積表)を用いる方法と，成長錐

調査木の資料から作成した地方的材積表( 1 変数材積表)を用いる方法とをあわせて行なった。以下この

荷者につき調査結果を説明する。

3-1. 立木幹材積衰を使用した場合

3-1-1. 蓄積の推定

1) 層化単純抽出法による推定

i) 階層別蓄積の平均および分散等の計算

各フ.ロットの樹群別材積，階層別標本蓄積合計，分散等を第 8 表に示す。プロットの樹群別材積を調査

野帳から算出する場合，直径・樹高階別本数表を用いるとよい。なお，副次抽出法によるプロットの第 1

プロットは，単純抽出法によるプロットに組み入れた。

i主:各フ・ロットの直径階別の材積は材積表に記載しであるとおり，小数点以下 3 位までの値を用いた

が，樹群ごとの小計の際 2 位にとどめた。

ii) 総蓄積の推定

総蓄積を推定するための計算過程は，第 9 表に示してあるが，その結果は

202 , 277:t17, 832 m3 

で，百分率誤差は 8.8% であった。

2) 層化副次抽出法による推定

i) 階層別蓄積の平均および分散等の計算

各フ.ロットおよび 1 次抽出単位ごとの樹群別材積，および階層別標本蓄積合計と分散等を第 10 表に示

す。
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第 8 表の 1 フ.ロットごと材積総括表 I 層

7'p 'y ト 童十 葉 樟t

香 τ回"7 
ス ノ キ!その他針|針 言十

I 0.75 0.75 0.75 
2 1.92 1.92 0.89 2.81 
3 3.32 3.32 3.32 
4 0.33 0.33 0.33 
5 1.42 1.42 1.42 
6 0.47 0.47 0.47 
7 0.50 0.50 0.50 
8 0.81 0.32 1.13 3.84 4.97 
9 0.19 1. 34 1.53 0.04 1.57 
10 0.07 0.07 0.07 
11 0.58 0.58 0.58 
12 c 0.17 0.03 0.20 0.75 0.95 
13 0.04 0.88 0.92 0.92 

計 I 9.82 1. 95 1.37 13.14 5.52 18.66 

項 目 ロ
方

手 !願

層割 面

霊霊
Ar 192.88 

当査 {国 nr 13 

調拡 面常 ar 0.52 
大 Er 370.92 

n; 

標本蓄積合計 .l'Xlj 18.66 (e) 
j=l 

層 蓄 散積積 Xr 6, 921. 37 

j(;h; ) 平プロ均ッ ト蓄問分 Xr 1.44 

S.r2 2.0457 
各層プロットあたり平均

S"r2 0.1574 ( i ) 
蓄積の分散積
層面 の割合差数 世'r 0.1812 

標変 動準 備係 ScZt璽% 
1.43 

9ヲ.3

分散の計算二補平乗正方手項和口 znuFY/l l 51.3332 
(.l'xu)2fnr 26.7843 (一
SXr2 24.5489 

nr=13 

.l' Xo = 18. 66 

xr=1. 44 

.l' X 02 = 51. 3332 

(.l'xO)2/nr =26. 7843 

S;q2=24.5489 

s'r2=2.0457 

S'r =1. 43 

s"r2=0.1574 

Cr=99.3% 

第 8 表の 2 フ.ロットごと材積総括表 E層

フ.ロ γ ト 事十 葉 経I
広葉樹 フーロット計

番 ヲロデ ス ノ キ|その他針|針 言十

l 1. 26 1.26 0.02 1.28 
2 1.12 4.09 5.21 5.21 
3 4.18 1.66 5.84 1.38 7.22 
4 0.92 0.92 0.92 
5 2.62 0.24 2.86 2.86 
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(つづき)

プロット 針 葉 核I

番 7ロ7 
ス ノ キ|その他針|針 言十

6 2.90 4.14 7.04 7.04 
7 0.43 0.43 7.88 8.31 
B 1.60 6.10 7.70 7.70 
9 6.01 6.01 6.01 
10 4.81 4.81 4.81 
11 0.01 0.49 0.50 1.38 1.88 
12 1.13 1.13 1.13 
13 7.22 0.18 7.40 7.40 
14 0.54 3.53 4.07 4.07 
15 2.84 2.84 
16 1.04 1.04 0.17 1.21 
17 2.90 0.64 3.54 0.03 3.57 
18 1.25 1.25 5.26 6.51 
19 3.37 3.37 3.37 

第 8 表の 2

83.34 18.96 64.38 4.81 29.55 30.02 言十

順

層割 面 Au 212.49 

査当 {国 nu 19 (b 

調拡 面常 au 0.76 
大 Eu 279.59 (d) 

nj 

標本蓄積合計 2xuj 83.34 (e) 
j-l 

聖 書作草君
Xu 23, 301.03 ( f) 

均蓄 xu 4.39 (g) 
ロット間 Sru2 6.3163 (h) 

喜霊喜Zロットあた Szu2 0.3323 ( i ) 

商分♂散 の割童数 wu 0.1996 ( j ) 

変 動 係偏 SCZETT FM 2.51 (k 
57.2 

分散の計算二乗和 2xur 479.2486 

補正項和 (2xui)2jnu 365.5556 (一
平方 SXU2 113.6930 

手ロ

ヲ7記自項

SXU2=113.6930 

sxU2=6.3163 

SxU=2.51 

SJ:u2=0.3323 

Cu=57.2% 

nu=19 

2xuj=83.34 

主u=4.39

2XUj2 = 479. 2486 

(2XUj)2/nu=365.5556 

E層フ.戸ットごと材積総括表第 8 表の 3

7 
プロット計

7.55 
2.47 
8.02 
5. ∞ 
6.30 
5.36 

桂t葉

0.44 

広
計

7.55 
2.03 
8.02 
5.00 
3.68 
5.36 

主十その他針

0.40 

キノ

6.10 
4.64 

ヒギ

5
3
2
6
8
8
 

k
υ
r
o
o
J
q
υ
A
u
a
u
 

••..•. 7
1
1
0
3
4
 

ス

1
2
3
4
5
6
 

2.62 
0.48 
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第 8 表の 3 (つづき)

フ.ロット 車十 菜 松I 広葉樹 j7. P -:J t� 
番 す回 ス ノ キ|その他針|針 言十

7 0.27 8.60 8.87 8.87 
B 1.16 1.18 2.34 2.34 
9 6.07 0.05 6.12 0.40 6.52 
10 8.20 0.23 8.43 8.43 
11 8.72 8.72 0.08 8.80 

計 I 44.44 21.28 0.40 66.12 3.54 69.66 

項 目 |記 手 順

層 面 Am 96.64 

割調 査当 {回 n皿 11 

面常 am 0.44 
拡 大 Em 219.64 

n; 

標本蓄積合計 2xmj 69.66 (e) 
j=l 

屠 蓄 均積霊 Xm 15 , 300. 12 
(i ghf) ) ) 平フ 均 蓄 xm 6.33 

ロット間 Sxm2 5.4873 各積層フ.ロットあたり分平
s~m2 0.4988 ( i ) 

標層蓄 面の分準散積 の 割 合差 叩阻 0.0908 
(((kjl) ) ) 変動偏係数 S CEX五冒1% 2.34 

37.0 

分散の計算二乗和
(ZZZZEEjF)2/nE| | 

496.0112 

補正項和 441. 1378 (一
平方 Sxm2 54.8734 

nm=l1 

2xmi=69.66 

xm=6.33 

2xmj2=496.0112 

(2xmi)2/nm=441.1378 

Sx皿2=54.8734

Sgm2=0.4988 

Cm=37.0~彰

sxm2=5.4873 

sxm=2.34 

第 8 表の 4 フ.ロットごと材積総括表 W層

フ.ロット 主十 葉 格I

番 τロ7 ス キ l その他針|針
広葉樹 プロット計

ノ

3.30 3.30 0.55 3.85 
2 0.02 0.02 0.84 0.86 
3 0.04 0.60 0.64 0.29 0.93 
4 0.56 12.69 13.25 0.48 13.73 
5 3.02 3.02 1.46 4.48 
6 0.29 0.24 0.53 2.88 3.41 
7 2.88 2.88 2.88 
8 2.77 2.77 1. 14 3.91 
9 6.56 6.56 0.48 7.04 
10 12.86 12.86 0.44 13.30 
11 7.36 7.36 1.65 9.01 
12 0.62 0.62 1.53 2.15 
13 8.32 8.32 0.01 8.33 
14 1.75 0.11 1. 86 0.05 1.91 
15 2.15 2.15 0.85 3.00 
16 7.44 7.44 0.19 7.63 

7
4
 

計 39.75 0.86 73.58 12.84 86.42 
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項 目 記
ロ

"7 手 l 原

層 面

積数数積
Aw 129. 11 

i ((bdac) ) ) ) 害l 主 {閏 時E宮 16 

調拡 面ρ吊". aw 0.64 
大 Ew 201.73 

n; ・

標本蓄積合計 2:xWi 86.42 (e) 
j=l 

層 蓄 散積積 Xw 17, 433.51 
(((ghf) ) ) 平プロ均ッ ト間蓄 分 xw 5.40 

Sxw2 -16.3969 

各蓄局積の面プ分ロ動準散積ヲ トあたり平均 S"w2 1.0248 ( i ) 

の 割 合差数 w!v 0.1213 

標変 係偏 CSZW町% 4.05 
75.0 

分散の計算二乗和項和 (zZxZwWi3)2 2/mF 
712.7290 

補正 466.7760 ( 
平方 SX!V2 245.9530 

n!V=16 

2:x!Vi=86.42 

x!V=5.40 

2:x!Vi2=712.7290 

C2:x!vj)2/n!V=466.7760 

SxW2=245.9530 

Sxw2= 16. 3969 

S,,!V2= 1. 0248 

CW=75.0% 

Sx!V=4.05 

第 8 表の 5 プロットごと材積総括表 V層

フ。ロット 童十 葉 結I

番 1口王 キ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス ノ 言十

1.10 8.66 9.76 1.08 10.84 
2 16.45 16.45 0.01 16.46 
3 14.21 14.21 1.25 15.46 
4 8.49 8.49 0.84 9.33 
5 10.12 10.12 10.12 

6 12.09 12.09 0.28 12.37 
7 6.60 6.60 3.10 9.70 
8 7.30 7.30 0.48 7.78 
9 7.83 7.83 0.56 8.3ヲ

10 10.91 10.91 0.33 11. 24 

11 6.37 0.03 6.40 0.66 7.06 
12 7.62 7.62 0.23 7.85 
13 5.73 5.73 0.11 5.84 
14 9.25 ヲ.25 0.09 9.34 
15 12.53 12.53 0.38 12.91 

16 8.73 0.52 9.25 1.22 10.47 
17 12.57 12.57 1.04 13.61 
18 11. 47 11.47 1.93 13.40 
19 16.54 16.54 0.03 16.57 
20 1.99 0.01 2.00 1.25 3.25 

21 20.30 20.30 0.18 20.48 
22 11.70 11.70 1.21 12.91 
23 12.66 12.66 0.29 12.95 
24 23.94 23.94 23.94 
25 0.04 0.04 5.42 5.46 

26 8.55 8.55 0.28 8.83 
27 10.44 10.44 0.02 .10.46 
28 5.48 5.48 3.13 8.61 
29 一 下、 22.20 22.20 0.05 22.25 
30 14.51 14.51 0.09 14.60 
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(第 8 表の 5 つづき)

童十 葉 桔f

番号ス キ|その他計|針
|広葉樹|フ.ロット計

ノ

31 0.63 8.00 
32 6.41 
33 12.41 
34 1. 31 1.27 
35 2.61 

計 237.14 122.36 0.08 

項 目

層害IJ 面 積数量
Ay 

査当 f回 ny 

調拡 面常 ay 
大 Ey 

"j 

標本蓄積合計 IXyj 
j-l 
Xy 

平ブ 均 蓄 Xy 
ロット 分 S.y2 各富プロットあ聞たり平

SZV2 

E標変 面の分準動散積 の偏係割 会合差数 w可

SCaVv % 

分散の計算二乗和 Ixyj2 
補正項 (IXYj)2/nyl 
平方和 Sxy2 I 

計

8.63 1.69 
6.41 0.93 
12.41 0.44 
2.58 1.06 
2.61 0.92 

359.58 30.58 

246.84 
35 
140 
176.31 

390.16 

68 , 789.11 
11.15 
23.7862 

0.6796 

0.2319 
4.88 

43.8 

5 , 158.2335 
4, 349.5037 ( 

808.7298 

10.32 
7.34 
12.85 
3.64 
3.53 

3ヲ0.16

|手 I1頂

iitij j 

(e) 

( i ) 

ny=35 I Xy l = 5, 158. 2335 s.y2=23.7862 Cy=43.8% 

フ.戸ット

Ixy j=390.17 

xy =11.15 

童十

番 すロ ス

12.82 
2 22.44 
3 12.87 
4 13.38 
5 3.71 

6 6.71 
7 9.48 
8 15.21 
9 11.37 
10 8.66 

11 18.29 
12 8.5ヲ

13 12.92 
14 2.74 
15 4.05 

16 22.63 
17 3.85 

(Ixy j)2/ny =4, 349.5037 

Sxy2=808.7298 

s.y=4.88 

S~y2=0. 6796 

第 8 表の 6 プロットごと材積総括表 VI層

葉 様f
広葉樹

ノ キ|その他針|針
12.82 0.30 
22.44 0.20 
12.87 0.10 
13.38 1.49 

4.67 8.38 0.06 

6.71 1.73 
9.48 0.86 
15.21 1.50 
11.37 0.27 
8.66 0.85 

18.29 0.59 
8.59 0.25 
12.92 0.22 

10.89 13.63 0.73 
4.05 3.62 

0.02 22.65 0.65 
3.85 0.88 

フ.戸ット計

13.12 
22.64 
12.97 
14.87 
8.44 

8.44 
10.34 
16.71 
11.64 
9.51 

18.88 
8.84 
13.14 
14.36 
7.67 

23.30 
4.73 
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(つづき〉

プロット 針 葉 樹

キ|その他針|針
プロット計

番 τロ7 
ス ノ 計|

18 16.57 1.83 18.40 0.07 18.47 
19 13..15 13.15 0.18 13.33 
20 8.29 8.29 4.02 12.31 

21 18.05 18.05 5.91 23.96 
22 29.20 29.20 0.93 30. 13 
23 12.79 12.79 0.52 13.31 
24 25.12 25.12 0.14 25.26 
25 21.38 21.38 0.09 21.47 

26 14.08 、 14.08 0.09 
14.17 
15.25 

27 15.16 15.16 0.09 
'28 14.99 14.99 0.74 15.73 
29 15.33 15.33 0.04 15.37 

第8 表の 6

438.36 27.12 411.24 28.96 6.50 375.78 計

順

屠割調拡
面 A羽 186.64 

査当 {固 nVl 29 

面常 GE羽羽 1.16 
大 160.90 

"i 

標本蓄積合計 .2x羽3 438.36 (e) 
j-1 

屠 蓄 り分平草散均
X羽 70,532.12 

(ij 平プロ均ッ ト蓄閑 XVl 15.12 
S.羽2 35.1936 

童星変書プロヲトめた S!f羽2 1.2136 ( i ) 

函の分重散積 の量割 合霊 w可E 0.1752 

(lj sC掌屯言曹% 
5.93 

39.2 

分散の計算二乗項和和 (2ZzZn1江j戸)2/nVl 7, 611.6096 

補平 正方 6, 626. 1893 (一
SXVl2 985.4203 

手
口

τま記目項

S!fVl2 = 1. 2136 

C羽 =39.2%

(.2 XVlJ)2/n羽=6， 626.1893
Sx百2=985.4203

S.羽2=35.1936

S.羽=5.93

n百=29

.2xVlj=438.36 
Z羽=15.12

.2xVlJ2=7, 611. 6096 

I (8) I 
T一一一ーーーー「

平均蓄積l 各層フ.ロット

(g) I 蓄積間分散
I (h) 

~i I Sx{' 

(9) 

2.0457 
6, 3163 
5.4873 
16.3969 
23.7862 
35.1936 

1.44 
4.39 
6.33 
5.40 
11.15 
15.12 

総蓄積の推定(層化単純抽出法)

(7) (6) 

標本蓄積
合計

(e) 
.2xij 

第 9 表

(2) 

記号と
手順

、
，
，
，

l
 

'
'
t、

階
層

18.66 
83.34 
69.66 
86.42 
390. 16 
438.36 

370.92 
279.59 
219.64 
201.73 
176.31 
160.90 

192. 88ha 

212.49 
96.64 
129.11 
246.84 
186.64 

1 1 ， 06ωo 

I
E
E
W
V
羽

4.92 123 計
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(1 ) (10) (11) (12) (13) 

〉史
各層フ.ロット 層駒割合|山2乗 総蓄積〕計×の(分散算) 積あたの分り散平均(i蓄) (j) I (11)2 の(lUOY)fiB SZ12 2 

S!l 

I 0.1574 0.1812 0.0328 0.0052 
E 0.3324 0.1996 0.0398 0.0132 
E 0.4988 0.0908 0.0082 0.0041 
W 1.0248 0.1213 0.0147 0.0151 
V 0.6796 0.2319 0.0538 0.0366 
羽 1.2136 0.1752 0.0307 0.0373 

言十 1.0000 0.1115 

総平均蓄積の分散: s..2=2w;2s, ;2=0. 1l15 

202, 277.26 
7'ロヅトあたり (0.04ha) の平均蓄積: x=一一一一一一 xO. 04=7. 60m3 

1, 064.60 

標準誤差: s..=yO.1l15=0.334m3 

(14) (15) 

プロットの 変動係数

標準(偏k差) ( 1 ) 

SXj C; 

1.43 99.3〆%
2.51 57.2 
2.34 37.0 
4.05 75.0 
4.88 43.8 
5.93 39.2 

プロットあたりの蓄積と信頼度 95 %の信頼区間: 7.60:t 2 xO.334=7.60:t 0.67m3(6.93 ,,-,8.27) 

総蓄積と 11 : 202, 277:t 17, 832m3(l84, 445"-'220, 109) 

百分率誤差: (0.67/7.60)X100=8.8% 

〔参考〕

1. フ.戸ットごと材積総括表の作製に用いる記号および式の説明

Xij : i 層 j'番目のプロットの蓄積

A; : i 層の面積(手順 a)

ni : i 層の割当フ.ロット数(手)1憤 b)

a;=0.04Xn;: i 層の調査商積(手順 c)

E;=A;/a;=A;/0.04x 町: i 層の拡大常数(手/11員 d)

2X;j =(X;I+X;2+ …… +X;j) : i 層に割り当てられた町個のフ。ロットの蓄積の計(手)11員 e)

; LI ・ n

X;=E;2xリ=~X 2X� : 層蓄積(手/1艮 f)
=1 Uj j=l 

x;= 2 x;j/n; : i 層のフ.ロットあたり平均蓄積(平均蓄積) (手I:iit g) 

2X;j2= (Xil2+X;22+ …… +X;j2) : i 層のフ.戸ット蓄積を平方したものの和

szP=jz(Zij-Zi)2=izxfi2ー (2X;j)2/n ; : i 層の平方和

s.;2=Sx;2/n;-1 : i 層のフ・ロット間分散 (手順 h)

Sfi2=Sx;2/舟j : i 層のフ・ロットあたり蓄積の分散(手順 i ) 

w;=A;告A; : 層面積の割合(手/11員j)

S.; =yζ2" : i 層の標準偏差

C;=会X100: i 層の変動係数

2. 総蓄積の推定に用いる記号および式の説明

X=2X;=(Xl+X2+ …… +X6) : 総蓄積

szE=zfpszf : 総平均蓄積の分散
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プロヲトあたりの総平均蓄積x= 互ー xO.04
.2Ai 

これは次のようにして求めることもできる o

x= .2μ卸川iX必iXj=わXj=戸=一L3hA 戊
i戸::'i. .--. .2 Ai i':司1 

S� =�$;2 : 総平均蓄積の標準誤差

プロットあたりの蓄積と信頼度 95% の信頼区間

.2A ・ .2Ai .2x ・\ ~U. .2Ai 
X土2・ Sx =-0-:-0よ (x :t 2 ・ S.<)= õ:6主ヲデ:t 2・り=ZXs±07ot2 ・ Sæ

総蓄積と信頼度 95% の信頼区間

y先手xl00 率言呉

I 層

フ.ロット計ー格1葉広

ー

l

'
γ
'

一

-
一
=
μ主十

0.75 
0.61 

0.75 
0.61 

1.36 

1.92 1. 92 0.8ヲ 2.81 
1.34 0.32 1.66 0.05 1.71 

2 

小計| 3.26 0.32 3.58 0.94 4.52 

3.32 3.32 3.32 
3.09 3.09 3.09 

3 

小計| 6.41 6.41 6.41 

0.33 0.33 0.33 
0.93 0.93 0.93 

4 

小計| 1.26 1.26 1.26 

1.42 1.42 1.42 
0.18 0.07 0.25 0.25 

5 

小計| 1.60 0.07 1.67 1. 67 

0.47 0.47 0.47 
0.86 0.86 0.86 

6 

小計| 1.33 1.33 1.33 

0.50 0.50 0.50 
0.85 0.85 0.85 

7 

小計| 1.35 1.35 1.35 

0.81 0.32 1.13 3.84 4. ヲ7
1.05 0.66 0.05 1.76 1.76 

B 

小計| 1.86 0.98 0.05 2.89 3.84 6.73 

x :t 2 ・ SJ:

フーロットごと材積総括表

ー品
恒
一
-

1.36 

その他針

繁
一I
l
l
i
-
-
|
|

第 10 表の 1

ヒノキ

0.75 
0.33 

1.08 

ギス

0.28 

0.28 

1
1
 

24.63 4.78 19.85 0.05 2.45 17.35 計
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111M 

、
、
，
ノ
、
‘
，
，
、
、
，
ノ
、
‘
，
，

a
b
C
d
 

r
・
-
、
〆
，
‘
、
，

r
t
、
f
t・
、

手

192.88 
8 
0.64 

301. 38 

下7

(e) 

{gj 
(h) 

( i ) 

( j ) 
(k) 
( 1 ) 

24.63 

7, 422.99 
1.54 
1.4571 

0.1821 

0.1812 
1.21 

78.6 

A , 
n, 
a, 
E , 
ni 

2:XJj 

x , 
x, 
5q2 

51 ,2 

百己

積
数
積
数

日

個
面
常

面
当
査
大

王頁

層
割
調
拡

蓄

層蓄積
平均蓄積
プロット問分散
各層フ.ロット平均蓄積の
分散
層面積
標準
変動

合
差
数

企h
口

室
口の

偏
係

積本4票

w, 
5XT 

Ci% 

116.6289 
75.8296(-

40.7993 

2: XJj2 

(2: XJj )2/n, 
SX,2 

和
項
和

一
来
正
方

二
補
平

算到
引

のん
q
A

長
円分

プロット 針 菜 樟f

番号
フロ

ギ| ヒノキ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ト番 ス

1.26 1.26 0.02 1.28 
0.03 0.03 7.30 7.33 

小計| 1. 29 1.29 7.32 8.61 

1.12 4.09 5.21 5.21 
1.73 1.19 2.92 0.04 2.96 

2 

2.85 5.28 8.13 0.04 8.17 

4.18 1.66 5.84 1. 38 7.22 
3.42 2.17 5.5ヲ 0.49 6.08 

小計| 7.60 3.83 11.43 1. 87 13.30 

0.92 0.92 0.92 
2.32 2.32 2.32 

4 

ノ日十 i 3.24 3.24 3.24 

6.26 0.24 2.86 2.86 
4.21 4.21 0.03 4.24 

5 

ノ日十| 6.83 0.24 7.07 0.03 7.10 

2.90 4.14 7.04 7.04 
2.39 2.39 0.87 3.26 

小計| 2.90 6.53 9.43 0.87 10.30 

0.43 0.43 7.88 8.31 
5.75 己.75

ノ月十| 0.43 0.43 13.63 lι06 

1. 60 6.10 7.70 7.70 
0.15 2.01 2.16 0.02 2.18 

小計 l 1.75 8.11 ヲ.86 0.02 9.88 

E 層フ.ロットごと材積総括表第 10 表の 2
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(つづき)

プロット計f
 

持
い

葉広
L
1
 

2
2口生十

6.01 
4.51 

6.01 
4.51 

f
 

壮
伺V

その他針

葉
I
l
l
-
-
-
-

キヒノギス

6.01 
4.51 

10.52 10.52 10.52 

4.81 
3.29 

4.81 
3.29 

4.81 
3.29 

8.10 8.10 4.81 3.2ヲ

L 88 
2.36 

1. 38 0.50 
2.36 

0.49 
2.36 

0.01 

第 10 表の 2

9 

10 

II 

4.24 1.38 2.86 2.85 0.01 

97.52 25.16 72.36 4.81 31.85 35.70 計

項 順

屠割 面

要数積
AII 212.49 

査当 {固 持E 11 

調拡 面兵吊"- 。E 0.88 
大 EII 241. 47 

"i 

標本蓄積合計 .2XIIj 97.52 (e) 

総 蓄 散積積 XII 23, 548.15 
(((ghf) ) ) 平プロ均ッ ト蓄間分 XlI 4.43 

SXII2 2.7441 

各分用標変散用面プロ準動積ッ ト平の偏係均蓄割積美数の合 S-"II2 0.2495 ( i ) 

WlI 0.19ヲ6 jij 
CSZE胃0% 1.66 

37.5 

分散の計算二乗和 ZZiII)jp 2 974.3246 
補正項 (.2 XIIj)2/nII 864.5591 (ー
平方和 SXII2 109.7655 

手
ロ

可デ記目

E層

フ。ロット 副フロ次ッ 針 葉 桂I

番号 ギ l ヒノキ|その他針 i 針
広葉樹 プロット計

ト番号 ス 計

7.55 7.55 7.55 
8.07 0.39 8.46 8.46 

小計| 15.62 0.39 16.01 16.01 

1. 63 0.40 2.03 0.44 2.47 
3.76 3.76 0.70 4.46 

2 

小計| 5.39 0.40 5.79 1.14 6.93 

1.92 6.10 8.02 8.02 
3.87 6.06 9.93 9.93 

3 

小計 l 5.79 12.16 17.95 17.95 

プロットごと材積総括表第 10 表の 3



第 169 号林業試験場研究報告一 18

プ戸ット計

5.00 
5.87 

10.87 

6.30 
4.15 

10.45 

性
問W

+
t
R
 

桔t
広

+B 

-
T
-
H
H
 

針

0.09 
5.00 
5.78 

0.09 10.78 

2.62 
l. 26 

3.68 
2.89 

3.88 6.57 

5.36 
8.50 

5.36 
8.50 

葉

その他針

童十

(つづき)

ヒノキス

4.64 
4.53 

0.36 
1.25 

9.17 1.61 

0.60 
3.68 
2.29 

0.60 5.97 

0.48 4.88 
8.50 

第10表の 3

ヰJ
4 

5 

6 

13.86 0.48 13.38 13.86 

76.07 5. II 70.96 0.40 22.80 47.76 言十

順

間
団
割
翻
拡

手

96.64 
6 
0.48 

201.33 

ロ

ヲデ

(e) 76.07 

15 , 315.17 
6.34 
4.0782 

0.6797 

0.0908 
2.02 

31.9 

1, 046.0065 
964.4408 ( 

81.5657 

2

7

 

E
2
2

耳
、

E
E
E
E
X
I
E
m
E
m
E
E

凹

A
n
a
E

町

z
f
X
歪
れ

h吋

w
e
町C

.s Xmj2 I 
(.s X皿 j)2ln皿|
SXm2 I 

言己

積
数
積
数

日

佃
面
常

面
当
査
大

項

合
差
数

蓄

総蓄積
平均蓄積
プロット間分散
各層フ.ロット平均蓄積の
分散
層面積
椋準
変動

三〉、
r~ 

室
口の

偏
係

H'l 本椋

円
M
R
ゴ
ベ
n
H

4
や
R
J
平

一
策
正
方

二
補
平

算のか
凡

弛
円分

己1

I 7.22 I 

13:ii| 
|0.46 I 

13:::| 
I l. 10 I 

N層

プロット計桔t葉広
その他針

3.85 
4.73 

0.55 
0.81 

8.58 

0.86 
0.83 

0.84 
0.39 

0.02 
0.44 

1.69 1.23 0.46 

0.93 
l. 71 

2.64 

フ.戸ットごと材積総活表

1.36 

0.29 
l. 25 

l. 54 

0.60 

0.60 

葉
ー
ー
ー
ー

l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1

・

第 10 表の 4

ヒノキ

3.30 
3.92 

7.22 

0.04 
0.46 

0.50 

針
一
ギス

プロット|副次

番 号庁長
一一一」

ノ胤 1 

小計 i

~ I 
l ノj社 l

2 

2 

3 
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第 10 表の 4 (つづき)

寸一2 
4 

ノ月十| 0.56 18.15 18.71 5.53 24.24 

3.02 3.02 1.46 4.48 
0.13 8.50 8.63 1.33 9.96 

5 

小計! 3.15 8.50 11. 65 2.79 14.44 

0.21 0.24 0.45 2.88 3.33 
5.10 5.10 4.82 9.92 

6 

小計| 5.31 0.24 5.55 7.70 13.25 

2.88 2.88 2.88 
1. 32 1.32 

7 

崎十| 2.88 2.88 1. 32 4.20 

2.77 2.77 1. 14 3.91 
0.05 0.05 1. 52 1. 57 

小言1.1 2.82 2.82 2.66 5.48 

6.56 6.56 0.48 7.04 
9.96 9.96 0.92 10.88 

小計| 16.52 16.52 1.40 17. ヲ2

針葉樹

ギ|ヒノキ|その他針|針 計
広葉樹 プロット計

育十 |28.42 3 l
 

n
y
 

• 'o 
，
。

円
u

q
υ
 

• l
 

25.53 92.44 

項 目
回

下デ 子 !頂

層割 面

霊童
Aw 129. II 

査当 i固 nw 9 
調 面常 。w 0.72 

t広 大 Ew 179.32 
ni 

標本蓄積合計 ~XWi 92.44 (e) 
j=l 

総 蓄 積積散 Xw 16, 576.34 

平プ ロ 均ッ ト平蓄間均蓄分積 豆町 5.14 
szwz 14.8260 

各層フ。ロット の
Sxw2 1. 6473 ( i ) 

分層標変散面動準積 の偏係割 差合数 0.1213 

i(iIj ) 
ww 

3.85 
SCX Ih217 % 74.9 

分散の計算二乗和 (2ZS主ZZW主IV22232 血 1, 423.8926 
補正項 949.4615 ( 
平方和 474.4311 
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川
一
同1
4州J
4
J日

V層

プPロット 副次 主十 笑 移1

番号
フ.ロョァ

ギ| ヒノキ|その他針(針
広葉樹 プロット言十

ト番号 ス 言十

1.10 8.66 9.76 1. 08 10.84 
4.45 11. 36 15.81 0.03 15.84 

l 

ノ月十| 5.55 20.02 25.57 1.11 26.68 

16.45 16.45 0.01 16.46 
9.26 9.26 O. 10 9.36 

2 

小計 l 25.71 25.71 0.11 25.82 

14.21 14.21 1.25 15.46 
13.15 13.15 0.48 13.63 

3 

ノ日十| 27.36 27.36 1. 73 29.09 

プロットごと材積総括表第 10表の 5

9.33 
24.38 

0.84 
0.21 

8.49 
24.17 24.17 

8.49 

33.71 1. 05 32.66 24.17 8.49 

4 

10.12 
13.01 

10.12 
13.01 

10.12 
13.01 2 

5 

23. 13 23.13 23. 13 

12.09 
11. 95 

12.37 
12.33 

0.28 
0.33 

12.09 
12.00 0.05 

24.70 0.61 24.09 0.05 24.04 

6 

9.70 
5.80 

3.10 
0.03 

6.60 
5.77 

6.60 
5.77 

7 

15.50 3.13 12.37 12.37 

7.7f3 
14.32 

0.48 
0.55 

7.30 
13.77 

7.30 
13.77 

22.10 1. 03 21. 07 21. 07 

8 

8.39 
4.92 

0.56 
1. 35 

7.83 
3.57 

7.83 
3.57 

9 

13.31 1. 91 11.40 11.40 

11. 24 
10.15 

0.33 
0.40 

10.91 
9.75 

10.91 
9.75 

21. 39 

6.37 0.03 6.40 0.66 7.06 
2.22 2.22 0.03 2.25 

11 

小計| 8.59 0.03 8.62 0.6ヲ 9.31 

7.62 7.62 0.23 7.85 

12 
1. 17 7.82 8.99 5.38 14.37 

小計| 1. 17 15.44 16.61 5.61 22.22 

0.73 20.66 20.66 

10 
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プ戸ット 副次 主十 葉 穆f

番号
フロッ

ギ| ヒノキ|その他針 l 針
広葉樹 フロット計

ト番号 ス 言十

5.73 5.73 0.11 5.84 
10.97 10.97 0.05 11. 02 

13 

小計 I 16.70 I 16.70 0.16 16.86 

14id  

8.73 0.52 
12.51 

9.25 
12.51 

1. 22 
1. 43 

10.47 
13.94 

8.73 13.03 21. 76 2.65 24.41 

11. 47 11. 47 1. 93 13.40 
9.70 9.70 1. 35 11. 05 

15 

ノ月十| 21. 17 21. 17 3.28 24.45 

1. 99 0.01 2.00 1. 25 3.25 
3.25 3.25 1. 64 4.89 

16 

小計| 5.24 0.01 5.25 2.89 8.14 

11. 70 11. 70 1. 21 12.91 
8.85 8.85 0.03 8.88 

17 

小計| 20.55 1. 24 21. 79 

E
十
ー

ユ
一
一
一
口

250.53 0.09 362.61 84.06 334.68 27.93 

11原項 目
ロ

τヲ 手言己

層割 面 積数霊
Av 246.84 

査当 f回 nv 17 

調拡 面常 。V 1. 36 
大 Ev 181. 50 

"; 

標本蓄積合計 2xvj 362.61 (e) 
j=l 

総 蓄 積積散 Xv 65,813.72 

平プ ロ均ッ ト平蓄間均 分 主v 10.67 
Sxv2 11.4755 

i楳Eフロタト 輔の S!v 0.6750 ( i ) 

面積の割合差数 wv 0.2319 iij 変 準動 備係 S_xv 3.39 
c.; % 31. 8 

分散の計算二乗和項和
(ZSZZZZVVVj2 )222 /nv 

8 , 468.9005 

補平 正方 7, 734.4713 (ー
734.4292 

第 10 表の 6 プ戸ットごと材積総括表 VI層

金十 葉 樹
広葉樹 プロット計

ス その他針 主十 言十

12.82 12.82 0.30 13.12 
13.02 13.02 0.60 13.62 

25.84 25.84 0.90 26.74 
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:w; 10 表の 6 (つづき)

フ.ロット 副次 針 葉 樹

番号
フロッ

ギ| ヒノキ!その他針 l 針ト番号 ス

22.44 22.44 0.20 22.64 
15.57 15.57 0.42 15.99 

2 

小計| 38.01 38.01 0.62 38.63 

12.87 12.87 0.10 12.97 
17.53 17.53 0.05 17.58 

3 

小計| 30.40 30.40 0.15 30.55 

13.38 13.38 1. 49 14.87 
27.79 27.79 0.10 27.89 

4 

小計| 41. 17 41. 17 1. 5ヲ 42.76 

3.71 4.67 8.38 0.06 8.44 
3.68 3.68 0.01 3.69 

5 

小計 1 7.39 4.67 12.06 0.07 12.13 

6.71 6.71 1. 73 8.44 
3.42 3.42 1. 90 5.32 

6 

小計( 10.13 10.13 3.63 13.76 

9.48 9.48 0.86 10.34 
8.51 8.51 0.78 9.29 

7 

小計| 17. ヲ9 17.9ヲ 1. 64 19.63 

15.21 15.21 1. 50 16.71 
2 13.75 13.75 0.15 13.90 

8 

'o 
nフお計¥

 
j
 

,
J 1. 65 30.61 

11. 37 11. 37 0.27 11. 64 
5.39 5.39 0.36 5.75 

9 

小計! 16.76 16.76 0.63 17.39 

8.66 8.66 0.85 9.51 
7.15 7. 15 1. 50 8.65 

10 

小計| 15.81 15.81 2.35 18. 16 

18.29 18.29 0.59 18.88 
8.34 8.34 0.10 8.44 

11 

小計| 26. 63 26.63 0.69 27.32 

8.5ヲ 8.5ヲ 0.25 8.84 
9.09 9.09 0.38 9.47 

12 
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15.54 15.54 0.43 15.97 

13 

小計| 28.46 28.46 0.65 2ヲ. 11 
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総蓄積の推定に用いる記号および式の説明

SXi2=Z(X;j-Xi)2= ZXi?-(ZXij)2jn; 

2. 

2 次抽出単位あたりの総平均蓄積の分散

手x100

これ以外の記号および式については層化単純抽出法の個所を参照されたい.
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ii) 総蓄積の推定

総蓄積を推定するための計算過程は第 11 表に示しであるが，その結果は

185， 991 土 18， 631mB

で，百分率誤差は 10.0% であった。

3-1-2. 成長量の推定

1) 成長錐調査カードの整理

- 25 ー

2-3 で説明した成長錐調査カードを樹群別に 2cm 直径階別に分類する。このとき同時に記入頃目のチ

エッグを行なう。なおこの調査では，層化単純抽出法と層化副次抽出法で抽出されたフ.ロットで測定され

た調査木の資料を込みにした。分類したカードを用い，第 12 表の材積式および樹皮係数計算に必要な準

備表の所定のらんに記入する。

第 12 表の 1 材積式および樹皮係数計算に必要な準備表 (スギ)

本 数 l 直径の合計|材積の合計|皮内直径の合計 l 樹皮係数
f ~ D I ~ x I ~ Dib I k= ~ D/ ~ Dib 

① ② ③ ④ ⑥ 

6 12 72.80 0.109 68.90 1. 0566 
8 37 298.60 0.695 285.10 1. 0474 
10 49 490.00 1. 596 469.00 1. 0448 
12 40 481. 40 1. 983 462.90 1. 0400 
14 34 481. 80 2.902 466.20 1.0335 
16 37 596.20 4.385 578.10 1. 0313 
18 35 633.00 5.373 614.20 1. 0306 
20 47 935.00 9.865 910.10 1. 0274 
22 28 615.80 8.157 601. 20 1. 0243 
24 33 795.60 10.706 774.90 1. 0267 
26 33 856 40 13.287 834.90 1. 0258 
28 26 727.60 18.492 711. 30 1. 0229 
30 25 752.10 14.587 731. 80 1. 0277 
32 24 768.80 16.914 752.10 !. 0222 
34 14 474.80 11. 115 463.20 1.0250 
36 16 574.60 15.898 560.90 1. 0244 
38 13 495.40 14.167 485.00 1. 0214 
40 12 479.00 13.524 467.70 1. 0242 
42 7 293.20 8.537 288.30 1.0170 
44 14 617. ∞ 21. 305 602.80 1. 0236 
46 7 320.60 11. 407 314.10 1. 0207 
48 7 335.40 12.616 327. 10 1. 0254 
50 5 248.40 9.936 243.30 1. 0210 
52 7 363.20 14.070 357.70 1. 0154 
54 
56 2 11 1.∞ 4.997 108. 10 1. 0268 
58 58.60 2.972 56.90 1.029ヲ

第 12 表の 2 材積式および樹皮係数計算に必要な準備表 (ヒノキ)

直径階 本 数 直径の合計 材積の合計|皮内直
f ~D ~x I ~Dib I k=~D/~Dib 

D 
① ② ③ ④ ⑤ 

6 18 114.0 O. 159 105.70 1. 0785 
8 24 192.6 0.390 182.50 1. 0553 
10 24 243.2 0.771 229.70 1.0588 
12 26 310.0 1. 138 293.30 1. 0569 
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第 12 表の 2 (つづき)

直径階 本 数 I 直径の合計 I 材積の合計 I 皮内直径の合計 I 1樹=皮/係2 数
f .2D .2x .2Dib I k=.2D/.2Dib 

D 
① ② ③ ④ ⑤ 

14 26 369.0 2.099 355.75 1. 0372 
16 22 350.9 2.430 337.60 1. 0394 
18 16 288.6 2.619 279.00 1. 0344 
20 30 593.9 5.420 575.00 1. 0329 
22 16 350.0 3.777 338.70 1. 0334 
24 18 431. 8 4.849 419.70 1. 0288 
26 12 308.8 4.057 300.00 1. 0293 
28 7 196.2 3.342 191.60 1. 0240 
30 6 177.4 2.940 172.90 1. 0260 
32 4 126.2 2.860 123.50 1. 0219 
34 2 67.4 1.707 65.80 1. 0243 
36 6 214.4 4.640 208.70 1. 0273 
38 2 77.4 1. 840 75.50 1. 0252 
40 2 79.8 2.061 77.80 1.0257 
42 41. 6 0.848 40.70 1. 0221 
44 
46 46.8 1. 638 45.80 1. 0218 
64 64.8 2.445 64.00 1. 0125 
74 74.0 5.046 72.10 1. 0264 
102 102.0 11.315 100.30 1. 0169 
110 110.0 8.024 108.90 1.0101 

第 12 表の 3 材積式および樹皮係数計算に必要な準備表 (広葉樹)

数 直径の合計 材積の合計 I 皮内直径の合計 I 樹 2皮D, 
.2D .2x .2Dib I k= 

② ③ ④ ⑤ 

6 76 454.2 0.635 426.20 l. 0657 
B 71 566.6 1. 261 540.40 1.0485 
10 22 221.5 0.698 212.40 1. 0428 
12 37 439.4 1.888 420.10 1.0459 
14 32 446.5 2.242 431.40 1.0350 
16 20 315.4 1. 895 303.90 1.0378 
18 23 416.6 3.050 403.70 1. 0320 
20 14 279.2 2.451 269.00 1. 0379 
22 12 263.4 2.400 254.50 1.0350 
24 9 217.8 2.323 212.00 1.0274 
26 4 103.8 1. 224 10l. 60 1.0217 
28 2 54.8 0.743 53.60 1.0224 
30 30.8 0.488 30.40 1. 0132 
32 8 255.6 4.061 249.30 1. 0253 
34 2 66.6 1. 186 65.30 1. 0199 
36 36.4 0.776 35.90 1. 013ヲ
38 37.6 0.650 36.20 1. 0387 
40 40.4 0.884 39.40 l. 0254 
42 42.2 l. 093 41.40 1. 0193 
44 2 87.4 2.039 86.20 1. 0139 
46 46.8 1.069 46.60 1. 0043 
48 2 95.8 2.873 94.00 1. 0191 
50 50.4 l. 768 49.20 l. 0244 
52 51. 2 l. 339 50.40 l. 0159 
54 54.0 2.138 52.20 1.0345 
56 56.4 1.324 54.80 l. 0292 
62 2 123.0 4.224 119.40 1. 0302 
66 65.2 3.906 64.20 1. 0156 
68 68.2 3.489 67.80 1. 0059 
78 78.0 3.070 77.40 1.0078 
80 80.0 4.028 78.00 1. 0256 
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2) 樹群ごと直径階別材積表の作製

i )材積式

直径階別材積表を作製するため，次の材積式を採用した。

x=αDb 

x: 材積， D: 胸高直径， a, b: 回帰定数，回帰係数

上式の両辺の対数をとり， 1 次式に変換し，各直径階の平均直径，平均材積を用い，本数を加重として

最小三乗j法で ， a, b を求めた。

log x=log a+b logD 

なお計算を簡単にするため，材積は 1 ， 000 倍したものを用いた。

材積式の計算に必要な計算諸要素および計算過程を樹群別に第 13 表，第 14 表に示す。

第 13 表の①直径の合計，②材積の合計，③本数は第 12 表から移写したものである。また計算には 4 け

たの対数を使用した。

第 13 表の 1 材積式の計算に必要な計算諸要素 (スギ)

直径 直径の 材合積計の 1 本数 D平直=均径 l(o1g 00DZ)|lflogD||f(lIo∞g oz) f(Dlog )2 必:12 五j10
合計 積②/③x I l�D 階
~D ヱ x II 

(log 
①/③ 1000x) 

D 
① ② |③ ④ ⑤ ⑥ @ ⑧ ⑨ |( I@ |⑫ 

6 72.80 0.109 1,2 6.1 0.009 0.7853 0.9542 9.42361 11. 
8 1 298.60 0.695 37 8.1 0.019 0.9085 1.2788 
10 490.00 1.596 49 10.0 0.033 1.0000 1. 5185 ~~. ?~~~I :~. 
12 481. 40 1.983 40 12.0 0..050 J. 0792 1.6990 43.1臼Oi 67 
14 481. 80 2.902 34 14.2 0.085 1. 1523 1. 9294 3ヲ.17821 65. 
16 596.20 4.385 37 16.1 0.119 1. 2068 2.0755 44.65151 76. 
18 633.00 5.373 35 18.1 0.154 1. 2577 2.1875 44.01951 76. 
20 1 935.00 ヲ.865 47 19.9 0.210 1. 2989 2.3222 61. 0483' 109. 
22 615.80 8.175 28 22.0 0.291 1.3424 2.4639 
24 795.60 10.706 33 24.1 0.324 J. 3820 2.5105 45. 60601 82. 
26 856.40 13.287 33 26.0 0.403 1.41S0 2.6053 46. 69501 85. 
28 727.60 13.492 26 28.0 0.519 J. 4472 2.7152 37. 62721 70. 
30 752.10 14.587 25 30.1 0.583 J. 4786 2.7657 36. ヲ650 69. 1425 
32 768.80 16.914 24 32.0 0.705 J. 5052 2.8482 36. 1248 68.3568 
34 474.80 1 J. 115 14 33.9 0.794 J. 5302 2.8998 21.4228 40.5972 
36 574.60 15.898 16 35.9 0.994 J. 5551 2.9974 24.8816 47.9584 
38 495.40 14.167 13 38.1 1.090 1. 5809 3.0374 20.5517 39.4862 
40 479.00 13.524 12 39.9 1. 127 J. 6010 3.0519 19.2120 36.6228 
42 293.20 8.537 7 1 41.9 1.220 J. 6222 3.0864 11.3554 21. 6048 
44 617.00 21.305 14 44.1 1. 522 1.6444 3.1824 23.0216 44.5536 
46 320.60 11. 407 7 1 45.8 1. 630 1. 6609 3.2122 11.6263 22.4854 
48 335..-40 12.616 7 1 47.9 1.802 1. 6803 3.2558 11.7621 22.7906 
50 248.40 9.936 5 1 4ヲ.7 1. 987 1. 6964 3.2982 8.4820 16.4910 
52 363.20 14.070 7151.9 2.010 1.7152 3.3032 12.0064 23. 1224 
54 
56 111.00 4.997 2 1 55.5 2.49ヲ 1. 7443 3.3978 3.4886 6.7956 
58 58..60 2.972 1 1 58.6 2.972 1.7679 3.4730 1. 7679 3.4730 
60 
62 
64 
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第 13 表の 2 材積式の計算に必要な計算諸要素 (ヒノキ)

科医z門鐸!?1M ト協同! fl曙 (fl∞10ゐσ)||fD()lo2g|11f0(∞10州g I問4110g;ァ
~D I ~ x 1 f liD!f1 ~~~/f 
① ② |(|(| ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ |(! @I ⑫ 

18 6.3 O. 009 : O. 7993 0.9542 14.3874 
8 I 192. 6 I O. 390 24 8.0 0.01610.9031 1.2041 21.6744 28.8984 
10 i 243. 2 I O. 771 24 10.1 0.032 1 1.0043 1.5052 24. 1032 36. 1248 
12 310.0 1.138 26 11.9 0.044 1 1.0755 1. 6435 27.9630 42.7310 
14 369.0 2.099 26 14.2 0.081 1. 1523 1. 9085 29.9598 49.6210 
16 350.9 2.430 22 16. 。 0.110 1.2041 2.0414 26.4902 44.9108 
18 288.6 2.619 16 18.0 0.164 1. 2553 2.2148 20.0848 35.4368 
20 593. ヲ 5.420 30 19.8 0.181 1.2967 2.2577 38.9010 67.7310 
22 350.0 3.777 16 21. 9 0.236 1. 3404 2.3729 21.4464 37.9664 
24 431. 8 4.849 18 24.0 0.269 1. 3802 2.4298 24.8436 43.7364 
26 308.8 4.057 12 25.7 0.338 1.4099 2.5289 16.9188 30.3468 
28 196.2 3.342 7 1 28.0 0.477 1.4472 2.6785 10.1304 18.7495 
30 177.4 2.940 6 1 29.6 0.490 1. 4713 2.6902 8.8278 16.1412 
32 126.2 2.86C 4 1 31. 6 0.715 1.49ヲ7 2.8543 5.9988 11.4172 
34 67.4 1. 707 2 1 33.7 0.854 1. 5276 2.9315 3.0552 5.8630 
36 214.4 4.640 6 1 35.7 0.773 1.5527 2.8882 9.3162 17.3292 
38 77.4 1. 840 2 1 38.7 0.920 1. 5877 2.9638 3.1754 5.9276 
40 79.8 2.061 2 1 39.9 1. 031 1. 6010 3.0133 3.2020 6.0266 
42 41.6 0.848 1 1 41. 6 0.848 1. 6191 2.9284 1. 6191 2.9284 
44 
46 46.8 1. 638 1 1 46.8 1.638 1.6702 3.2143 1.6702 3.2143 
64 64.8 2.445 64.8 2.445 1. 8116 3.3883 1.8116 3.3883 
74 74.0 5.046 74.0 5.046 1. 8692 3.7029 1.8692 3.7029 
102 102.0 11. 315 1 1102.0 11. 315 2.0086 4.0537 2.0086 4.0537 
110 110.0 8.024 8.024 2.0414 3.9044 2.0414 3.9044 
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第 13 表の 3 材積式の計算に必要な計算諸要素 (広葉樹)

f直階径 J直口" 径の 合材積計の 本数書|平均「 log 叫判明機、 言十 x = 10g1) (1000x) flog1) 
~D ~x f 2.olfl ~xlf 

D 
① ② |(|(| ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ |⑮|⑬ t 

6 454.2 0.635 76 6.0 0.008 0.7782 0.9031 59. 1432 68.6356 
B 566.6 1. 261 71 8.0 0.018 0.9031 1. 2553 64.1201 89. 1263 
10 221. 5 0.698 22 10.1 0.032 1.0043 1. 5052 22.0946 33.1144 
12 439.4 1. 888 37 11. 9 0.051 1. 0755 1.7076 39.7935 63.1812 
14 446.5 2.242 32 14.0 0.070 1. 1461 1. 8451 36.6752 59.0432 
16 315.4 1. 895 20 15.8 0.095 1. 1987 1. 9777 23.9740 39.5540 
18 416.6 3.050 23 18.1 0.133 1.2577 2.1239 28.9271 48.8497 
20 279.2 2.451 14 19.9 0.175 1.2989 2.2430 18.1846 31. 4020 
22 263.4 2.400 12 22.0 0.200 1. 3424 2.3010 16. 1088 27.6120 
24 217.8 2.323 9 24.2 0.258 1. 3838 2.4116 12.4542 21.7044 
26 103.8 1. 224 4 26.0 0.306 1. 4150 2.4857 5.6600 9.9428 
28 54.8 0.743 2 27.4 0.372 1. 4378 2.5705 2.8756 5. 1410 
30 30.8 0.488 l 30.8 0.488 1.4886 2.6884 1. 4886 2.6884 
32 255.6 4.061 8 32.0 0.508 1 5052 2.7059 12.0416 21.6472 
34 66.6 1. 186 2 33.3 0.593 1. 5224 2.7731 3.0448 5.5462 
36 36.4 0.776 1 1 36.4 0.776 1. 5611 2.8899 1. 5611 2.8899 
38 37.6 0.650 1 1 37.6 0.650 1. 5752 2.8129 1. 5752 2.8129 
40 1 1 40.4 0.884 1. 6064 2.9465 1. 6064 2.9465 
42 42.2 1 1. 093 " 1 3.0386 1. 6253 3.0386 
44 87.4 1 2.039 2 43. 7 1 1. 020 1 1. 6405 3.0086 3.2810 6.0172 
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um表の 3 (つづき)

直階径 「判明平均 l平吋 lhg|  |flog if制判明og合計合 TI FF i z=  同 D I( 10∞ x)1 f1ogDi( 1∞o x)1 D)2 ! 1000x)2¥ ，~~~ 
2 D I 2 x I f iiD/f¥ :r ~/ f I 1 1 '10ﾖOX) 

D 
① ② |(!(| ⑤ ⑧ ⑦ ⑧ ⑨ i ⑩|⑬ |⑫ 

46 46.8 品 I ~ I 必|師 l 3.0290 1. 6702 
48 95.8 2.873 I 2 I 47.9 I 1.437 I 1.6812 3.1449 3.3624 6.28ヲ8
50 50.4 1. 768 I 1 i 50.4 1. 768 I 1. 7024 3.2475 1. 7024 3.2475 
52 51. 2 3.1268 1. 70ヲ3 3.1268 
54 54.0 2. 138 I 1 I 54.0 I 2. 138 I 1. 7324 3.3300 1.7324 3.3300 
56 56.4 1. 324 1 1 1 56. 4 I 1. 324 1 1. 7513 3.1219 1.7513 3.1219 
62 123.0 4.224 3.5778 6.6494 
66 65.2 3.906 1 I 65.2: 3.906 I 1. 8142 I 3.5917 1. 8142 3.5917 
68 68.2 3.489 1 I ~~. ~ ~. ~~ヲ |lm35427 1. 8338 3.5427 
78 78.0 3.070 1 , 78.0 3.070 I 1. 8ヲ21 I 3.4871 1.8ヲ21 3.4871 
80 80.0 4.028 1 I 80.0 4.028 I 1. 9031 I 3.6051 1. 9031 3.6051 
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第14表材積式の計算

ス ギ ヒノキその他針 広 十
世
間

枯t

( 2f =565 ( 2f =267 1 ( 2f =352 

( 2flogD =734.2872 ( 2flogD =321. 4985 1 ( 2flogD =379.1839 

( 2flog(1000 x) = 1301. 1177 ( 2flog(1000 x) =537.3253 I ( 2flog(1000x) =587.9145 

( log D =(÷(= 1. 2996 ( logD =玄÷①- 1. 2041! ( logD =(÷(- 1.0772 

( log( 1000 x ) =(÷(= 2. 3029 !( log (1000 x) =③÷①=2.0125' ⑤ log(1∞Ox)=③÷①= 1. 6702 

2f(logD)2 =984.5264 1'f(logD)2 =400.6541 I 2f(logD)2 =431.7804 

-)②2+① =954.2968 , -)(立与① =387.12091 -)②宮÷① =40弘 4671

⑥ ぬ・ 2296 (⑥ 13.5332 r ⑥ 23.3123 

2f (logD) (Iog(10∞ x)) l' f (IogD )(log(1000 x)) l'f(logD)(Iog(1000 x)) 

=1769.4398' =681.8817 I =6ヲ0.6049

ー)②×③÷①= 1690. 963o I ー )(~IX ③÷① =647.00101 ー)②×③÷① =633.3174

⑦ 78 叩⑦ 34.8807 \⑦ 児お75
⑧回帰係数 b=⑦÷⑥=2.5960 ⑧回帰係数 b=⑦÷⑥=2.5774 I ⑧回帰係数 b=⑦÷⑥=2・ 4574
⑨回帰定数 loga=⑤ー⑧×④ !⑨回帰定数 loga=⑤ー⑧×④ |⑨回帰定数 loga=⑤⑧×④

= -1.0709 ~ =一1. 0ヲ09 i = -0. 9769 

⑩材筏式 ⑮材積式 |⑩材積式
log(1000X)=(+( XlogD 

=-1.0709十2.59601ogD

log(1000X)=(+( xlogD log(1000x)=⑨十⑧ xlogD

士一1. 0ヲOヲ +2. 577410gD ，一0.976ヲ+2. 457410gD 

j主: 13表の⑧⑨⑩⑪⑫らんの計算は次のように行なう。

(=(×( (f logD =f XlogD) 

(=(×( (flog(1000 x ) = f x log(lOOO x ) 

⑩ニ⑥×⑧ (f(iogD)2=logD xflogD) 

⑪ニ⑦×⑨(f(Iog1000 x )2=log(lOOO x) xflog(lOOO x)) 

(=(×((f (iogD) (Iog1000 x) =log(lJ) xflog(1000 x)) 
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または

=(×( (f(logD) (log1000 x) =flog(D) xlog(1000 x)) 

13表では⑩⑪⑫らんの計算は電動計算機を用し、たので，数値を記載しなかったが，手動計算機等

を用いるときは，小数点以下 6 けた目まで出し，合計の際 4 けたにとどめること。

ii) 直径階別材積表

第14表で求めた材積式を用し、て，樹群別の材積表を作製した。計算過程および材積表を，第15表および

第 1 図に示す。

なお，立木幹材積表を使用して蓄積および成長量を推定する場合には，直径階別材積表は直接必要はな

いが，後述する材積成長率表作製に使用する材積式の回帰係数を吟味するために用いられる。

第15表の 1 材積表の計算過程 (スギ)

Iog D b Iog D Iog 1000x= 
1000x 材 積

Ioga+blogD x 

① ② ③ ④ ⑤ 

6 0.7782 2.0202 0.9493 8.9 0.009 
8 0.9031 2.3444 1.2735 18.8 0.02 
10 1. 0000 2.5960 1. 5251 33.5 0.03 
12 1.0792 2.8016 1.7307 53.8 0.05 
14 1. 1464 2.9761 1.9052 80.4 0.08 
16 1.2041 3.1258 2.0549 133 0.11 
18 1. 2553 2.2588 2.1879 154 0.15 
20 1. 3010 2.3774 2.3065 203 0.20 
22 1. 3424 3.4849 2.4140 259 0.26 
24 1. 3802 3.5830 2.5121 325 0.33 
26 1. 4150 3.6733 2.6024 400 0.40 
28 1.4472 3.7569 2.6860 485 0.49 
30 1.4771 3.8346 2.7637 580 0.58 
32 1.5052 3.9075 2.8366 686 0.69 
34 1. 5315 3.9758 2.9049 803 0.80 
36 1.5563 4.0402 2.9693 932 0.93 
38 1. 5798 4.1012 :>.0.0'3 1, 072 1. 07 
40 1. 6021 4.1591 Z.0382 1, 225 1.23 
42 1. 6232 4.2138 3.142 1, 390 1.39 
44 1. 6435 4.2665 3.1 争、 6 1, 569 1. 57 
46 1. 6628 4.3166 3.2457 1, 761 1. 76 
48 1.6812 4.3644 3.2935 1.ヲ60 1. 96 
50 1.6990 4.4106 3.3397 2, 180 2.18 
52 1.7160 4.4547 3.3838 2, 4=0 2.42 
54 1.7324 4.4973 3.4264 2, 670 2.67 
56 1.7482 4.5383 3.4674 2,9Z0 2.93 
58 1. 7634 4.5778 3.5069 3, 210 3.21 
60 1.7782 4.6162 3.5453 3, 510 3.51 
62 1. 7924 4.6531 3.5822 3, 820 3.82 
64 1.8062 4.6889 3.6180 4, 150 4.15 
66 1.8195 4.7234 3.6525 4, 490 4.49 
68 1. 8325 4.7572 3.6863 4, 860 4.86 
70 1. 8451 4.7899 3.7190 5, 240 5.24 
72 1. 8573 4.8216 3.7507 5, 630 5.63 
74 1.8692 4.8524 3.7815 6, 050 6.05 
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第15表の 2 材積表の計算過程 (ヒノキ)

log 1000x= キオ 手責logD b logD 
loga+blogD 

1000x x 

① ② ③ ④ ⑧ 

6 0.7782 2.0057 0.9148 8.2 0.008 
B 0.9031 2.3276 1. 2367 17.2 0.02 
10 1.0000 2.5774 1. 4865 30.7 0.03 
12 1. 0792 2.7815 1.6906 49.0 0.05 
14 1.1461 2.9540 1. 8631 73 0.07 
16 1. 2041 3. 1034 2.0125 103 0.10 
18 1. 2553 3.2354 2.1445 139 0.14 
20 1.き010 3.3532 2.2623 183 0.18 
22 1.3424 3.45ヲ9 2.2690 234 0.23 
24 1. 3802 3.5573 2.4664 293 0.29 
26 1. 4150 3.6470 2. 5~61 360 0.26 
28 1. 4472 3.7300 2.6391 436 0.44 
30 1. 4771 3.8071 2.7162 520 0.52 
32 1. 5052 3.8795 2. 78E6 615 0.62 
34 L 5315 3.9473 2.8~64 718 0.72 
36 1. 5563 4.0112 2.9203 832 0.83 
38 1. 5798 4.0718 2.9809 957 0.96 
40 1. 6021 4.12ヲ3 3.0384 1 ， 0ヲO 1. 09 
42 1.62;'2 4.1836 3.0927 1, 238 1.24 
44 1. 6435 4.2260 3.1451 1, 397 1.40 
46 1. 6628 4.2857 3.1948 1, 570 1.57 
48 1. 6812 4.3331 3.2422 1, 746 1.75 
50 1.6950 4.3790 3.2881 1, 941 1.94 
52 1.7160 4.4228 2.3319 2, 150 2.15 
54 1.7324 4.4651 3.3742 2, 367 2.37 
56 1.7482 4.5058 :3.4149 2, 600 2.60 
58 1.7634 4.5450 3.4541 2, 845 2.85 
60 1.7782 4.5831 3.4922 3, 106 3.11 
62 1.7924 4.6197 3.5288 3, 379 3.38 
64 1.8062 4.6553 3.5644 3, 670 3.67 
66 1.8195 4.6896 3.5987 3, 970 3.97 
68 1. 8325 4.7231 3.6322 4, 250 4.29 
70 1.8451 4.7556 3.6647 4, 620 4.62 
72 1.8573 4.7870 3.6961 4, 970 4.97 
74 1.8692 4.8177 3.7268 5, 330 5.33 
76 1. 8808 4.8476 3.7567 5, 710 5.71 
78 1. 8921 4.8767 3.7858 6, 110 6.11 
80 1. 9031 4.9050 3.8141 6, 520 6.52 
82 1.9138 4.9326 3.8417 6, 950 6.95 
84 1.9243 4.9597 3.8688 7, 390 7.39 
86 1.9345 4.9860 3.8951 7,850 7.85 
88 1.9445 5.0118 3.920ヲ 8, 340 8.34 
90 1.9542 5.0368 3.9459 8,830 8.83 
92 1. 9638 5.0615 3.9706 9, 350 9.35 
94 1. 9731 5.0855 3.9946 9, 880 9.88 
96 1.9823 5. 1092 4.0183 10, 430 10.43 
98 1.9.9 12 , 5. 1321 4.0412 11 , 000 11.00---
100 2.0000 5.1548 4.0639 11 , 550 11.59 
102 2.0086 5.1770 4.0861 12, 190 12.19 
104 2.0170 5.1986 4.1077 12, 810 12.81 
106 2.0253 5.2200 4.12ヲ l 13, 460 13.46 
108 2.0334 5.2409 4.1500 14, 130 14.13 
110 2.0414 5.2615 4.1706 14, 810 14.81 
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第15表の 3 材積表の汁算過程 (広葉樹)

直径階 logD b logD loglO00x= 
1000x キオ 積

loga+blogD z 

D 
① ② ③ ④ ⑤ 

6 0.7782 1. 9123 0.9351 8.6 0.009 
8 0.9031 2.2193 1. 2424 17.5 0.02 
10 1.0000 2.4574 1.4805 30.2 0.03 
12 1. 0792 2.6520 1. 6751 47.3 0.05 
14 1. 1461 2.8164 1.8395 69. I 0.07 
16 1. 2041 2.9590 1.9821 96.0 0.10 
18 1.2553 3.0848 2.1079 128 0.13 
20 1. 3010 3.1971 2.2202 166 0.17 
22 1. 3424 3.2988 2.3219 210 0.21 
24 1. 3802 3.3917 2.4148 260 0.26 
26 1. 4150 3.4772 2.5003 316 0.32 
28 1.4472 3.5563 2.5794 380 0.38 
30 1.4771 3.6298 2.6529 450 0.45 
32 1.5052 3.6989 2.7220 527 0.53 
34 1.5315 3.7635 2.7866 612 0.61 
36 1. 5563 3.8245 2.8476 704 0.70 
38 1. 5798 3.8822 2.9053 804 0.80 
40 1. 6021 3.9370 2.9601 912 0.91 
42 1. 6232 3.9889 3.0120 1, 029 1. 03 
44 1.6435 4.0387 3.0618 1, 153 1.15 
46 1. 6628 4.0862 3.1093 1, 286 1. 29 
48 1. 6812 4.1314 3.1545 1, 427 1.42 
50 1.6990 4.1751 3.1982 1, 580 1.58 
52 1. 7160 4.2169 3.2400 1, 740 1. 74 
54 1.7324 4.2572 3.2803 1, 910 1. 91 
56 1. 7482 4.2ヲ60 3.3191 2, 090 2.0ヲ
58 1. 7634 4.3334 3.3565 2, 270 2.27 
60 1.7782 4.3697 3.3928 2, 470 2.47 
62 1.7924 4.4046 3.4277 2.680 2.68 
64 1.8062 4.4386 3.4617 2, 900 2.90 
66 1. 8195 4.4712 3.4943 3, 120 3.12 
68 1.8325 4.5032 3.5263 3, 360 3.36 
70 1.8451 4.5341 3.5572 3, 610 3.61 
72 1.8573 4.5641 3.5872 3, 870 3.87 
74 1. 8692 4.5934 3.6165 4, 140 4.14 
76 1.8808 4.6219 3.6450 4.420 4.42 
78 1. 8921 4.6496 3.6727 4, 710 4.71 
80 1. 9031 4.6767 3.6998 5, 010 5.01 
82 1.9138 4.7030 3.7261 5, 320 5.32 
84 1.9243 4.7288 3.7519 5, 650 5.65 
86 1. 9345 4.7538 3.7769 5, 980 5.98 
88 1. 9445 4.7784 3.8015 6, 330 6.33 
90 1. 9542 4.8023 3.8254 6, 690 6.69 
92 1.9638 4.8258 3.8489 7, 060 7.06 
94 1.9731 4.8487 3.8718 7, 440 7.44 
96 1.9823 4.8713 3.8944 7, 840 7.84 



- 33-昭和36年度天城国有林における森林調査結果(測定研究室)

J
4一円

d
d九災

ー
タ
ベ

ャ
シF

 
ん
み
'〆ん

一
p
rJ

f
 d' 

/
ん
子ノ

〆

4.0 

ハ
u

q
叫

材
積
の

nu 

対
数

(
M
o
g
-忘
ぜ
『 ←一一・スギ

X--- )Cヒ j キ

ゐ一一 --4 広f葉樹

.x . 1.0 

1.9 ¥.8 1.6 1.7 

.-C o,g D 

1.2 1.3 1.4 1.5 

荊息直径の封紋

樹 1I宇別のI1旬高直径と材積の関係

1.1 

第 1 図
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樹群ごと直径成長率表の作製3) 

樹皮係数の計算

2cm 直径階~IJに分類した成長錐調査カードを用いて製作した第12表の⑤に示しである樹皮係数を，対

応する直径に対してプロットし，フリーハンドで樹皮係数曲線を当てはめた。その結果を第2 図および第

16表に示す。なお樹皮係数の算出値は，第12表の②に示しである直径階別の直径の合計 ~D を④に示し

てある皮内直径の合計 ~Dib で除した値である。すなわち，

k=~D/~Dib 樹皮係数

次に各直径階の範囲を皮内直径の範囲に換算するため，樹皮係数 h で除したものを同じく第 16 表に示
す。

ii ) 成長錐調査カードの再分類と整理

成長錐調査カードに記載してある期間中央皮内直径 (DMib=Dib-L) を第 16表を利用して期間中央皮

付直径に直し，皮付直径を 2cm 直径階に再分類した。なお皮内直径を皮付直径に直すには，個々のカー

ドについて，皮内直径を樹皮係数 h で除してもよいが，かなりめんどうであるから，第 6 表の皮内直径範

囲に含まれる期間中央直径は，対応する皮付直径階に属するから，この表を利用すれば分類は迅速に行な
える。
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第16表 直径階ごと修正樹皮係数と皮内直径の範囲

ス ギ ヒ ノ キ 広 葉 桔1

5 範囲 h h h 
範囲

6 5.0"-' 6.9 1. 0565 4.7"-' 6.6 1. 0800 4.6 ,,-, 6.4 1.0680 4. 7~ 6.5 
8 7.0"-' 8.9 1.0495 6.7"-' 8.5 1.0620 6.5"-' 8.4 1. 0550 6. 6~ 8.5 
10 9.0"-' 10.9 1. 0435 8.6"-' 10.5 1.0520 8. 邑~1O.4 1.0475 8.6"-'10.4 
12 11.0"-'12.9 1. 0390 10. 6~12. 4 1. 0460 10. 5~12. 4 1. 0425 10. 5~12. 4 
14 13.0"-'14.9 1. 0350 12. 5~14. 4 1. 0410 12. 5~14. 3 1.0385 12.5~14.4 

16 15.0"-'16.9 1. 0315 14.5"-'16.4 1. 0380 14.4"-'16.3 1. 0360 14.5"-'16.3 
18 17.0"-' 18. ヲ 1. 0300 16.5"-'18.4 1. 0355 16.4"-'18.3 1. 0335 16.4"-'18.3 
20 19.0"-'20.9 1. 0285 18. 5~20. 3 1. 0330 18. 4~20.2 1. 0315 18.4"-'20.3 

22 21.0"-'22. 9 1. 0270 20. 4~22. 3 1.0315 20. 3~22. 2 1. 0295 20.4"-'22.3 

24 23.0"-'24.9 1. 0260 22. 4~24. 3 1.0300 22.3"-'24.2 1. 0280 22.4"-'24.2 

26 25.0"-'26.9 1.0250 24. 4~26. 3 1. 0285 24.3"-'26.2 1. 0265 24.3~26.2 

28 27.0"-'28.9 1. 0245 26.4"-'28.2 1.0275 26.3"-'28. I 1.0250 26.3"-'28.2 

30 29.0"-'30.9 1. 0240 28.3"-'30.2 1. 0265 28.2"-'30. I 1. 0240 28.3"-'30.2 

32 31. 0"-'32. ヲ 1. 0235 30.3"-'32.2 1. 0255 30.2"-'32.1 1. 0225 30.3"-'32.2 

34 33.0，，-， 34. ヲ 1.0230 32. 3~34. 1 1. 0250 32.2"-'34. 1 1.0215 32.3"-'34.2 

36 35.0"-'36.9 1. 0230 34.2"-'36. 1 1. 0240 34.2"-'36. 。 1.0205 34.3"-'36.2 

38 37.0"-'38.9 1. 0225 36.2"-'38.1 1. 0235 36. 1"-'38.0 1.0195 36.3"-'38.2 

40 39.0"-'40.9 1. 0220 38. 2~40. 。 1.0225 38. 1"-'40.0 1. 01 ヲO 38. 3"-'40. 1 

42 41.0"-'42.9 1.0220 40.1"-'42.0 1.0220 40.1"-'42.0 1.0185 40.2内-42.1

44 43.0"-'44.9 1. 0215 42. 1~44. 0 1. 0215 42.1"-'44.0 1.0180 42.2"-'44. 1 

46 45.0"-'46.9 1. 0215 44. 1"-'45.9 1. 0210 44. 1~45. 9 1. 0175 44. 2~46. I 

48 47.0"-'48.9 1.0210 46.0"-'47.9 1. 0205 46.0"'47.9 1.0170 46.2"-'48. I 

50 49.0"-'50. ヲ 1.0210 48.0"-'49.9 1.0205 48.0"-'49.9 1. 0165 48.2"-'50. I 

52 51.0"-'52.9 1. 0210 50.0"-'51. 8 1. 0200 50.0 ,,-,51.9 1.0160 50.2"-'52. I 

54 53.0 ，，-， 54. ヲ 1.0205 51.9"-'53.8 1. 0195 52.0",53.9 1.0160 52.2"-'54. 。

56 55.0"-'56.9 1.0205 53.9"-'55.8 1.0190 54. 0~55.8 1.0155 54.1"-'56.0 

58 57. 0~58. 9 1. 0205 55.9"-'57.7 1.0185 56. 0~57. 8 1.0155 56.1"-'58.0 

60 59.0 ，，-， 60. ヲ 1.0205 57.8'"'-'59.7 1. 0185 57.9"，59. 日 1.0150 58. 1"-'60.0 

62 61. 0 ,,-,62. 9 1.0180 日.9'"'-'61.8 1.0150 60. 1 "-'62.0 

64 63.0"-'64.9 1.0180 61.9"-'63.8 1.0150 62. 1 "-'64. 0 

66 65.0"-'66.9 1. 0175 63.9"'65.7 1. 0145 64. 1"-'65. 9 

68 67.0'"'-'68.9 1.0175 65.8"-'67.7 1. 0145 66.0"-'67. ヲ

70 69.0'"'-'70.9 1.0170 67.8"'69.7 1.0145 68.0"-'69.9 

72 71.0"-'72.9 1.0170 69. 8~7 1. 7 1.0145 70.0~71.9 

74 73.0"-'74. 9 1. 0170 71. 8~73. 7 1.0140 72.0"-'73.9 

76 75.0"-'76.9 1. 0170 73. 8~75. 6 1. 0140 74.0"-'75.8 

78 77.0"-'78.9 1. 0165 75.7"-'77.6 1.0140 75.9"-'77.8 

80 79. 0 ,,-,80. 9 1.0165 77.7"-'79.6 1.0140 77.9"-'79.8 

8~ 81. 0 ,,-,82. 9 1.0140 7ヲ. 9"-'81. 8 

�4 83.0 ,,-,84. 9 1.0140 81.9"-'83.7 

期間中央皮付直径により 2cm 直径階に分類されたカードの組ごとに，次の計算を行ない第 17 表に記載

する。

期間中央皮内直径の合計: 2DMib 

本数 :1 

期間中央皮付直径合計 : 2DM=k2DMib 

5 年間の皮肉半径成長量合計: 2 L5 *1 

期間中央皮付平均直径

連年直径成長率

: ﾐM=2DM/I 

: FM= ← ~2 L.2_ 
一 52DMib

ネ1 この調査では 5 年間と 10年間の皮内半径成長量を測定したが，成長率の計算は 5 年間のもののみ

を用いた
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第17表の 1 成長率式の計算に必要な計算諸要素 (スギ)

直合期央皮間付径計中 の5 皮径年成間内 期径央平間皮均付直中 成連年長直径率直皇央p 室J内" 本数 f(log 

長半合 量言| logDM log D flog fS152 径

J3吋ヨH 主6N 
--• ー

PM= 橳OOPMlf1ogDM 1000PM Dl∞Mo)P(lMog ) 

F皆 に単~ I f 
DM= 
2: DM 

22 L5 

D I~一一一一一
2L5 f 52 DMib 

ャーーーーーーー

①② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑩ ⑪ ⑫ 

6 138.25 24 1146.06 28.50 6.1 0.08246 ~. ~~~3 11 ・ 9162 18.8472 45.9888 
8 287.85 38 1302. 10 31.95 8.0 0.04440 0.9031 i 1.6474 34.3178 62.6012 
10 444. ヲ5 47 464.31 27.75 9.9 0.02495 0.9956 1. 3971 46.7932 65.6637 
12 366.45 32 380.74 17.45 11. 9 0.01905 1. 0755 1.2799 34.4160 40.9568 

14 499. 70 37 517.19 22.00 14.0 0.01751 1.146111.2458142.4057 

16 575.20 37 593.32 24.90 16.0 0.01732 1.204111.2385144.5517 45. 
18 714.40 41 735.83 26.20 17.9 0.01467 1. 2529 1 1.1664 1 51.3689 47. 
20 693.25 36 713.01 17.75 19.8 0.01024 1.2967 1 1. 0103 1 46.6812 36. 

22 703.10 33 722.08 22.90 21.9 0.01303 1. 3404 1 1. 114ヲ 44.2332 36. 

24 720.15 31 738.87 18.05 23.8 0.01003 1. 3766 1 1. 0013 1 42.6746 31. 
26 858.85 34 880.32 19.45 25.9 0.00906 1. 4133 1 0.9571 1 48.0522 32. 
28 682.15 25 698.86 16.05 28.0 0.00941 1. 4472 1 0.9736 1 36. 1800 24. 
30 669.40 23 685.47 14.20 29.6 0.00849 1. 4742 1 0.9289 1 33.9066 21. 
32 744.55 24 762.05 16.05 31. 8 0.00862 1. 5024 1 0.9355 1 36.0576 22. 
34 431.80 13 441.73 7.35 34.0 0.00681 1.5315 0.8331 19.9095 10.8303 
36 449.40 13 459.74 10.80 35.4 0.00961 1.5490 0.9827 20. 1370 12.7751 

38 628.05 17 642.18 12.35 37.8 0.00787 1.5775 0.8960 26.8175 15.2320 
40 349.30 9 356.98 6.90 3ヲ.7 0.00790 1.5988 0.8976 14.3892 8.0784 

42 452.45 11 462.40 11. 35 42.0 0.01003 1.6232 1.0013 17.8552 11.0143 
44 516.95 12 528.06 8.25 44.0 0.00638 1. 6435 0.8048 19.7220 9.6576 

46 361.75 8 369.53 7.25 46.2 0.00802 1.6646 0.9042 13.3168 7.2336 

48 281.65 6 287.56 6.35 47.9 0.00902 1. 6803 0.9552 10.0818 5.7312 

50 194.70 4 198.79 5.50 49.7 0.01130 1.6964 1. 0531 6.7856 4.2124 
52 202.50 4 206.75 4.50 51.7 0.00889 1. 7135 0.9489 6.8540 3.7956 

54 105.60 2 107.76 2.50 53.9 0.00947 1.7316 0.9764 3.4632 1. 9528 

56 
58 56.05 57.20 0.85 57.2 0.00607 1. 7574 0.7832 1. 7574 0.7832 

60 

62 
64 

p
十
l

且
一
吉
一
一
口

内46
 

R
U
 

ド云511651.14941958.ム60[802.7焔

第17表の 2 成長率式の計算に必要な計算諸要素 (ヒノキ)

期央直合皮間径計中内 知央直合如皮H 付径計中 の5 皮径年間成内 期央平径間度均付直中 連成年直径
直 本数 長率 log flog f(log [(log 

径
11 一品 長合半 計量 i 日1If=

logDM 1000PM flogﾐM 1000PM DM)2 ﾐM)(log 

階
‘も DM= 1000PM) 

c! Rv2w喜.凸Aε さ 2: L5 
22L5 

f 2:DM 
52 DMib 

lJ N f 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

61132. 501 24 h 43. 101 23. 1O! 6.01 o. 0仰4 0.7782 1.8435 

81141. 001 20 1149.741 17.801 7.51 0.05050 0.8751 1.7033 17.50201 34.0660 

101288.851 31 1303.871 25.201 9.81 0.03490 0.9912 1.5428 30. 7272i 47.8268 

121246.101 22 1257.42120.151 11.710.03275 1. 0682 1. 5152 23. 50041 33. 3344 

141372.801 28 1388.081 24.00, 13.91 0.02575 1. 1430 1. 4108 32.00401 39.5024 

161323.001 21 1335.271 18.701 16.01 0.02316 1. 2041 1. 3647 25.28611 28.6587 

181489.201 28 1506.571 33.601 18. 11 0.02747 1.2577 1. 4389 35.21561 40.2892 

201346.301 18 1357.731 14.301 19.91 0.01652 1.2989 1. 2180 23. 38021 21. 9240 
1.3385 1. 2497 20.07751 18.7456 
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第17表の 2 (つづき)

央期皮間中内 央持j皮fIiJ付中 5 年間 期間中 成連年直径|
直 直径本数直径の皮成内 央平皮均付直 長率

長半径
DIfCM(DlD)oPg (lMog ) 

径 合汁 合計
量径 PM= Ilog15M l~~~~ ~ • flofl15 flog f(DloMg )2 命 橳OOPM/1ogDM 1000PM 吋b

ANd E 
合計 15M= F告

。~言 2IL5 
f 

IL5 JE 
f 
DM 5IDM;b D N 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ¥!.!i ⑫ 

μ1370.451 16 381. 56 1.1319 

盟諸
26; 198. 901 8 204.57 4.701 25.61 0.00ヲ451 1. 4082 0.9754 11. 2656! 7. 
28216.751 8 222.71 5.751 27.81 0.010611 1.4440 1. 0257 11. 55201 8. 

引172.451 6 
177.02 4.051 29.51 0.009391 1.4698 0.9727 8.81881 5. 

321 92.851 3 95.22 2.251 31.71 0.00ヲ691 1. 5011 0.9863 4.50331 2. 
34234.801 7 240.67 6.801 34. 41 0.011581 1. 5366 1. 0637 10.75621 7. 
36: 

4・ 73581 3・∞卯|38!111.201 3 113.81 2.80. 37. 91 0.010071 1. 5786 1. 0030 
401 78.051 2 79.81 1. 951 39.91 0.009991 1.6010 0.9996 32020 19992| 461 44.901 1 45.84 o. 901 45. 81 o. 008021 1. 6609 0.9042 1. 66091 O. 9042 
641 63.50 l 64.64 0.50 64.6 0.00315 1.8102 0.4983 1. 8102 

0.85 72.51 0.004771 1. 8603 0.6785 1. 8603 0.6785 
1021 98.80 1 1100.38 1. 50 100. 41 0.006071 2.0017 0.7832 2.0017 
1101108.35 

1 1110.08 0.55 l ほ 11 0. ∞203j 2.0418 0.3075 2.0418 0.3075 
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Z1117表の 3 成長率式の計算に必要な計算諸要素 (広葉樹)

央期皮間中内 期央川皮付中 5 年間期間忠連年直径直直径木数直径の皮自央皮量成長率
径 口 口t ム口 」モ1 長半径量径平均 PM= IogDM log flogDM flog f(logz DlfoMc(l)oopοz M。) ~ ミNHi5d 

h ヰ τFl"ñ.._I .r M = I'~o-"， 11000PMIJ <V5~MI I000PMI ﾐM) 

階ミ f 日 μl ZDMD-J22L5 
D R I L51-j''' 耳石;b
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫ 

6 13ヲ~. ~~I ~~ 14~9. O~I ~~. ?~I ~.? 1 0.035581 0.7709 1 1. 5512 1 54.73391110.1352 
~ I~~~.~~I ~~ 1~~~.4?1 ~~.~~I ?8 1 0.0258010.892111.4116 1 56: 2�2i{88: 9308 
~~ I~~~' ~~I ~~ I~~~. ~~I ~~. ?~I 10. ~ 1 0.023361 1. 0043 1 1. 3685 1 28.12041 38: 3180 
12 1384. Cコ~~ I~O~. ~~I ~~. ~~I 1 ~. ~ 1 O. 02135/ 1. 0719 1 1. 3294 1 36. 44461 45: 1996 
~~ I~~~' ?~I ~~ I~~~. ~61 I? 5~1 13.9 1 0.016371 1. 1430 1 1. 2140 1 36.57601 :38: 8480 
~~ 1~~9. ~~I ~: 1~~8. ~~I ~~. ~~I 15.8 1 0.0160311.1987 1 1. 2049 1 20. :3779120: 4833 
18 1381.3コ~~ I~~~. ~?I I~. ~Ol 1?? 1 0.014161 1.2529 1 1.1511 1 27.56381 25::3242 
~~ I~~~'~~I I~ 1~?8.7~1 ?~~119.91 0.0111011.29891 1.04531 18.1!346114:6342 
~~ I~~~'~~I ~ I~~~.~~I 5.~~121.61 0.011651 1.33451 1.06631 12. ()]ﾕ51 -9:5967 
~~ II~~. ?~I ~ 1~8? 871 4. ?Ol 23.7 1 0.010181 1.3747 1 1. 0077 1 10.99761 8: 0616 
~~ 11~?~~1 5 11~~.6~1 ~.9~125.71 0.0092611.40991 0.96661 7:ﾓ4951 4:8330 
~~ I ， ~~'~~I 1 I.~~.~?I ~.~~12?51 0.0029911.43931 0.47571 1.4:39:31 ﾔ:47S7 
~~ I~ ~~. ~~I 4 I~~~. 781 ~. ~~I 30.7 1 0.008341 1.4871 1 0.9212 1 5: 94841 3: 6848 
~~ II~~'~~I 6 II~~.~~I ~.~~13 1. 71 0.0071911.501110.85671 9:ﾓﾕ661 5:14ﾔ2 
~~ 1 ~2. 3~1 ~ 1 ~~. ~91 ~. 7~1 33.0 1 0.008671 1. 5185 1 0.9380 1 �: 51851 0: 9380 
36 I 71. 451 2 1 72.911 0.651 36. 邑 0. 003641 1. 5623 1 0.5611 1 3. 12461 1. 1222 
~~ 1 38. 9~1 1 1 39. ~91 0.451 39.7 1 0.004621 1. 5988 1 0.6646 1 i: 59881 ﾔ: 6646 
~~ 1 ~~. ~~I ~ 1 ~~. ~~I ? 3~1 41. 9 1 0.002921 1. 6222 1 0.4654 1 i: 62221 ﾕ: 4654 
~~ I.~~.?~I 2 I.~?~~I 0.~5143.61 0.0021011.63951 0.32221 3:27901 ﾕ:6444 
~~ II~?~~I 4 II?~.?~I ~.00147.7 10.0042611.678510.62941 6:714� 2:Sﾎ76 
~~ 1 ~O. ~~I 1 1 ~~. ~~I ~. 4~1 50.8 1 0.003201 1. 7059 1 O. 5052 1 i: ;'ﾕ591 ﾕ: Sﾔ52 
52 ) 51.75) 1 ) 52.58) 0.45) 52.6 ) 0.00348) 1.7210 ) O. 己416 1 1. 72101 0.5416 
~~ 1. 5~. ~~I ~ 1. ~~. ~~I o. 6~1 55. 0 1 0.004431 1. 7404 1 O. 6464 1 i: ;, 4�41 ﾕ: 6464 
~O 1I ~~. ~~I 2 II~~. ?~I ~. ~~I 60.0 1 0.003891 1. 7782 1 0.5900 1 3: 55641 1: 1800 

~~ 1 6~. 6~1 1 1 ~~. 6~1 ~. 551 64.6 1 0.003461 1. 8102 1 0.5391 i i: 81�21 ﾔ: 5391 ~~ 1. ~? ~~I ~ 1. ~~. ~~I o. ~~I 68.4 1 0.002081 1. 8351 1 0.3181 1 1: 83511 ﾕ: 31sﾎ 
78 1153.851 2 1156001 1. 551 78. 0 1 0 ∞4031 1. 8921 1 O. 6053 1 37842|12106 
百十 | 1 334 1358.6657)424.95851407.59941434.5925 
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第 3 図 樹鮮別の胸高直径と直径成長率の関係

iii) 直径成長率式

直径成長率式として次式を採用した。

PM=aDMP 

PM: 連年直径成長率， DM: 期間中央皮付直径， a , ﾟ :回帰定数，回帰係数

材積式の場合と同様に，上式の両辺の対数をとり， 1 次式に変換し，各直径階の期間中央皮付平均直

径，連年直径成長率を用い，本数を加重として最小二乗法で a ， ß を求めた。

logPM=loga + ゚logDM 

計算を簡単にするため， PM は 1 ， 000 倍した値を用し、た。

直径成長率式の計算に必要な計算諸要素および計算過程を，第17表の後半および第18表に示す。

iv) 直径階別直径成長率表

第18表で、求めた直径成長率式を用いて，樹群別の直径成長率表を作製した。その計算過程と成長量表を

第19表の①~⑤に示す。第 3 図には，直径に対する直径成長率の関係が街群別に示してある.

v) 直径階別材積成長率表

iv) で求めた直径階.3IJ成長率 PD に ， 2) で求めた樹群ごとの材積式の回帰係数 b を乗じて，材積成長

率 PX を求めた。その結果を第19表の⑥に示す。
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第18表直径成長率式の計算

ス ギ じ ノ キ 広

① ~f 

桔I

① ~f =562 

② ~flogDM =72し 5751

( l'f!og( lOOOPM) =651.1494 

( logD M=(÷(= 1. 2839 

I⑤ log(1000PM) =③÷① 

=1.1586 

~f (iogDM)2 =958.8360 

-)②~+① =926.4602 

( 32.3758 

l'f(iogD M) (iog(lOOOPM)) 

=802.7968 

一)②×③÷① =836.0377

( -33.2409 

⑧回帰係数ß=⑦÷⑥=ー1.0267

⑥回帰定数 loga=⑤ー⑧×④

=2.4768 

⑩直径成長率式

log(1000PM) = (+( xlogD 

=2.4768 ーし 026710gD

業

① ~f =265 =334 

②~ flogDM =312.6040 

③~ flog(1000PM) =367.1311 

④ logDM =②÷①=し 1796

( !og(1000P_If) =③÷① 
= 1. 3854 

~ f(iogDM)2 =383.3604 

一)②2+① =368.7595

( 14.6009 

~ f (logÐM) (10g(1∞OPM)) 

② ~flogÐM =358.6657 

③ ~flog(1000PM) =424.9585 

( lOgDM=(÷(= 1. 0738 

⑤ !og( 1O∞PM) =③÷① 

= 1. 2723 

~f (iogÐM)2 ニ 407.5994

-)②2+① =385.152ヲ

( 22.4465 

~f (1ogﾐ M) (1og(1000PM)) 

=417.1959 =434.5925 

一)②×③÷① =433.08171 一)②×③÷① =456.3414

⑦ー15.88581 ⑦ 21.7489

⑧回帰係数ß=⑦÷⑥=ー1.08801 ⑧回帰係数ß=⑦÷⑥=一0.9689

⑨回帰定数 loga=⑤ ⑧×④ |⑨回帰定数 loga=⑤ー⑧×③

=2.6688 =2.3127 

⑩直径成長率式 ⑩直径成長率式

log(1000PM )=(+( x!ogD I 

=2.6688 -1. 0880 logD I 

log(1000PM) = (+( xlogD 

=2.3127ー 0.96891ogD

第19表の 1 直径階別直径成長率・材積成長率・材積成長量の計算過程 (スギ〕

直径階
logl∞OPD 直径成長率 材積成長率 材積成長量

logD l゚ogD =βllooggdD + 1000PD 

PD P%=bPD I%=Px'x 

D 
② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

6 0.7782 -0.7990 1.6778 47.6 0.0476 0.1236 0.001 
8 0.9031 -0.9272 1.5496 35.5 0.0355 0.0922 0.002 
10 1.0000 1.0267 1.4501 28.2 0.0282 0.0732 0.002 
12 1.0792 -1.1080 1.3688 23.4 0.0234 0.0607 0.003 
14 1.1461 -1.1767 1.3001 20.0 0.0200 0.0519 0.004 
16 1.2041 -1.2362 1.2406 17.4 0.0174 0.0452 0.005 
18 1.2553 -1.2888 1.1880 15.4 0.0154 0.0400 0.006 
20 1.3010 -1.3357 1.1411 13.8 0.0138 0.0358 0.007 
22 1. 3424 一 1.3782 1. 0986 12.5 0.0125 0.0325 0.008 
24 1.3802 -1. 4171 1. 0597 11. 5 0.0115 0.0299 0.010 
26 1. 4150 -1.4528 1. 0240 10.6 0.0106 0.0275 0.011 
28 1. 4472 -1.4858 0.9910 9.80 0.0098 0.0254 0.012 
30 1.4771 -1. 5165 0.9603 9.13 0.0913 0.0237 0.014 
32 1. 5052 1. 5454 0.9314 8.54 0.00854 0.0222 0.015 
34 1. 5315 -1. 5724 0.9044 8.02 0.00802 0.0208 0.017 
36 1. 5563 -1. 597ヲ 0.8789 7.57 0.00757 0.0197 0.018 
38 1. 5798 ーし 6220 0.8548 7.16 0.00716 0.0186 0.020 
40 1. 6021 -]. 6449 0.8319 6.79 O. ∞679 0.0176 0.022 
42 1.6232 -1. 6665 0.8103 6.46 0.00646 0.0168 0.023 
44 1. 6435 1. 6874 0.7894 6.16 0.00616 0.0160 0.025 
46 1. 6628 1.707'2 0.7696 5.88 0.00588 0.0153 0.027 
48 1. 6812 -1. 7261 0.7507 5.63 0.00563 0.0146 0.029 
50 1. 6990 0.7324 5.40 0.00540 0.0140 0.031 
52 1. 7160 1. 7618 0.7150 5.19 0.00519 0.0135 0.033 
54 1. 7324 0.6981 4.99 0.00499 0.0130 0.035 
56 1. 7482 0.6819 4.81 0.00481 0.0125 0.037 
58 1. 7634 -1. 8105 0.6663 4.64 0.00464 0.0120 0.039 
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第19~更の 2 直径階月 IJ直径成長率・材積成長率・材積成長量の計算過程 (ヒノキ)

直径階
Ilog1000PO 直径成長率 材積成長率|材積成長量

logD l゚ogD =loga+ 1000Po 
l゚ogD Po Px=bPo ん =Px.X

1J 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

6 0.7782 -0.8467 1.8221 66.4 0.0664 0.1711 0.001 
B 0.9031 -0.9826 ]. 6862 48.6 0.0486 0.1252 0.003 
10 1.0000 -1.0880 ]. 5808 38.1 0.0381 0.0982 0.003 
12 ]. 0792 1.1742 ]. 4946 31.2 0.0312 0.0804 0.004 
14 ]. 1461 -1.2470 1.4218 26.4 0.0264 0.0680 0.005 
16 ]. 2041 -1.3101 ]. 3587 22.8 0.0228 0.0588 0.006 
18 1.2553 -1.3658 1.3030 20.1 0.0201 0.0518 0.007 
20 1.3010 ]. 4155 ]. 2533 17.9 0.0179 0.0461 0.008 

22 ]. 3424 -1.4605 1.2083 16.2 0.0162 0.0418 0.010 
24 1.3802 -]. 5017 1.1671 14.7 0.0147 0.0379 0.011 
26 1.4150 -]. 5395 1.1293 13.5 0.0135 0.0348 0.013 
28 1.4472 -]. 5746 ]， 0ヲ42 12.4 0.0124 0.0320 0.014 
30 1.4771 -]. 6071 ]. 0617 11.5 0.0115 0.0296 0.015 
32 1.5052 -1.6377 1.0311 10.7 0.0107 0.0276 0.017 
34 ]. 5315 -]. 6663 ]. 0025 10.05 0.0105 0.0271 0.020 
36 ]. 5563 -1.6933 0.9755 ヲ.45 0.00945 0.0244 0.020 
38 ]. 5798 1.7188 0.9500 8. ヲ l 0.00391 0.0230 0.022 
40 1.6021 1.7431 0.9257 8.43 0.00843 0.0217 0.024 

42 ]. 6232 ]. 7660 0.9028 7.99 0.00799 0.0206 0.026-
44 ]. 6435 -1.7881 0.8807 7.60 0.00760 0.0196 0.027 
46 1.6628 ]. 8091 0.8597 7.24 0.00724 0.0187 0.029 
48 1.6812 -]. 8291 0.8397 6.91 0.00691 0.0178 0.031 
50 ]. 6990 -]. 8485 0.8203 6.61 0.00661 0.0170 0.033 
52 1.7160 -]. 8670 0.8018 6.34 0.00634 0.0163 0.035 
54 1.7324 -1.8849 0.7839 6.08 0.00608 0.0157 0.037 
56 1.7482 -]. 9020 0.7668 5.85 0.00585 0.0151 0.039 
58 ]. 7634 ーし 9186 0.7502 5.63 0.00563 0.0145 0.041 
60 1.7782 -]. 9347 0.7341 5.42 0.00542 0.0140 0.044 

62 ]， 7ヲ24 ーし 9501 0.7187 5.23 0.00523 0.0135 0.046 
64 ]. 8062 -]. 9651 0.7037 5.06 0.00506 0.0130 0.048 
66 ]. 8195 -]. 9796 0.6892 4.89 0.00489 0.0126 0.050 
68 ]. 8325 -]. 992.8 0.6750 4.73 0.00473 0.0122 0.052 
70 1.8451 -2.0074 0.6614 4.59 0.00459 0.0118 0.055 
72 1.8573 -2.0207 0.6481 4.45 0.00445 0.0115 0.057 
74 1.86ヲ2 -2.0337 6.6351 4.32 0.00432 0.0111 0.05ヲ

102 2.0086 -2.1854 0.4834 3.04 0.00304 0.0078 0.095 
110 2.0414 -2.2210 0.4478 2.80 0.00280 0.0072 0.107 

第19表の 3 直径階日IJ直径成長率・材積成長率・材積成長量のす|一算過程 (広葉樹)

直径階
log1000Po 直径成長率 材積成長率 材積成長量

log D l゚ogD =loga+ l∞OPo 
l゚ogD Po P.,=bPo Ix=Px." 

U 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

6 0.7782 -0.7540 1. 5587 36.2 0.0362 0.0890 0.0008 
B 0.9031 -0.8750 ]. 4377 27.4 0.0274 0.0673 0.001 
10 1. OOOC -0.9689 ]. 3438 22.1 0.0221 0.0543 0.002 
12 ]. 0792 ーー]. 0456 ]. 2671 18.5 0.0185 0.0455 0.002 
14 ]. 1461 -]. 1105 ]. 2022 15.9 0.0159 0.0391 0.003 
16 ]. 2041 -], 1667 1.1460 14.0 0.0140 0.0344 o. ∞3 
18 ]. 2553 -]. 2163 ]. 0964 12.5 0.0125 0.0307 0.004 
20 し 3010 -]. 2605 ]. 0522 1], 3 0.0113 0.0278 0.005 

22 ]. 3424 -]. 3007 1.0120 10.3 0.0103 0.0253 0.005 
24 ]. 3802 -1.3373 0.9754 9.45 0.00945 0.0232 0.006 
26 ]. 4150 1.3710 0.9417 8.74 0.00874 0.0215 0.007 
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直径階
log D 

D 
① 

l゚ogD 

② 

log1∞OPv 
=loga+ 
+゚ logD 

③ 

直径成長率|材積成長率|材積成長量
1 000 Pv I I I 

Pv I P%=bPv I I:、 =Px.X

④ ⑤ ⑥ ⑦ 

8
0
2
4
6
8
0
 

内4
q
u
q
u
q
u
q
u
q
U
4
・

1. 4472 
1.4771 
1.5052 
1.5315 
1. 5563 
1. 5798 
1. 6021 

-1.4022 
ーし 4312

-1.4584 
1. 4839 

-1.5079 
-1. 5307 
-1. 5523 

-1. 5727 
-1.5924 

1.6111 
ーし 6289

-1. 6462 
-1. 6626 
ーし 6785

一 1.6938ι
ー 1.7086 I 
-1. 7229 

1.7367 
-1. 7500 
ーし 7629

-1. 7755 
ーし 7877

1. 7995 
-1. 8111 

1. 8223 
ーし 8333

-1.8439 

0.9105 
0.8815 
0.8543 
0.8288 
0.8048 
0.7820 
0.7604 

0.7400 
0.7203 
0.7016 
0.6838 
0.6665 
0.6501 
0.6342 
0.6189 
0.6041 
0.5898 

0.5760 
0.5627 
0.5498 
0.5372 

i 0.mo 
0.5132 
0.5016 
0.4904 
0.4795 
0.4688 

8.14 
7.61 
7.15 
6.74 
6.38 
6.05 
5.76 

5.50 
5.25 
5.03 
4.83 
4.64 
4.47 
4.31 
4.16 
4.02 
3.89 

3.77 
3.65 
3.55 
3.45 
3.35 
3.26 
3.17 
3.0ヲ
3.02 
2.94 

0.00814 
0.00761 
0.00715 
0.00674 
0.00638 
0.00605 
0.00576 

0.00550 
0.00525 
0.00503 
O.α】483

0.00464 
0.00447 
0.00431 
0.00416 
0.00402 
0.00389 

0.00377 
0.00365 
0.00355 
0.00345 
0.00335 I 
0.00326 
0.00317 I 
0.00309 I 
0.00302 , I 
0.002ヲ4 I 

0.0200 I 
0.0187 
0.0176 
0.0166 
0.0157 
0.0149 
0.0142 

0.0135 
0.0129 
0.0124 
0.0119 
0.0114 
0.0110 
0.0106 
0.0102 
0.0099 
0.0096 

0.00ヲ3
0.00ヲ0

0.0087 
0.0085 
0.0082 
0.0080 
0.0078 
0.0076 
0.0074 
0.0072 

0.008 
0.008 
0.009 
0.010 
0.011 
0.012 
0.013 

0.014 
0.015 
0.016 
0.017 
0.018 
0.019 
0.020 
0.021 
0.022 
0.024 

0.025 
0.026 
0.027 
0.029 
0.030 
0.031 
0.032 
0.034 
0.035 
0.036 

2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
 

4
4
A
せ
A
せ
必
せ
に
υ
民
υ
民
U
R
U
R
U
A
U

1. 6232 
1.6435 
1. 6628 
1. 6812 
1.6990 
1. 7160 
1.7324 
1. 7482 
1. 7634 
1.7782 

注:直径成長率式は期間中央における直径 (D M) に対する成長率を用いて算定されているが，短期間
(2.5年)では成長率は変わらないであろうから，成長率の算定は，この式の DM の代わりに，現
在直径Dを用し、て，それに対応する直径成長率を求めた。

2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
 

4
υ
ぷ
u
'
O
ぷ
U
勾
J
7

・

7
・
巧
J

円
J
a
u

1.7924 
1. 8062 
1.8195 
1. 8325 
1.8451 
1. 8573 
1. 8692 
1.8808 
1.8921 
1. 9031 

4) 樹群ごと直径附別材積表と材積成長率表のとりまとめ

i ) 樹群ごと直径l惜別材積式と直径成長率式

2) の i )および 3) の iii) で求めた結果をとりまとめて，第20表に示す=

第20表 樹群ごと直径階別材積式と直径成長率式

直径附別直径成長率式結J 十l且 径 F符 男 IJ 材積式

ス ギ|…)=ー9+2.59ω
ヒ ノ キ log(1000x) = ー1. 0909+2. 577410gD 

広葉 樹 I log(1∞同= -0. 9769+2. 4山0

log(1∞OPv) =2. 4768-1. 026710gD 

log(1000Pv) =2.6688 ー1. 08801ogD

log(1000Pv) =2.3127 ー0.96891ogD

ii ) 樹群ごと直径階別材積表と材積成長率表

2) の ii) および 3) の v) で求めた結果をとりまとめて第21表に示す。

5) フ。ロットごと樹群ごとの直径階別材積および成長量一覧表の作製

70ロットごとに測定された林木の樹群ごと直径階別材積を求め，この材積に第21表の対応する直径階別

材積成長率を乗じて，成長量を求めた。すなわち，各直径階ごとの材積を X ， 成長量を y ， 第21表から読

みとったその直径階の材積成長率を Px とすれば，成長量 y は y=x'P" で表わされる。
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第21表樹群ごと材積および成長量・成長率表

羽一
ヒノキ 広葉樹

材積|成長量|成長率 材積|成長量|成長率 材積|成長量|成長率

6 0.009 0.001 0.1236 0.008 0.001 0.1711 0.009 0.0008 0.0890 
B 0.02 0.002 0.0922 0.02 0.003 O. 1252 0.02 0.001 0.0673 
10 0.03 0.002 0.0732 0.03 0.003 0.0982 0.03 0.002 0.0543 
12 0.05 0.003 0.0607 0.05 0.004 0.0804 0.05 0.002 0.0455 
14 0.08 0.004 0.0519 0.07 0.005 0.0680 0.07 0.003 0.0391 

16 0.11 0.005 0.0452 O. iO 0.006 0.0588 0.10 0.003 0.0344 

18 0.15 0.006 0.0400 0.14 0.007 0.0518 0.13 0.004 0.0307 

20 0.20 0.007 0.0358 0.18 0.008 0.0461 0.17 0.005 0.0278 

22 0.26 0.008 0.0325 0.23 0.010 0.0418 0.21 0.005 0.0253 

24 0.33 0.010 0.0299 0.29 0.011 0.037ヲ 0.26 0.006 0.0232 

26 0.40 0.011 0.0275 0.36 0.013 0.0348 0.32 0.007 0.0215 

28 0.49 0.012 0.0254 0.44 0.014 0.0320 0.38 0.008 0.0200 

30 0.58 0.014 0.0237 0.52 0.015 0.0296 0.45 0.008 0.0187 

32 0.69 0.015 0.0222 0.62 0.017 0.0276 0.53 0.009 0.0176 

34 0.80 0.017 0.0208 0.72 0.020 0.0271 0.61 0.010 0.0166 

36 0.93 0.018 0.0197 0.83 0.020 0.0244 0.70 0.011 0.0157 

38 1. 07 0.020 0.0186 0.96 0.022 0.0230 0.80 0.012 0.0149 

40 1. 23 0.022 0.0176 1.09 0.024 0.0217 0.91 0.013 0.0142 

42 1.30 0.023 0.0168 1.24 0.026 0.0206 1. 03 0.014 0.0135 
44 1.57 0.025 0.0160 1.40 0.027 0.0196 1. 15 0.015 0.0129 

46 1.76 0.027 0.0153 1.57 0.029 0.0187 1.29 0.016 0.0124 

48 1.96 0.029 0.0146 1.75 0.031 0.0178 1.42 0.017 0.0119 

50 2.18 0.031 0.0140 1.94 0.033 0.0170 1. 58 0.018 0.0114 

52 2.42 0.033 0.0135 2.15 0.035 0.0163 1. 74 0.019 0.0110 

54 2.67 0.035 0.0130 2.37 0.037 0.0157 1.91 0.020 0.0106 
56 2.93 0.037 0.0125 2.60 0.039 0.0151 2.09 0.021 0.0102 
58 3.21 0.039 0.0120 2.85 0.041 0.0145 2.27 0.022 0.0099 
る0 3.51 3.11 0.044 0.0140 2.47 

62 3.82 3.38 0.046 0.0135 2.68 0.025 i 0.0093 
64 4.15 3.67 0.048 0.0130 2.90 0.026 0.0090 
品6 4.4ヲ 3.97 0.050 0.0126 3.12 0.027 0.0087 
68 4.86 4.29 0.052 0.0122 3.36 0.029 0.0085 
70 5.24 4.62 0.055 0.0118 3.61 0.030 0.0082 
72 5.63 4.97 0.057 0.0115 3.87 0.031 0.0080 
74 6.05 5.33 4.14 0.032 0.0078 
76 5.71 4.42 0.034 0.0076 
78 6.11 4.71 0.035 0.0074 
80 6.52 5.01 0.036 0.0072 

82 6.95 5.32 
84 7.39 5.65 
86 7.85 5.98 
88 8.33 6.33 
ヲ0 8.83 6.69 
92 9.35 7.06 
94 9.88 7.44 
96 10.43 7.84 
98 11.00 
100 11. 59 

102 12.19 0.095 0.0078 
104 12.81 
106 13.46 
108 14.13 
110 14.81 0.107 0.0072 

フ。ロットごとに作製される直径階別材積および成長量一覧表の例を第22表に示す。

6) 層化単純抽出法による推定

i ) 階層別標本材積成長量合計，分散等の推定
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第22表 プロットごと樹群ごと材積・材積成長量一覧表 階層 V プロット番号 31

直 車十 葉 樟f 直
広葉樹

在主 ギ j ヒノキ j その他針 径

階 本数1 材積 xl 成長最本数l 材積 xl 成長量本数|材積 xl成長量y 階 本数|材積 xl 成長量 3
6 6 8 0.084 0.0075 
B l 0.025 0.0023 8 13 0.273 0.0184 
10 l 0.038 0.0027 3 0.106 0.0140 10 6 0.214 0.0116 

12 6 0.346 0.0278 12 7 0.360 0.0164 
14 2 i 0.219 0.0114 4 0.322 0.0219 14 8 0.560 0.0219 
16 l 0.125 0.0057 7 0.752 0.0442 16 2 0.194 0.0066 
18 14 2.080 o. 1077 
20 0.220 0.0079 3 0.596 0.0275 

22 6 1.318 0.0551 
24 3 0.901 0.0341 
26 2 0.747 0.0260 
28 0.391 0.0125 
30 0.440 0.0130 

計 1 61ω31 …示。 1-~.00 Iα380 I I I I 計 1441 1.69 I 0 叩2
注: プロットごと樹群ごとの材積の計算には，直径・樹高階別本数表を直接用いる代わりに木表を

用いるほうが便利である。

5) で述べた一覧表から求めたプロットごと樹群ごとの材積成長量を，第23表のように階層別にまとめ，

これを用いて階層別標本材積成長量合計，分散等を計算した。

第23表の l プロットごと成長量総括表 I 層

フ.ロット 金十 葉 桔t

番 7国7 キ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス ノ 計

0.090 0.090 0.090 
2 0.085 0.085 0.048 0.133 
3 0.223 0.223 0.223 
4 0.030 0.030 0.030 
5 0.158 0.158 0.158 
6 0.047 0.047 0.047 
7 0.046 0.046 0.046 
日 0.049 0.014 0.063 0.176 0.239 
9 0.009 0.102 0.111 0.003 0.114 
10 0.007 0.007 0.007 
11 0.063 0.063 0.063 
12 0.015 0.002 0.017 0.017 0.034 
13 0.002 0.118 0.120 0.120 

4
 

q
u
 

勾J• 円
Ul

 

ι
ー 山2 I O. 104 I 1. 060 

目|記号

0.244 I 1.304 

項

害IJ 当 {国 数 ni nr 13 (b) 

標本成長量合計 21YIj 1.304 (e) 

平 均 成間長分散量 Yi O. 100 ((hg ]) プロット Syr2 0.005383 
各成層プロットあたり平均

s�r2 0.000414 ( i ) 

標変 長準動量 の係偏分 散差数 cSyi r 0.073 
% 73.0 

2
i
川
T

Y
1

一
円
・

2
.
m一S町

Z
一

和
項
和

乗
正
方

二
補
平

算十
t

-
言
日

の散分 0.195398 I 
0.130001(ー|
0.064597 I 



- 44 ー 林業試験場研究報告第 169 号

第23表の 2 プロットごと成長量総括表 E 用

フ.ロット 主十 葉 枯t

番 Yロ7 キ|その他針|針
広葉樹 フ.ロット計

ス ノ 吉十

0.119 0.119 0.002 0.121 
2 0.067 0.224 0.291 0.291 
3 0.167 0.119 0.286 0.079 0.365 
4 0.093 0.093 0.093 
5 0.123 0.013 0.136 0.136 
6 0.139 0.255 0.394 0.3ヲ4
7 0.043 0.043 0.126 0.169 
8 0.079 0.343 0.422 0.422 
9 0.307 0.307 0.307 
10 0.316 0.316 0.316 
11 0.001 0.046 0.047 0.045 0.092 
12 0.110 0.110 0.110 
13 0.326 0.009 0.335 0.335 
14 0.043 0.269 0.312 0.312 
15 0.083 0.083 
16 0.109 0.109 0.012 0.121 
17 0.150 0.037 0.187 0.003 0.190 
18 0.044 0.044 0.133 0.177 
19 0.201 0.201 0.201 

R
U
 

口
フ4

 

• 1
 

1
 

=
=
日

当 11,\1 数 ni nII 19 (b) 

標本成長量合計 ~.YIIj 4.235 (e) 

平ヅ均成長散量
j=l 

((hg) ) !rr 2 
0.223 

ロ ッ トあ間た 分 SYII 0.012845 

伊プログト り平散霊均 s�rr2 O. ∞0676 ( i ) 
長準量の分

モUrEE 
0.113 標変 動 係偏 % 50.7 

l.941 0・ 316 I 3.7回

目|記号

O. 463 1 4. 235 

項

分散の計算二乗和 I ~YIIP I 1.175171 I 
補正項 I ( ~YlIj)2/n[I I 0.943959( ー|
平方和 SYrr2 1一一 0.2312121 

第23表の 3 7'ロットごと成長量総括表 E層

フ.ロット 針 葉 結J

番 ぢロ キ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス / 

0.382 0.382 0.382 
2 0.140 0.018 0.158 0.029 0.187 
3 0.072 0.371 0.443 0.443 
4 0.015 0.241 0.256 0.256 
5 0.164 0.164 0.132 0.296 
6 0.208 0.026 0.234 0.234 
7 0.013 0.491 0.504 0.504 
B 0.071 0.056 0.127 0.127 
9 0.30ヲ 0.004 0.313 0.027 0.340 
10 0.330 0.012 0.342 0.342 
11 0.347 0.347 0.006 0.353 

l
 

k
u
 

円U
-
q
L
 

I
下一三

日
1. 201 0.018 3.270 0.194 3.464 
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当 i困 数 nj nm II (b) 

標本成長量合計 rIYEIj 3.464 (e) 

平プ 均 成 長 散均量 Yill 0.315 
ロット 分 Syill2 0.012152 各成層プロットあ間たり平

S�ill2 0.001105 ( i ) 

標変 長準動量 の係偏分 散差数 cSyiπf r 宇~ ! 
0.110 

34.9 
ー__...._ I 

1.212368 I 
1. 090845 ( -1 
o. 121523 I 

号

2 Yillj2 
(2 Yillj) 2/1担皿
一一吉予面T一

~2. 目l買

分散の計一

IV層

フ.ロット 針 業 樹

番 τロ王 キ|その他針 1 針
プロット計

ス ノ

0.158 0.158 0.018 0.176 
2 0.003 0.003 0.052 0.055 
3 0.006 0.031 0.037 0.020 0.057 
4 0.019 0.640 0.659 0.019 0.678 
5 0.136 0.136 0.058 0.194 
6 0.026 0.017 0.043 0.165 0.208 
7 0.114 0.114 0.114 
8 0.155 0.155 0.049 0.204 
9 0.288 0.288 0.015 0.303 
10 0.534 0.534 0.017 0.551 
11 0.320 0.320 0.073 0.393 
12 0.057 0.057 0.061 0.118 
13 0.378 0.378 0.001 0.379 
14 0.074 0.012 0.086 0.003 0.089 
15 0.108 0.108 0.031 0.139 
16 0.238 0.238 0.008 0.246 

プロットごと成長量総括表第23表の 4

3.904 0.590 

当 {困 数 町叫可1 16 

標本成長量合計 2 YNj 3.904 ( e ) 

成長 1量i~ 
;=1 

((hg) ) 平フ ロ均ッ YN 0.244 
ト間分 SYN2 0.031560 

成各層プロットあたり平散差均 s�N2 0.001973 
長準量の分

S_.nv 0.178 照変 動 係偏 数 Civ % 73.0 

3.314 

ロ

7" 

0.051 

言己

1. 882 

白I頁

1.381 言十

1. 450528 I 
0.977132( ー|
0.473396 I 

2yNj2 i 
(2YNj)2/珂N

SYN2 

和
項
和

一
来
正
方

一
補
平

分散の計算

V層

フロット

番号 ペー広

フマロットごと成長量総括表

桂f

第23表の 5

針

0.334 
0.290 
0.317 
0.357 
0.212 

来

0.038 
0.001 
0.042 
0.043 

計

0.296 
0.289 
0.275 
0.314 
0.212 

針その他針キ/ 

0.266 

ヒギ

0.030 
0.289 
0.275 
0.314 
0.212 

ス

1
2
3
4
5
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1| ス ギ |f ノキ?その他;|針 計|広葉樹|…十
6 0.396 0.396 0.018 0.414 
7 0.247 0.247 0.002 0.249 
8 0.259 0.259 0.023 0.282 
9 0.428 0.428 0.026 0.454 
10 0.410 0.410 0.023 0.433 

11 0.217 0.004 0.221 0.040 0.261 
12 0.288 0.288 0.008 0.296 
13 O. 188 0.188 0.006 0.194 
14 0.348 0.348 0.007 0.355 
15 0.375 0.375 0.026 0.401 
16 0.267 0.015 0.282 0.066 0.348 
17 0.428 0.428 0.025 0.453 
18 0.377 0.377 0.086 0.463 
19 0.634 0.634 0.002 0.636 
20 0.108 0.001 0.109 0.069 0.178 

21 0.699 0.69ヲ 0.008 0.707 
22 0.303 0.303 0.035 0.338 
23 0.373 0.373 0.022 0.395 
24 0.733 0.733 0.733 
25 0.006 0.006 0.165 0.171 
26 0.324 0.324 0.015 0.339 
27 0.435 0.435 0.002 0.437 
28 0.276 0.276 0.115 0.391 
29 0.919 0.919 0.003 0.922 
30 0.500 0.500 0.007 0.507 

31 0.030 0.380 0.410 0.082 0.492 
32 0.331 0.331 0.067 0.398 
33 0.412 0.412 0.023 0.435 
34 0.092 0.077 0.169 0.067 0.236 
35 0.148 0.148 0.061 0.209 

言ト 7.688 4.715 I 0.011 12.414 1.223 13.637 

項 目 了7 号
害IJ 当 {回 数 nv 35 (b) 

"1 

標本成長量合計 .2 YVj 13.637 (e) 
j耳1

平 均 成 長 量 �v 0.390 (g) 

プ戸ット間分散 Syv2 0.026776 (h) 

各成層プロットあたり平散均 Syl 0.000765 ( i ) 
長量の分

fヌERE 準 偏 差 Syv 0.164 (k) 

変 動 係 数 Cv % 42.1 ( 1 ) 

分散の計算二乗和 .2 YV j2 6.223747 

補正項 (.2 YV j)2lnv 5. 313377(ー

平方和 SYV2 O. ヲ 10370
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第 23 表の 6 フ。ロットごと成長量総括表 VI 層

主十 葉 桔f
フ.戸ット番号

| ヒノキ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス ギ 計

0.309 0.309 0.015 0.324 

2 0.492 0.492 0.013 0.505 

3 0.306 0.306 0.006 0.312 

4 0.218 0.218 0.028 0.246 

5 0.069 0.127 0.196 0.004 0.200 

6 0.231 0.231 0.091 0.322 

7 0.150 0.150 0.031 0.181 

8 0.313 0.313 0.039 0.352 

9 0.266 0.266 0.019 0.285 

10 0.222 0.222 0.043 0.265 

11 0.345 0.345 0.013 0.358 

12 0.237 0.237 0.018 0.255 

13 0.331 0.331 0.012 0.343 

14 0.072 0.097 0.169 0.040 0.209 

15 0.102 0.102 0.222 0.324 

16 0.342 0.003 0.345 0.044 0.389 

17 0.097 0.097 0.040 0.137 

18 0.254 0.039 0.293 0.005 0.298 

19 0.323 0.323 0.014 0.337 

20 0.160 0.160 0.052 0.212 

21 0.193 0.193 0.193 0.386 

22 0.528 0.528 0.059 0.587 

23 0.288 0.288 0.025 0.313 

24 0.531 0.531 0.011 0.542 

25 0.476 0.476 0.007 0.483 

26 0.273 0.273 0.006 0.279 

27 0.304 0.304 0.006 0.310 

28 0.365 0.365 0.054 0.419 

29 0.278 0.278 0.003 0.281 

言十 7.882 qu 
n
y
 

n,L 

-
nu 

〆
。ro 1

 

• nu 
8.341 1. 113 9.454 

記
ロ
1玉 手順 言己

口

7 手順

nvr 2ヲ (b) Sy羽 0.105 (k) 

"i 
2:. Yvri 9.454 (e) Cvr % 32.2 (1) 
j=l 

ア羽 0.326 (g) 2: y羽32 3.393612 

SYV12 0.011129 (h) (2: Yvr;)2/nvr 3.082∞4( 

sym2 0.000384 (i) Sy羽2 0.311608 

i主:この層より項目のらんを雀略した。

ii) 全成長量の推定

全成長量を推定するための計算過程は第 24 表に示してあるが，その結果は
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7, 141. 6j:612. 1 mS 

で百分率誤差は 8.6% であった。

、
‘
，Jl

 

〆
，
‘
、

(2) 

第 24 表 全成長量の推定(層化単純拙/l'，法)

(3) I (工アー「マτァー「マzγ (7 ) (8) 

LR 
層面積 割当個数 調査面積 拡大常数 標合本計成長量 層成長量 平均成長量

(a) (b) (c) ( d) e) 
(f) ( g) 

A; ni α: Ei 1:yU Yi Yi 

192.88 ha 0.52 ha 370.92 1.304 483.680 0.100 

E 212.49 19 0.76 279.59 4.235 1, 184.064 0.223 

E 96.64 11 0.44 219.64 3.464 760.833 0.315 

W 129.11 16 0.64 201.73 3.904 787.554 0.244 

V 246.84 35 1.40 176.31 13.637 2, 404.339 0.390 

VI 186.64 29 1. 16 160.90 9.454 1, 521.149 0.326 

円
UJ

0
 

• 4
占6

 

ハ
U, l

 

上
下

一
空μ 123 。

フ1
 

6
 

• 1
 

4
 

l
 

, 勺J

1引各成散層S(F長プhta) 量ロ ヲ
各層フ.ロット

合層面積の割 乗(I (ll )uly のt)“ 2 二 金話(IWC平)ιZ完分XS散成(91tz長2の) 

プロットの 変動係数
ト問 主た君置の(sり，z分平!)Z 均散成 標準(偏k)差分 ( j ) 

(1 ) 

W; SYi C; % 

0.005384 0.000414 0.1812 0.0328 0.0000136 0.073 73.0 

E 0.012845 0.000676 0.1996 0.0398 0.0000269 0.113 50.7 

E 0.012152 0.001105 0.0908 O.α)82 0.0000091 0.110 34.9 

IV 0.031560 0.001973 0.1213 0.0147 0.0000290 0.178 73.0 

V 0.026776 0.000765 0.2319 0.0538 0.0000412 0.164 42.1 

VI i 0.011129 . 0.000384 山52|ω307 0.0000118 0.105 32.2 

(9) (10) 、
‘
，
ノ

ー

l
 

，
，
‘
、

(12) {元7 (14) I (15) 

自
+
l

-
-
一
=
ロ

円
U∞

 
|0.00013~1 

全平均成長量の分散 5ÿ2= 1:Wi25yi2=0. 0001316 

プロットあたり平均成長量 ÿ =0.2四

標準誤差 5y=0.0115

プロットあたり成長長と信頼度 95% の信頼区間: O. 268j:2xO. 0115=0. 268 j: O. 023 m3 

(0. 245"-'0. 291) 

全成長量と

百分率誤差: 8.6% 

7) 層化副次抽出法による推定

5) で述べた一覧表から求めた，フ.ロヲトごと樹群ごとの材積成長量およびF持層別標本材積成長量合計，

分散等を，第 25 表に示す。

" : 7 , 141. 6j:612. 1 m3 (6, 529.5"-'7, 753.7) 



プロット
番号

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

言十
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川
一
|
一
ー
ベ
!
?
出

J
J
1
1一

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

-49 

OM1:::31|:::::|l::。ご

;2;|00431 1:;;刊誌「1J2

::z:li|::z:[|:l 

:::;:|||:::;;||::;: 

;:;:;|ωBI I~:;:!|:158 

出 |I I ロ;||:

::;;|||:::;;l|:: ご

;:;;;|:::;;|0005|;:た |0176|;:t:

ワ
5
4

n
y
 

l
 --

M3 Iω5 I 1. 465 I 0 1. 692 

記号 子順

nI 

町
Z
戸

2

2

 

I

I

 

H
1晶

V
J
R
V
'

『
山
町
v
d
o
d
o
d

B 

1.692 
0.106 
0.003343 
0.000418 

0.058 ( k) 

( 1 ) (e) 

II-~竺
llZYIj2 

[1 j 2:YI幽
Sy,2 

0.357858( 
0.093604 

54.7 
( g) 

( h) 

( i ) 

0.451462 
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第 25 表の 2 プロットごと成長量総括表 E 層

フeロット 副次プロット 童十 葉 結I

番 ヲロ7 番 方仁目

ギ|ヒノキ i その酬|針
広葉樹 フ.ロット計

ス

0.121 

l 2 0.004 0.004 0.201 0.205 

0.326 

0.291 

2 2 0.106 0.069 0.175 0.177 

計ー 0.468 

0.365 

3 2 0.167 0.182 0.349 0.038 0.387 

0.752 

0.093 

4 2 0.143 0.143 0.143 

t十 0.236 

0.136 

5 2 0.201 0.201 0.203 

0.339 

0.394 

6 2 0.193 0.193 0.247 

0.641 

0.169 

7 2 0.082 0.082 

言 l' 0.251 

|om| 0.422 

8 2 0.013 O. 142 , 0.155 0.157 

昔| 0.579 

0.307 

9 2 0.241 0.241 0.241 

育1- 0.548 

0.316 

10 2 0.254 0.254 

計 0.570 

0.092 

II 2 0.234 0.234 0.234 

昔十 0.326 

言十 I 1 … I 2.240 I 0 一一 | 副 0.633 I 弘036 
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言己 τロ� 手 I11員 言己 T 'EJ ' !願

nrr II ( b) SYrr 0.086 ( k) 
n; 

ーやrrj 5.036 (e ) Crr % 37.6 ( 1 ) 

Yrr 0.229 (g) 2:Yrrl 2.602024 

Syrr2 0.007411 ( h) (2: Yrrj)2j開E 2.305572( 

s�rr2 0.000674 ( i ) SYrr2 0.296452 

第 25 表の 3 プロットごと成長量総括表 E 層

フ@ロット 高Ij次フ。ロット 主十 葉 結j
広葉樹 フ。ロット計

番 7ロ7 番 1ロ7 
ス ギ|ヒノキ|その他針|針 言十

1 0 , 382 

2 0.393 0.414 0 , 414 

言十 0.796 

0.187 

2 2 0.293 0.293 0.037 0.330 

計 0.517 

l 0.443 

3 2 0.138 0.399 0.537 0.537 

言十 0.980 

0.256 

4 2 0.060 0.235 0.295 0.300 

計 0.556 

l 0.296 

5 2 0.090 0.127 0.078 0.205 

計 0.501 

0.225 

6 2 0.346 0.346 0.346 

計 I 0.571 I 0.571 

I 2.292 I 1. 330 I 0.018 I 3.640 I 0.281 I 

当rtc巳 7口7 手 !願 rlc 7口7 手 I1頂

nm 6 (b) SYm 0.096 ( k) 

2 3.921 (e) Cm % 29.4 ( 1 ) 
J=A ayIEi 

一一一一一

Ym 0.327 ( g) 2:Ym/ 2.747483 

Sym2 0.009255 (h) (2:Ymj)2jnm 2. 562374( ー

s�m2 0.001543 ( i ) SYm2 O. 185109 
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第 25 表の 4 プロットごと成長量総括表 IV ;゙n 

フ.ロット 副次プロット 主| 葉 稔j

番 下子 番 1口玉 ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス

0.176 

2 0.201 0.201 0.023 0.224 

0.400 

0.003 0.055 

2 0.013 0.013 0.025 0.038 
2 

0.093 

0.057 

2 0.019 0.019 0.059 0.078 
3 

0.135 

0.678 

2 0.230 0.230 0.138 0.368 
4 

1. 046 

0.194 

2 0.010 0.568 0.064 0.632 
5 

0.826 

0.199 

2 0.287 0.287 0.076 0.363 
6 

0.562 

0.114 

2 0.067 
7 

O. 181 

0.204 
2 0.003 0.003 0.085 0.088 

B 

0.292 

0.303 
2 0.377 0.377 0.024 0.401 

9 

0.704 

1. 248 i970 I 0.064 I 3.282 I 0 知 4.239 

記
ロ

=ｭJ 手 記目
RI

 
子 II[員

拍N 9 (b) SylV 0.167 ( k) 

i YlV j 4.23ヲ (e) ClV % 70.8 ( 1 ) 
j=l 

YlV 0.236 (g) 2;YlVl 2.892751 

SYW 2 0.028006 (h) (2;YlVY/nlV 1.996569 ( 

SPIV2 0.003112 ( i ) SYlV2 0.896182 
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第 25 表の 5 プロットごと成長長総括表 V 層

フ.ロット 高llìx プロット 針 葉 桧j

番 1口7 番 マ同デ その他針|針
広葉樹 フ.ロット計

ス

0.266 0.334 
2 0.140 0.457 0.597 0.002 0.599 

0.723 0.933 

0.290 
2 0.225 

2 
0.225 0.006 0.231 

0.521 

0.318 
2 

3 
0.279 0.279 0.024 0.303 

0.621 

0.357 
2 0.864 0.864 0.007 0.871 

4 

0.864 1.228 

0.212 
2 

5 
0.273 0.273 0.273 

0.485 

0.414 

6 
2 0.397 0.401 0.015 0.416 

0.830 

0.249 

7 
2 0.261 0.261 0.002 0.263 

0.512 

0.282 
2 0.438 

8 
0.438 0.029 0.467 

0.749 

0.454 
2 0.145 

9 
0.145 0.070 0.215 

0.669 

0.433 
2 0.371 

10 
0.371 0.015 0.386 

言十 0.819 

0.261 
2 0.039 

II 
0.039 0.002 0.041 

0.302 

0.296 
2 0.261 

12 
0.304 0.045 0.349 

0.645 
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第 25 表の 5 (つづき〕

フーロット 副次プロット 主十 葉 移t

香 τロ王 番 τ口'7 ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹 フ.ロット計

ス 計-

0.194 
2 0.324 0.324 0.003 0.327 

13 

計 0.521 

0.348 
2 

14 
0.542 0.542 0.061 0.603 

言十 0.951 

0.463 
2 

15 
0.333 0.333 0.058 0.391 

計 0.854 

0.178 

16 
2 0.151 0.151 0.093 0.244 

計 0.422 

O. 338 
2 

17 
0.266 0.266 0.002 0.268 

計 0.606 

計 I 7. 432 I 3. 266 Iω9 I 10. 707 I O. 961 I 11. 668 

記 JI頃 言己 !頓

札可 17 (b) Syy 0.115 (k) 

prvj 11. 668 (e) C可% 33.5 ( 1 ) 

Yy 0.343 (g) ;IYyl 8.858854 

Syl 0.013289 (h) (;IyyY/ny 8. ∞8366(ー

Syy2 0.000782 ( i) Syy2 0.850488 

第 25 表の 6 フ.ロットごと成長量総括表 VI 層

プP戸ット 副次フ.ロット 事十 葉 樹

番 tロヲ 番 7口7 ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス 言十

0.324 
2 0.350 0.350 0.038 0.388 

計 0.712 

0.505 
2 0.420 0.420 0.018 0.438 

2 

言十 0.943 

0.312 
2 

3 
0.344 0.344 0.004 0.348 

言f 0.660 
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第 25 表の 6 (つづき)

フ.ロット 副次プロット 主f 葉 極t

番 1ロ王 番 1ロ玉 ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス 計

0.246 
2 0.517 0.517 0.008 0.525 

4 

計 0.771 

l 0.200 
2 0.070 

5 
0.070 0.001 0.071 

言十 0.271 

l 0.322 
2 

6 
0.119 0.119 0.092 0.211 

言十 0.533 

0.181 
2 

7 
0.134 0.134 0.033 0.167 

計 0.348 

0.352 

8 
2 0.275 0.275 0.009 0.284 

言十 0.636 

1 0.285 

9 
2 0.195 0.195 0.026 0.221 

言十 0.506 

0.265 
2 

10 
0.212 0.212 0.063 0.275 

計 0.540 

0.358 
2 

11 
0.187 0.187 0.0.05 0.192 

言十 0.550 

0.255 
2 

12 
0.235 0.235 0.025 0.260 

言十 0.515 

0.343 

13 
2 0.331 0.331 0.010 0.341 

0.684 

0.209 

14 
2 0.019 0.013 0.032 0.117 0.14ヲ

言十 0.358 

0.324 

15 
2 0.353 0.353 0.078 0.431 

計 0.755 

言十 |7 似 r 0.127 I O. 110 I 7.661 I 1 ・ 121 I 8.782 
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言己
口

'7 手 -
L
 

言
"

百
日
〔

口= d 111員

nvr 15 (b) 0.090 (k) 
ni ( 1 ) 
2:Y羽j 8.782 (e) Cvr % 30.7 
;=1 

Y\~ 0.293 (g) (ZYJE羽YiV)I2i/2nw 5.592281 

SYV12 0.008028 (h) 5.142739(ー

SFV12 0.000535 ( i ) SYvr2 0.449542 

ii) 全成長量の推定

全成長量を推定するための計算過程は第 26 表に示してあるが，その結果は

6 , 759. 1:!: 665. 4 m3 

で百分率誤差は 9.8% であった。

全成長量の推定(層化高Jj次抽出法)

( 6 ) ( 7 ) (8) 

層成長草 プロットあ
たり平均成

(f) 長量(g) 
階層 ~I 

.1:1, '‘ i 
u , .J...ji I ~ ~yijk Yi ÿ, 

192.88 ha 8 0.64 ha; 301. 38 1.692 509.935 0.106 
E 212.49 11 0.88 241.47 5.036 1216.043 0.229 
E 96.64 6 0.48 201.33 3.921 789.415 0.327 
N 129.11 9 0.72 179.32 4.239 760.137 0.236 
V 246.84 17 1. 36 181. 50 11. 668 2117.742 0.343 
VI 186.64 15 1. 20 155.53 8.782 1365.864 0.2ヲ3

計 1064.60 66 5.28 6759. 136 

( 1 ) (9) (10) (11) (12) (13) (14) (15) 

米
各層フ。ロット

層メ口斗面積の害IJ (11) の 2 乗 全平均成長 フ.ロット
変動係数

長あた軍の(りs，1平分r) 均散成 計量(10の算) 分散の の標準備

( j ) (Ul Ylf)g 2 
差

( 1 ) X (12) (k) 
Wi 

Wi2Sjij2 SYi C込%SYl 

I 0.003343 0.000418 0.1812 0.0328 0.0000137 0.058 54.7 
E 0.007411 0.000674 0.19ヲ6 0.0398 0.0000268 0.086 37.6 
E 0.009255 0.001543 0.0908 0.0082 0.0000127 0.096 29.6 

N 0.028006 0.0コ 3112 0.1213 0.0147 0.0000457 0.167 70.8 
V 0.013289 0.000782 0.2319 0.0538 0.0000420 0.115 33.5 
VI 0.008028 0.000535 0.1752 0.0307 0.0000164 0.090 30. 7 

引
副

|o ∞01573 I 

全平均成長量の分散: S�2= 2: w,2Sy,2=0. 0001573 

7.ロットあたり平均成長量: 主=0.254

標 準 誤 差: s�=0.0125 

プロットあたり成長量と信頼度 95% の信頼区間: 0.254::!:2xO. 0125=0. 254::!:O. 025 m3 

(0. 229~0. 279) 

全成長量と " 6 ， 759.1 土 665.4 m8 

(6 ， 093.7~7， 424.5) 

誤差率: 9.8% 
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3-2. 地方的材積衰を使用した場合

3-1-2 で作製した地方|向付債表(一変数材積表)および成長量表を朋いて推定した結果を以下に示す。

3-2-1.蓄積の推定

1) プ戸ットごと紛鮮ごと直径階別本数一覧表の作製

3-1-2. (5) で説明した様式で，プ戸ットごと，樹群ごと直径階別本数表を作製し， 各直径階の本数に，

地方的材積表の対応する材積を乗じたものを集計し，プロットごとの蓄積を求めた。

2) 層化単純抽出法による推定

i) 階層別蓄積の平均および分散等の計算

1) で、求めた各プロットの樹併別材積，階層別標本蓄積合計，分散等を第 27 表に示す。

ii) 総蓄積の推定

総蓄積を推定するための計算過程は，第 28 表に示しであるが，その結果は

201, 097 :t 16, 235 m3 

で，百分率誤差は 8.1% であった。

第 27 表の 1 フ。ロットごと材積総括表 I 層

針 菜- 結f
フョロット番号

キ|その他針|針
広葉樹

ス ギ|ヒ / 

1. 07 1. 07 
2 2.42 2.42 1. 25 
3 4.05 4.05 
4 0.35 0.35 
5 0.90 0.90 

6 0.68 0.68 
7 0.66 0.66 
8 0.95 0.35 1. 30 3.48 
守 0.30 1.9ヲ 2.29 0.08 

10 0.10 0.10 

11 0.61 0.61 
12 0.22 0.05 0.27 0.96 
13 0.05 1.14 1. 19 

言十 11. 2ヲ 2.56 2.04 15.89 5.77 

自己 τ円玉 手 !頓

nI 13 (b) 
n; 

~XJj 21. 66 (e) 
j=l 

XI 1. 67 (g) 

SXI2 2.3779 (h) 

S.fT2 
I 

0.1829 ( i ) 

SXI 1. 54 (k) 

C1 % 92.2 ( 1 ) 

.l' xJj2 64.6232 

(.l'XJj)2/nI 36.0889( 

SXI2 28.5343 

プロット計

1.07 
3.67 
4.05 
0.35 
0.90 

0.68 
0.66 
4.78 
2.37 
O. 10 

0.61 
1.23 
1. 19 

21.66 
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第 27 表の 2 プロットごと材積総括表 E 層

針 葉 桔I
フ.ロット番号

ギ| ヒノキ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス 言十

1 1. 48 1. 48 0.03 1. 51 

2 1.07 4.36 5.43 5.43 

3 3.91 1. 40 5.31 1. 12 6.43 

4 1. 30 1.30 1. 30 

5 3.15 0.31 3.46 :3.46 

6 2.75 3.50 6.25 6.25 

7 0.46 0.46 8.10 8.56 

8 1. 55 5.73 7.28 7.28 

9 5.08 5.08 5.08 

10 6.13 6.13 6.13 
/ 

11 0.01 0.68 
/ 

0.69 1.36 2.05 

12 1. 32 1. 32 1.32 

13 6.39 0.14 6.53 �..5:: 

14 0.75 4.66 5.41 5.41 

15 2.74 2.74 

16 1. 20 1.20 0.21 1. 41 

17 3.22 0.66 3.88 0.04 3.92 

18 1.27 1. 27 5.98 7.25 

19 3.28 3.28 3.28 

言十 29.18 30.45 6.13 65.76 19.87 85.34 

言己 手 )1頃

nrr 19 (b) 

zng fEi 85.34 (e) 

Xrr 4.49 (g) 

Sxrr2 
E 5.4564 (h) 

SXrr2 
E 0.2872 ( i ) 

Sxrr 2.34 (k) 

Crr % 52.1 ( 1 ) 

2 Xrrj2 481.5262 

(2Xrrj)2/nrr 383.3113 (ー

SXrr2 98.2149 
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第 27 表の 3 プロットごと材積総括表 E 層

フロット 生十 葉 桓f

番 可口ヲ キ | その他針 | 針
広葉樹 フ.ロット計

ス / 計

6.66 6.66 6.66 

2 1.51 0.41 1.92 0.48 2.40 

3 2.14 6.31 8.45 8.45 

4 0.39 5.22 5.61 5.61 

5 4.24 4.24 2.41 6.65 

6 5.58 0.54 6.12 6.12 

7 0.27 9.65 9.92 9.92 

8 7.42 7.42 0.07 7.49 

9 1.19 1. 33 2.52 2.52 

10 5.97 0.05 6.02 0.37 6.39 

11 8.15 0.21 8.36 8.36 

言十 43.52 23.31 0.41 67.24 3.33 70.57 

百己 可口ヲ 手 !順

持皿 11 ( b) 
ni 

(e) .2. Xmj 70.57 
j=l 

Xm 6.42 (g) 

Sxm2 5.3507 ( h) 

S..m2 0.4864 ( i ) 

Sx阻 2.31 ( k) 

Cm % 36.0 ( 1 ) 

.2 Xmj2 506.2457 

(.2xmYlnm 452.7386 (ー

SXm2 53.5071 

第 27 表の 4 フ.ロットごと材積総括表 N 層

ブ?ロット 主| 葉 樟I

番 、口ヲ

キ | その他針 | 針
広葉樹 プロット計

ス ノ 言十

3.54 3.54 0.7ヲ 4.33 

2 0.02 0.02 0.91 0.93 

3 0.04 0.71 0.75 0.33 1.08 

4 0.65 11.69 12.34 0.43 12.77 

5 2.94 2.94 1. 25 4.19 

6 0.20 0.19 0.39 2.29 2.68 

7 3.36 3.36 3.36 

8 3.27 3.27 1. 39 4.66 

9 5.50 5.50 0.37 5.87 

10 11.08 11. 08 0.42 11. 50 

11 7.18 7.18 1. 59 8.77 

12 0.68 0.68 1. 62 2.30 
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第 27 表の 4 (つづき)

~卜7h番号 ヒ ノ キ|その他針|針
広葉樹| フ.ロット計

計

13 7.98 7.98 0.01 7.99 

14 2.10 0.13 2.23 0.07 2.30 

15 2.15 2.15 0.79 2. ヲ4

16 8.25 8.25 0.20 8.45 

計 33.13 37.61 0.92 71. 66 12.46 84.12 

記 ヲロ7 手 順

nl'i 16 (b) 

(e) 
ni 

I. xWi 84.12 
j=l 

XW 5.26 ( g) 

Sxm2 
W 

13.1615 ( h) 

S"W2 0.8226 ( i ) 

SxW 3.63 ( k) 

Cw % 69.0 ( 1 ) 

2xwl 639.6828 

(IXW)2/nw 442.2ω9 (ー

SXW2 197.4219 

第 27 表の 5 フ。ロットごと材積総括表 V 層

フ.ロット 主十 業 結I

番 1ロ玉
ス / キ | その他針 | 針 計

1.22 9.76 10.98 0.92 11.90 

2 17.33 17.33 0.01 17.34 

3 13.53 13.53 1. 22 14.75 

4 8.61 8.61 0.91 9.52 

5 11. 87 11.87 11.87 

6 10.49 10.49 0.26 10.75 

7 6.27 6.27 4.75 11. 02 

B 5.76 5.76 0.42 6.18 

9 8.86 8.86 0.58 9.44 

10 10.18 10.18 0.44 10.62 

II 6.71 0.02 6.73 0.72 7.45 

12 6.42 6.42 0.27 6.69 

13 4.14 4.14 0.10 4.24 

14 9.30 9.30 0.12 9.42 

15 12.40 12.40 0.39 12.79 

16 ヲ.44 0.52 9.96 1.48 11.44 

17 12.27 12.27 0.97 13.24 

18 12.90 12.90 1. 75 14.65 

19 13.65 13.65 0.02 13.67 
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第 27 表の 5 (つづき)

フ。ロット
量1. 葉 桔f

番 7ロ7 キ | その幽 | 針
広葉樹 プロット計

ス / 言十

20 2.20 0.01 2.21 1. 39 3.60 

21 15.33 15.33 0.12 15.45 

22 9.88 9.88 0.98 10.86 

23 13.92 13.92 0.34 14.26 

24 19.90 19.90 19.90 

25 0.07 0.07 5.20 5.27 

26 7.46 7.46 0.20 7.66 

27 10.09 10.09 0.03 10.12 

28 6.87 6.87 3.43 10.30 

29 16.39 16.39 0.03 16.42 

30 13.19 13.19 0.13 13.32 

31 0.52 7.80 8.32 1.62 9.94 

32 7.05 7.05 1.19 8.24 

33 11. 10 11.10 0.39 11.49 

34 1.34 1. 23 2.57 1. 12 3.69 

35 3.32 3.32 1.28 4.60 

計 232.49 106.73 339.32 32.78 I 372.10 

ヨロコ... tロ王 手 順

ny 35 (b) 
n; 

2. Xyj 372. 10 (e) 
j-l 

Xy 10.63 (g) 

Sxy2 15.7407 (h) 

Sxy2 0.4497 ( i) 

Sxy 3.97 (k) 

Cy % 37.3 ( 1 ) 

2XYl 4, 49 1. 1368 

(2Xy;)2j抑V 3, 955. 9546 (ー

Sxy2 535.1822 

第 27 表の 6 7"戸ットごと材積総括表 VI 層

フ。ロット 金十 葉 結I

番 τ口7 キ | その他針 | 針
広葉樹 ブPロット計

ス ノ

l 11.94 11.94 0.32 12.26 

2 17.76 17.76 0.22 17.98 

3 12.92 12.92 0.11 13.03 

4 12.98 12.98 1. 63 14.61 

5 4.20 4.89 9.09 0.08 9.17 

6 6.78 6.78 1. 97 8.75 

7 9.14 9.14 0.74 9.88 
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第 27 表の 6 (つづき)

フ.ロット 主十 葉 核J

番 τ口7 キ | その耐 | 針
広葉樹 フ.ロット計

ス / 計

B 16.32 16.32 1.77 18.09 

ヲ 11.30 11.30 0.35 11.65 

10 8.76 8.76 0.95 9.71 

11 17.37 17.37 0.58 17.95 

12 9.57 9.57 0.35 9.92 

13 11.77 11.77 0.26 12.03 

14 2.93 12.70 15.63 0.77 16.40 

15 5.06 5.06 1.95 7.01 

16 24.59 0.03 24.62 0.79 25.41 

17 3.90 3.90 1.55 5.45 

18 17.39 1. 80 19.19 0.08 19.27 

19 13.86 13.86 0.23 14.09 

20 7.67 7.67 5.06 12.73 

21 26.51 26.51 5.41 31.92 

22 23.78 23.78 1.14 24.92 

23 13.33 13.33 0.55 13.88 

24 20.36 20.36 0.15 20.51 

25 18.46 18.46 0.11 18.57 

26 14.26 14.26 0.12 14.38 

27 18.41 18.41 0.13 18.54 

28 17.68 17.68 0.79 18.47 

29 15.44 15.44 0.05 15.49 

'
十l

=
一
王
一
一
ロ

367.93 6.69 ζ
υ
 

ハ
む

-
q
u
 

1
 

4
 

1
 

4
会

内4• 0
J
 

q
u
 

ワ
4nu 

• 内44
 

4-

ー

-内4• au 
n
Jゐ

記 |手 I11員 言己 問責

時VI 29 (b) SXVI 5.84 ( k) 

n; 
(、e).2. xVIi 442.07 C\~ % 38.3 ( 1 ) 

i~l 

主 町 15.24 (g) .2x \司F2 7, 692.7051 

SXVI2 34.0672 (h) (.2xVIYln羽 6, 738. 8236( ー

szmE 1.1747 ( i) SXVI2 953.8815 

E 

1.67 

4.49 
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初 28 表 (つづき)

て了)ー-1ーマ2) 1 (3) I (4) 1 (5) (6) (7 ) (8) 

三空
層面積 割当個数 調査面積 拡大常数標合本蓄積計 |l 履蓄積 平均蓄積

(a) (b) 1 (c) (d)(e)  (f) (g) 

A; nj I Qj E; 1 SX;j 1 X; X; 

E 96.64 ha 11 0.44ha; 219.64 70.57 15, 499.99 6.42 

IV 129.11 16 0.64 201.73 84.12 16, 969.53 5.26 

V 246.84 35 1. 40 176.31 372.10 65, 604.95 10.63 

VI 186.64 29 1. 16 160. ヲO 442.07 71 , 129.06 15.24 

円
U

，
。
• 4

・
'
b
 

nu 
, l

 

g
十
l

一
-
一
員

123 勺
J

Q
U
 

• ワ
Jn

y
 

nu 
l
 

円
u

n
J
&
 

: 1 ) 

\記号と

\手順

階!膏\

各積層プ 1各層フ。ロット割層 積 乗(11) 一
総平1散0u均)ytの2×S蓄E(計.積122 の

プロットの 変動係数

蓄 ロ晶トあた話S(2i52>均蓄 面 2 1 の間(Xh分2) 持明爪り (2? I (~ll 分(U313EE ) 算 標準(k偏) 差 ( 1 ) 

SXi C; % 

I 2.3779 0.1829 0.1812 0.0328 0.0060 1.54 92.2 

立 5.4564 0.2872 0.1996 0.0398 0.0114 2.34 52.1 

E 5.3507 0.4864 0.0908 0.0082 0.0040 2.31 36.0 

IV 13.1615 0.8226 0.1213 0.0147 0.0121 3.63 69.0 

V 15.7407 0.4497 0.2319 0.0538 0.0242 3.97 37.3 

VI 34.0672 1. 1747 0.1752 0.0307 0.0361 5.84 38.3 

(9) U可 (11) (12) (13) U瓦〕 I (15) 

吉十 竺竺」
総平均蓄積の分散: 5",2= SW;25..;2=0. 0938 

フ。ロットあたり (0.04ha) の平均蓄積: x=7.56 

標準誤差 : 5..=0.306 

フロットあたり蓄積と信頼度 95% の信頼区間: 7. 556:1:2xO. 306=7. 56:1:0.61 

(6. 95~8. 17) 

総蓄積と 1/ : 201 , 097 :1: 16, 235 (184, 862~217， 332) 

誤差率: 8.1% 

3) 層化副次抽出法による推定

i) 階層別蓄積の平均および分散等の計算

1) で求めた各フ.ロットの樹群別材積，階層別標本蓄積合計，分散等を第 29 表に示す。

ii) 総蓄積の推定

総蓄積を推定するための計算過程は，第 30 表に示してあるが，その結果は

185, 010 :1: 17, 034 m3 で百分率誤差は 9.2 %であった。

第 29 表の 1 プロットごと材積総括表 I 層

フロット

番号 言 ロツ 4| ス 1| ヒノキ 7その他針|針樹計|広葉樹|…
』斗 tzl|;:i;|lJJ;2 
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第 29 表の 1 (つづき)

フ.ロット 副次プロット 主十 葉 結t

番 7ロ7 番 τ口7 ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス 計

2.42 2.42 1. 25 3.67 

2 
2 1. 72 0.44 2.16 0.06 2.22 

言十 4.14 0.44 4.58 1. 31 5.89 

4.05 4.05 4.05 

3 
2 3.90 3.90 3.90 

言十 7.95 7.95 7.95 

0.35 0.35 0.35 

4 
2 1.05 1. 05 1.05 

言十 1.40 1. 40 1. 40 

l 0.90 0.90 0.90 

5 2 0.26 0.09 0.35 0.35 

言十 1. 16 0.09 1. 25 1.25 

0.68 0.68 0.68 

6' 2 1.08 1. 08 1.08 

言十 1.76 1. 76 1. 76 

l 0.66 0.66 0.66 

7 
2 1. 17 1. 17 1. 17 

言十 1.83 1.83 1.83 

0.95 0.35 1. 30 3.48 4.78 

8 
2 1. 18 0.87 0.06 2. 11 2.11 

計 2.13 1.22 0.06 3.41 3.48 6.89 

計 l20.67 IωI 0.06 I 24.01 IωI 28.80 

言己 11頃 記 |手 順

nr 8 (b) Sxr 1. 40 (k) 
"/ 

:S xfj 28.80 (e) Cr % 77.8 ( 1 ) 
j=l 

Xr 1.80 (g) (zzza,t .2 j)2/nI 158.6846 

SX12 1.9645 103.68∞(ー
12 

0.2456 8X,2 55.0046 S'I 

第 29 表の 2 フ.ロットごと材積総括表 E 層

副次フ。ロット 金十 来 桔I
広葉樹 フaロット計プロット

番 τロヨ 番 tロヨ
ス ギ|ヒノキ|その他針|針 計

1. 48 1.48 0.03 1.51 
2 0.02 0.02 7.47 7.49 

言十 1.50 1.50 7.50 9.00 
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プロット
番号

副次プロット | 針
番号|ス

小計下二

17i 

小計 I 7.68 

小計戸五

小計ド7;L

小計 I 10.44 

小計 I 0・ l

ギ|ヒノキ?その他針 lJ 計|広葉樹|一
|;:;:||::;:|004 I 

行E一一一日了日子| ::4; 

「-1 1;:~~ 1 I 
I I Iω 「一寸
|七-1-1--12判。パ
I 0.31 I I 799 円~
日円一一|;2| 。パ
I 5.75 I I8.50 I 0.86 I 

ιlベ ::!:::l 1455 

日τ| 同司 α02|::誇

い卜|王子|斗
I I I 山4 I , I 

日Jilll1071
円子「同了I 1.36 I 
円二2 I 1 3.23 い ;-1

2 
2 

3 
2 

4 
2 

5 
2 

6 
2 

7 
2 

8 
2 

9 
2 

10 
2 

II 
2 

1.30 2.46 
3.76 
3.46 4.56 
8.02 
6.25 
3. II 
9.36 
8.56 5.99 

9.25 
5.08 5.36 

6.13 4.58 

2.05 2.54 
4.59 

ふ
l

-
一
=
u |3印 I 31 ・ 88 I 6・ 13 I 73・ 88 I 25.40 I 

� 川直

nII II (b) 1.51 (k) 

IxIIi 99.28 (e) Crr % 33.5 ( 1 ) 
j=l 

主II 2 4.51 ((gh) ) lf SZIIl2 2/nE 
987.5152 

SXll 2.2867 896.0471 (一SfII2 0.2079 ( i ) 91.4681 
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第 29 衰の 3 フaロットごと材積総括表 皿層

プ'ロット 高IJ次プロ〆ト 主 i 葉 枯j

番 7ロ7 番ー τ口f ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹 フ.ロット計

ス 言十

6.66 
2 7.30 7.68 7.68 

言十 14.34 

2.40 
2 3.01 

2 
3.01 0.70 3.71 

6.11 

8.45 
2 

3 
4.33 5. ヲ4 10.27 10.27 

t十 18.72 

5.61 
2 1. 37 5.52 6.89 7.02 

¥ 4 

計 12.63 

6.65 
2 2.80 3.63 1.47 5.10 

5 

11. 75 

6.12 
2 

6 
8.55 8.55 8.55 

14.67 

計 I 47.88 I 24.74 I 0.41 I 73.03 I 5.19 I 

記 /1慎 記 順

nm 6 (b) Sxm 2.08 ( k) 
n; 

jZ=X1 IEJ 78.22 (e) Cm % 31. 9 ( I ) 

主E 6.52 (g) 2: Xmj2 1, 106.1944 

Sxm2 4.3233 (h) i 叩同 1, 019.7281 ( 

S1m2 0.7206 ( i ) SXm2 86.4663 

第 29 表の 4 プロットごと材積総括表 lV層

フ.ロット 副次プロット 主十 奨 樹
広葉樹 プロット計

番 下口7 番 τ口王
ス ギ|ヒノキ l その他針|針

4.33 
2 4.24 4.24 0.99 5.23 

9.56 

0.93 
2 0.52 0.52 0.39 0.91 

2 

1.84 



第 29 表の 2 (つづき)
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fロット
番号

2 

副次プロット | 針
番号|ス

小計戸五

112 

小計 1 7・

小計 I~

ノト 計 1 10.44 

小計|

|ωl 

ノト 計 | αOJ 

ギ「ド一…/パキ1? その他針 |J 計f.t 広葉矧桔樹十t
|;t:;話;||;2:;z:|Oω|

11:;:|122| ょ;;|

「-「-|;:;~ I 

iつ7l-lf寸
円了1 1 7.99 1 0才7

122l122|OB612r 
1 5. 75 1 1 8. 50 1ω| 

己二I I 0.46|::;;| 

日子「一日司 α021 :z 

1 1-一日子「寸
仁村岡| l044 

l22112::i 136 ¥ 
円三-21-ーい・ 23 い ~I
戸-81-6・ 13 1 73・ 88 1 2 ・ 40

1.30 2.46 
3.76 
3.46 4.56 

8.56 5.99 

9.25 
5.08 5.36 

6.13 4.58 

2.05 2.54 
4.59 
99.28 

百己 111ft 

2 

3 
2 

手 『
〆
」

三
一n
H

幅
帆

号|

4 
2 

手

nrr II Sxrr 1.51 ( k) 
ni 

..rXrri 99.28 (e) Crr % 33.5 ( 1 ) 
j= 

主rr 2 4.51 ((gh) ) I 一t一Zz吉ZzIE元IJ02 「2/ 町ー 987.5152 
Sxrr 2.2867 896.0471 (ー

S'rr2 0.2079 ( i ) 91. 4681 

5 
2 

も
2 

7 

1 

2 

8 
2 

9 
2 

10 2 

II 
2 

I
T
 

-
-
z
-

一
一
M 35.87 

口
す
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第 29 表の 3 プロットごと材積総括表 皿層

フ.ロット 日1]次プロ〆ト 針 葉 格j

番 号 番 7- ギ|ヒノキ|その他針|量i
広葉樹 プロット計

ス 言十

6.66 6.66 
2 7.30 7.68 7.68 

言 1- 14.34 14.34 

1. 96 0.48 2.40 
2 3.01 3.01 0.70 3.71 

2 

4.97 1.18 6. II 

l 8.45 8.45 
2 

3 
4.33 5.94 10.27 10.27 

計 18.72 18.72 

5.61 5.61 
2 1.37 5.52 6.89 0.13 7.02 

、 4 

言十 12.50 0.13 12.63 

4.24 2.41 6.65 

5 
2 2.80 3.63 1.47 5. JO 

計 7.87 3.88 11. 75 

6.12 6.12 
2 8.55 8.55 8.55 

6 

14.67 14.67 

1 47.881 24.74 1 0.41 1 73.03 5.19 78.22 

d[巳1 !順 記 111員

nm 6 (b) 5xm 2.08 (k) 
n; 

yz=1 xmJ 78.22 (e) Cm % 31. 9 ( 1 ) 

Xm 6.52 (g) 2Xmj2 1, 106.1944 

5xm2 4.3233 (h) (2xm;)2/n皿 1, 019.7281 (ー

51m2 0.7206 ( i) SXm2 86.4663 

第 29 表の 4 フ.ロットご ζ材積総括友 N 層

フ.ロット 副次プロット 針 主ヲ宰.、 桔1
広葉樹 プロット計

番 下子 番 1玉
ス ギ|ヒノキ|その他針|針

4.33 
2 4.24 4.24 0.99 5.23 

言十 9.56 

0.93 
2 0.52 0.52 0.39 0.91 

2 

計 1.84 
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第 29 表の 4 (つづき)

フ.ロット 日IJì欠プロット 主十 当主 枯J

番 1口玉 番 τ口ヲ ギ|ヒノキ|その他針針
広葉樹 プロット計

ス

0.71 1. 08 
2 

2 
0.62 0.62 1. 45 2.07 

言十 0.71 3.15 

12.77 
2 5.62 

4 
5.62 5.95 11. 57 

計 24.34 

4.19 
2 0.11 

5 
6.92 1. 21 8.13 

百十 12.32 

0.19 2.68 
2 

6 
3.92 3.92 4.52 8.44 

計 0.19 11. 12 

l 3.36 
2 1.86 

7 

言十 5.22 

3.27 3.27 1.39 4.66 
2 0.07 0.07 2.14 2.21 

8 

計 3.34 I 3.34 I 3.53 I 6.87 

l 5.50 5.50 0.37 5.87 
2 9.56 9.56 0.87 10.43 

9 

15.06 I 1. 24 , 16.30 

言十 26.24 35.90 1. 44 63.58 90.72 

ロ己 一口7 |手 順 11 il己 l 手 順

nlV 9 ( b) S_'t[V 3.53 (k) 

ni 

:SXlVj 90.72 (e) ClV % 70.0 ( 1 ) 

XlV 5.04 (g) :Sx乱Fj2 1, 312.7094 

Sxru2 
W 

12.4454 (h) (:SxlVj)2/nlV 914.4576 (ー

Sfm2 
W 

1. 3828 ( i) SXlV2 398.2518 

第 29 表の 5 プロットごと材積総括表 V 層

プロット 日11次プロット
金，. 芽4 誌t

番 ーロ'5" 番 τE1 J - ギ|ヒノキ|その附|主|
広葉樹 プロット計

ス

11. 90 
2 4.28 10.84 15.12 0.02 15.14 

言i 27.04 
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第 29 表の 5 (つづき)

フ.ロット 冨IJì欠プロット
番 ?ロ王 番 下口三f

ス

l 
2 

2 

言!

2 
3 

言十

2 
4 

計

2 
5 

言十

l 
2 

6 

2 
7 

2 
B 

9 I 1 l 
|小言↑ j

10 
2 

2 
11 

2 
12 

2 
13 

林業試験場研究報告第 169 号

針 葉 椋f

ギ|ヒノキ|その他針|針 言十

9.68 

12.58 

12.46 

11. 03 

6.76 

10.64 

10.36 

2.46 

8.49 

8.86 
4. ヲ5

13.81 

7.22 

9.68 

12.58 

20.44 

12.46 

11. 03 

6.76 

10.64 

8.86 
4.95 

13.81 

10.36 

2.46 

8.55 

8.49 

広葉樹 プロット計

17.34 
0.14 9.82 

27.16 

14.75 
0.56 13.14 

27.89 

9.52 
0.18 20.62 

30.14 

11.87 
12.46 

24.33 

10.75 
0.29 11. 32 

22.07 

11.02 
0.04 6.80 

17.82 

6.18 
0.45 11.09 

17.27 

10.62 
0.35 10.71 

21.33 

7.45 
0.04 2.50 

9.95 

6.69 
7.14 15.69 

22.38 

4.24 
0.05 8.54 

12.78 
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第 29 表の 5 (つづき)

フ.ロット 高lJ ì欠プロット 主十 葉 桔I
プロット計

番 1口ヲ 番 t口7 ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹

ス 言十

11.44 
2 12.62 12.62 1.38 14.00 

14 

25.44 

l 14.65 
2 10.50 10.50 1.28 11. 78 

15 

計 26.43 

3.60 
2 3.50 3.50 1.78 5.28 

16 

計 8.88 

10.86 
2 7.54 7.54 0.04 7.58 

17' 

18.44 

計 242.14 81.63 nu 

。
0• q

u
 

n
4
 

q
u
 

q
u
 

n
u
 

• 円
u oo 

--
k
d
 

R
υ
 

q
u
 

no 
円
。

• l
 

q
u
 

言己 ロ
マ

手 寸
巳

一
マ
ロ

岡
田 ロ

す
手 11頃

ny 17 (b) Sxy 3.22 (k) 

l::t;yj 355.18 (e) C可% 30.8 ( 1 ) 
j-l 

xy 10.45 (g) SXyl 8, 083.3176 

Sxy2 10.3525 (h) (SxyY/ny 7, 420.7548 (ー

S!y2 0.60ヲ0 ( i ) Sxy2 662.5628 

第 29 表の 6 プロットごと材積総括表 VI 層

フ.戸ット 高Ij次フ.ロ γ ト 主十 業 桂f

香 τロ王 番 1ロ玉 ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹 フ.ロット計

ス 言十

12.26 
2 11. 31 11.31 0.72 12.03 

百十 24.29 

17.98 
2 11. 79 11. 79 0.31 12.10 

2 

計 30.08 

13.03 
2 17.60 17.60 0.07 17.67 

3 

言十 30.70 

14.61 
2 23.35 23.35 0.12 23.47 

4 

38.08 
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~~ 29 表の 6 (つづき)

フ.ロット 高u次プロット 金十 葉 桔I

番 7口7 番 1ロ玉 ギ|ヒノキ|その他針 l 童|
広葉樹 プロット計

ス 計

9.17 
2 4.48 4.48 0.02 4.50 

5 

13.67 

8.75 
2 3.85 3.85 2.16 6.01 

6 

14.76 

9.88 
2 9.05 9.05 0.91 9.96 

7 

計 19.84 

l 18.09 
2 15.01 15.01 0.13 15.14 

B 

言十 33.23 

11. 65 
2 5.35 5.35 0.46 5.81 

9 

計 17.46 

9.71 
2 6.74 6.74 1.57 8.31 

10 

言十 18.02 

17.95 
2 8.31 8.31 0.13 8.44 

11 

言十 26.39 

9.92 
2 9.27 9.27 0.53 9.80 

12 

言十 19.72 

12.03 
2 17.03 17.03 0.42 17.45 

13 

計 29.48 

16.40 
2 1. 23 0.15 1.38 4.96 6.34 

14 

22.74 

7.01 
2 13.35 13.35 0.44 13.79 

15 

20.80 

計 l316. 52 I 4. 89 I 12. 85 I 334. 17 ，
。

内
4Q

J
 

R
d
 

nペ
υ∞

 
民
υ

内J
A
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言己 l� |手 I1頂

揖vl 15 Sx羽 3.58 (k) 

nJEi XVII 359.26 C，且% 30.0 ( 1 ) 
j=l 

XVl 11. 98 (g) 2XVlj2 9, 323.6724 

szV12 12.8421 (h) (2x羽j)2/n Vl 8 , 604.5165 (一

SI羽E 0.8561 ( i ) SXVl2 719.1559 

( 1 ) 

第 30 表総蓄積の推定(層化高l次抽出法)

(2) (3) I (4) I (5) I (6) (7) (8) 

L竺
層面積 割当個数 調査面積 拡大定数 標本蓄積合計 層蓄積 平均蓄積

(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) 

Ai 托E 。f Ei 22Xijk Xi Xi 

I 192. 88ha B 0.64ha 301.38 28.80 8, 679.74 1.80 

E 212.49 11 0.88 241. 47 99.28 23, 973.14 4.51 

皿 96.64 6 0.48 201. 33 78.22 15, 748.03 6.52 

N 129.11 9 0.72 179.32 90.72 16, 267.91 5.04 

V 246.84 17 1.36 181.50 355.18 64, 465.17 10.45 

VI 186.64 15 1. 20 155.53 359.26 55, 875.71 11. 98 

計 1, 064.60 au 
内4• R

υ
 

ro 
ro 

円
u

ワ
4• ハ

ツ
円
unu 

, R
u
 

no 
l
 

、
、
，
，
，

I
 

J
，
‘
、

(9) (10) (11) (12) (13) I (14) I (15) 

111 各蓄層積問プtazh分iロJ散ヲ ト
各層プロット

層面積の割合 (11) の 2 莱

結(10漂)x(績の
標準偏差 変動係数

あた分(りi散平)均蓄積の ( j ) (11)2 
12) 

(k) ( 1 ) 

Sj; 
Wi Wi2 SXi Ci % 

I 1.9645 0.2456 0.1812 0.0328 0.0081 1.40 77.8 

E 2.2867 0.2079 0.1996 0.0398 0.0083 1.51 33.5 

国 4.3233 0.7206 0.0908 0.0082 0.0059 2.08 31. 9 

N 12.4454 1. 3828 0.1213 0.0147 0.0203 3.53 70.0 

V 10.3525 0.6090 0.2319 0.0538 0.0328 3.22 30.8 

VI 12.8421 0.8561 0.1752 0.0307 0.0263 3.58 30.0 

計 弓Jl
 

nu 
l
 

nu 

総平均蓄積の分散: S,2= 2wi2s1;2=0.1017 

フ.ロットあたり (0.04 ha) の平均蓄積:歪=6.95

標準誤差: s1=0.319 

プロットあたり蓄積と信頼度 95% の信頼区間: 6. 95:1:2xO. 319=6. 95:1:0. 64 

(6. 3h7. 60) 

総蓄積と

百分率誤差: 9.2% 

/1 185, 010 :1: 17, 034 (167, 976~202， 044) 
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3-2-2. 成長量の推定

1) 直径階別材篠成長量表の作製

3-1-2 で‘求めた樹群別直径階別材積に対応する直径階別材積成長率を乗じて作製した直径階別材積成

長量表を第 21 表に示す。

2) 層化単純抽出法による推定

i) 階層別標本材積成長量合計，分散等の推定

3-2-1 の 1) で説明した プロットごと樹群ごと直径階別本数一覧表を用いて，各直径階の本数に対

応する材積成長量を乗じたものを集計して，各プロットの樹群別材積を求め，それから計算した階層

別標本成長量合計，分散等を第 31 表に示す。

第 31 表の 1 プロットあたり成長量総括表 I 層

針 葉 樹
フ.ロット番号

ギ|ヒノキ|その他針|針
広 葉 桔I プロット計

ス 言十

0.136 0.136 0.136 

2 0.106 0.106 0.066 0.172 

3 0.264 0.264 0.264 

4 0.031 0.031 0.031 

5 0.087 0.087 0.087 

6 0.068 0.068 0.068 

7 0.060 0.060 0.060 

8 0.056 0.016 0.072 0.157 0.229 

9 0.014 0.153 0.167 0.005 0.172 

10 0.011 0.011 0.011 

11 0.064 0.064 0.064 

12 0.020 0.004 0.024 0.024 0.048 

13 0.003 0.161 0.164 0.164 

言十 0.252 1. 506 

記 1ロ7 手 川員

n[ 13 (b) 
n; 

21YIi 1.506 (e) 

�[ 0.116 (g) 

Sy[2 0.006292 (h) 

S�j2 0.000484 ( i ) 

SYI 0.079 (k) 

CI % 68.4 ( 1 ) 

.2YIl 0.249ヲ72

(.2 YJj)2jnI 0.174464 

SYI2 0.075508 

i主:項目の欄にっし、てはプロットごと材積総括表に記載されているので、省いた。
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第 31 表の 2 プロットごと成長量総括表 E 層

針 葉 椋t
プロット番号

ギ|ヒノキ|その他針|針
広 葉 樹 プロット計

ス 言十

0.144 0.144 0.002 0.146 

2 0.063 0.237 0.300 0.300 

3 0.153 0.101 0.254 0.061 0.315 

4 0.126 0.126 0.126 

5 0.143 0.017 0.160 0.160 

6 0.128 0.215 0.343 0.343 

7 0.047 0.047 0.129 0.176 

8 0.073 0.319 0.392 0.392 

9 0.256 0.256 0.256 

10 0.407 0.407 0.407 

II 0.001 0.066 0.067 0.044 O. III 

12 0.130 0.130 0.130 

13 0.283 0.007 0.290 0.290 

14 0.057 0.355 0.412 0.412 

15 0.077 0.077 

16 0.133 0.133 0.015 0.148 

17 0.162 0.039 0.201 0.003 0.204 

18 0.045 0.045 0.156 0.201 

19 0.196 0.196 0.196 

計 1.445 3.903 0.487 4.390 

言己 "7 手 !原

nrr 19 (b) 

zlYEj 4.390 (e) 

�rri 0.231 (g) 

Syrr2 0.011250 (h) 

Syrr2 0.000592 ( i) 

SYrr 0.106 (k) 

Crr % 45.9 ( 1 ) 

2Yrr/ 1. 216822 

(2Yrrif)2/nrI 1.014321 

Syn2 0.202501 

第 31 表の 3 フ.ロットごと成長量総括表 E 層

プロット番号
主十 葉 桔I

ギ|ヒノキ|その他針|針
広 葉 桔t プロット計

ス 言十

0.334 0.334 0.334 

2 0.126 0.018 0.144 0.030 0.174 

3 0.076 0.391 0.467 0.467 

4 0.016 0.270 0.286 0.286 
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第 31 表の 3 (つづき)

主十 葉 樹
7.ロヅト番号

ギ|ヒノキ|その他針 i 針
広 葉 桂I プロット言十

ス 言十

5 0.182 0.182 0.120 0.302 

6 0.219 0.028 0.247 0.247 

7 0.013 0.545 0.558 0.558 

8 0.284 0.284 0.004 0.288 

9 0.073 0.061 0.134 0.134 

10 0.294 0.004 0.298 0.022 O. 320 

11 0.323 0.012 0.335 0.335 

言十 1. 311 3.269 I 0.176 3.445 

言己 ヲロゴ 手 !頓

nm 11 (b) 
ni 

!.Ymi 3.445 (e) 
;~1 

Ym 0.313 (g) 

Sym2 0.014191 (h) 

s�m2 0.0012ヲ0 ( i ) 

SY皿 0.119 (k) 

Cm % 38.0 ( 1 ) 

2:Yml 1.220819 

(2: y皿;)2/持直 1. 078911 (一

SYm2 0.141908 

第 31 表の 4 フ.戸ットごと成長量総括表町層

事十 葉 結I
フ.ロット番号

ギ|ヒノキ|その他針|針
広 葉 結f プロット計

ス 計

l 0.167 0.167 0.024 0.1 ヲ l

2 0.002 0.002 0.051 0.053 
3 0.005 0.035 0.040 0.020 0.060 
4 0.021 0.582 0.603 0.016 0.619 
5 0.125 0.125 0.049 0.174 

6 0.015 0.014 0.02ヲ 0.123 0.152 
7 0.130 0.130 0.130 
B 0.180 0.180 0.060 0.240 
9 0.234 0.234 0.012 0.246 
10 0.457 0.457 0.015 0.472 

11 0.310 0.310 0.070 0.380 
12 0.06.5 0.065 0.062 0.127 
13 0.349 0.349 0.001 0.350 
14 0.086 0.014 0.100 0.005 0.105 
15 0.107 O. 107 0.028 0.135 

16 0.258 0.258 0.008 0.266 

J
f
l
 

三
日 |1.325 I 1 ・ 780 I 日1 I 3.156 I 0.544 3.700 
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記 τ口7 手 1慎

nN 16 (b) 

nZt 1YWJ 3.700 (e) 

�N 0.231 (g) 

SYN2 0.024309 (h) 

S�N 0.001S19 ( i ) 

SYN 0.156 (k) 

CIV % 67.5 ( 1 ) 

.2) YN l 1. 220266 

(.2) Yr-;)2/nN 0.855625 (ー

SYr-;2 0.364641 

第 31 表の 5 フ.ロットごと成長量総括表 V 層

主十 葉 樹
フ。ロット番号

ギ|ヒノキ|その他針|針
広 葉 接J プロット計

ス 百十

0.033 0.032 0.356 
2 0.296 0.296 0.001 0.297 
3 0.256 0.256 0.042 0.2ヲB
4 0.308 0.308 0.047 0.355 
5 0.248 0.248 0.248 

6 0.335 0.335 0.017 0.352 
7 0.228 0.228 0.003 0.231 
8 0.198 0.198 0.020 0.218 
9 0.478 0.025 0.503 
10 0.376 0.376 0.029 0.405 

11 0.003 0.226 0.041 0.267 
12 0.241 ~. ~!~ I 0.009 0.250 
13 0.132 0.132 0.005 0.137 
14 0.340 0.340 0.009 0.349 
15 0.363 0.027 0.390 

16 0.282 0.015 0.297 0.078 0.375 
17 0.409 0.409 0.024 0.433 
18 0.404 0.071 0.475 
19 0.524 0.524 0.001 0.525 
20 0.118 0.001 0.119 0.070 0.189 

21 0.521 0.521 0.006 0.527 
22 0.249 0.249 0.029 0.278 
23 0.399 0.399 0.022 0.421 
24 0.599 0.599 0.599 
25 0.010 0.010 0.156 0.166 

26 0.272 0.272 0.010 0.282 
27 0.413 0.413 0.002 0.415 
28 0.336 0.336 0.121 0.457 
29 0.664 0.664 0.002 0.666 
30 0.439 0.439 0.009 0.448 

31 0.024 0.365 0.075 0.464 
32 0.348 0.348 0.080 0.428 
33 0.359 0.359 0.018 0.377 
34 0.090 0.069 0.235 
35 0.182 0.182 0.078 0.260 

言十 I 7.324 I 4.110 I 0.014 I 11 ・ 443 I 1. 228 12.676 
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~2 I11員 記 |手 服

nv 35 (b) SYv 0.115 (k) 

zni yvi 12.676 (e) C可% 31. 8 ( 1 ) 

予v 0.362 (g) ~Yv/ 5.043948 

Sy/ 0.013325 (h) (~Yvy/nv 4. 590885 (ー

s�l 0.000381 ( i) SYvl 0.453063 

第 31 表の 6 プロットごと成長量総括表 VI 層

告十 葉 樹
プロット番号

ギ|ヒノキ|その他針|針
広 家: 樟I プロット計

ス 計

0.279 0.016 0.295 
2 0.377 0.377 0.014 0.391 
3 0.302 0.302 0.006 0.308 
4 0.210 0.210 0.033 0.243 
5 0.077 0.131 0.208 0.005 0.213 

6 0.233 0.233 0.101 0.334 
7 0.146 0.146 0.026 0.172 
B 0.327 0.041 0.368 
9 0.258 0.258 0.021 0.279 
10 0.221 0.221 0.043 0.264 

11 0.327 0.327 ' 0.013 0.340 
12 0.258 0.258 0.023 0.281 
13 0.299 0.299 0.014 0.313 
14 0.075 0.114 , 0.189 0.040 0.229 
15 0.123 0.079 0.202 

16 0.370 0.004 0.050 0.424 
17 0.096 0.096 0.040 0.136 
18 0.265 0.039 0.304 0.005 0.309 
19 0.336 0.336 0.015 0.351 
20 0.148 0.148 0.064 0.212 

21 0.261 1 0.261 0.173 0.434 
22 0.418 0.418 0.066 0.484 
23 0.288 0.288 0.027 0.315 
24 0.424 0.424 0.011 0.435 
25 0.410 0.007 0.417 

26 0.273 0.273 0.006 0.279 
27 0.362 0.362 0.008 0.370 
28 0.425 0.425 0.056 0.481 
29 0.276 0.276 0.003 0.279 

言十 1 7.60310.1701 0.379 1 8.152 1 1.006 9.158 

記 |手 !順 言己 順

nVl 29 (b) SYVl 0.090 (k) 
nj 

JfzA rvIj 9.158 (e) CVl % 28.5 ( 1 ) 

ÿ羽 0.316 (g) ~YVll 3.119856 

Sy羽2 0.008136 (h) ~(YVly/n羽 2. 892033( ー

sy LT z 0.000281 ( i ) SYVl2 0.227823 
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ii) 全成長量の推定

金成長量を推定するための計算過程は第 32 表に示してあるが，その結果は

6, 997. 5:t532. 3 

で，百分率誤差は 7.6% であった。

リτ
\

一
可
階

層面積 割当個数 調査面積 拡大定数 宮本成長喜 層成長量 平土

(a) (b) (c) (d) (e) (f) 

Ai 耳1 ai Ei 2:y;; Yi 

I 192. 88ha 13 0.52ha 370.92 1.506 558.606 0.116 

E 212.49 19 0.76 279.5ヲ 4.390 1, 227.400 0.231 

皿 96.64 II 0.44 219.64 3.445 756.660 0.313 

N 129. II 16 0.64 201.73 3.700 746.401 0.231 

V 246.84 35 1. 40 176.31 12.676 2, 234.906 0.362 

VI 186.64 29 1.16 160.90 9.158 1, 473.522 0.316 

第 32 表会成長量の推定(層化単純抽出法)

戸)一一!ー (3) -1-一(4)一一1-(5 ) 1 ( 6 ) I ( 7 ) (8) 

円
U

，
。

• 4
 

，
。

円
U, l

 

『
r
z

-
一
E
H
U

123 内40
7
 

4
 

R
U
 

Q
J
 A--

勾Jn
y
 

n
フ, ro 

( 1 ) (9) (10) )
 

-l
 

f
、 (12) (13) 1 (14) -I \.元7

\階事層\鎮静
各層プロヅト 層面積の割合 (11) の 2 乗

そi摂if
標準偏差 変動係数

あたり平散均成
長量の分 ( j ) (11)2 ( k) ( 1 ) 

Wi Wj2 SYi Ci % 
SYi 

I 0.006292 0.000484 0.1812 0.0328 0.00∞ 159 0.079 68.4 

E 0.011250 0.000592 0.1996 0.0398 0.0000236 0.106 45.9 

E 0.014191 0.001290 0.0908 0.0082 0.0000106 0.119 38.0 

N 0.024309 0.001519 0.1213 0.0147 0.0∞0223 0.156 67.5 

V 0.013325 0.000381 0.2319 0.0538 0.0000205 0.115 31.8 

VI 0.008136 0.000281 0.1752 0.0307 ! 0.0∞0086 0.090 28.5 

計 ∞
 

∞
 

phd 
nu 

∞
 

nu 
nv 

全平均成長量の分散: Sj2= 2: Wi2Sÿ i 2 =0. ∞01015 

プロットあたり平均成長量: �=0.263 

標 準 誤 差: s�=0.0101 

プ戸ットあたり成長量と信頼度 95% の信頼区間: O. 263:t2 x 0.0101=0.263士0.020

(0. 243",0. 283) 

全成長量と

百分率誤差: 7.6，Q￥ 

3) 層化副次抽出法による推定

i) 階層別標本材積成長量合計，分散の計算

11 6, 997. 5:t532. 3(6, 465. 2",-7, 529. 8) 
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第 22 表の様式で計算したプロヅトごと樹群ごと材積成長重，階層別標本材積成長量合計，分散等を第

33 表に示す。

第 33 表の 1 プロヅトごと成長量総括表 I 層

フ.戸ット 副次プロット 針 葉 桔f

番 7ロ7 番 ?ロ7 ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス 計

0.136 
2 0.059 0.074 0.074 

計 0.210 

|!$10066|  
0.172 

2 0.050 0.004 0.112 

0.264 

3 2 0.243 0.243 0.243 

計 0.507 

l 0.031 

4 
2 0.101 0.101 0.101 

小 言十 0.132 

0.087 

5 
2 0.026 0.036 0.036 

計 0.123 

0.068 

6 2 0.104 0.104 0.104 

計 0.172 

0.060 

7 
2 0.104 0.104 0.104 

百十 0.164 

0.229 

8 2 0.044 0.096 0.147 0.147 

言十 山7_1 0.376 

R
U
 

R
U
 

nu 
nU 

F
O
 

R
U
 

I
 

n
>計、

,J ぃ.214 1 0示]ω4

計 い・ 359 1 o. 375 1 0 吋川 1.741 1ω~ 

言己 順 記 |手 順

n, B (b) SY) 0.068 ( k) 

fz m=g 1 yIi 1. 968 (e) c, % 55.3 ( 1 ) 

Yr 0.123 (g) IYr/ 0.612214 

Syr2 0.004575 (h) (I YrY/n, 0.484128(ー

S'r2 0.000654 ( i ) SYr2 0.128086 
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第 33 表の 2 プロットごと成長量総括表 E 層

フロット

番号
ト
ロ
マ

ツロフにVJ
a
 

副
蒋

2 

ノト 計

2 
2 

言十

2 

計

2 

計

2 

計

3 

4 

5 

金十

凶U
J
E
I
十
一
一
山

53 

38 

291 

26 

48 

~74 

43 

~07 

350 

;:;;[| 

0.292 

0.101 

0.160 

0.261 

0.017 

0.017 

0.002 

0.002 

0.210 

0.212 

~ 79-

プロット計

0.146 

0.213 

0.359 

0.300 

0.153 

l
 

E
d
 

A
T
 -

nu 
I

l

l

i

-

-

-

l:::;;l 

い竺と 0.641

1__1::;;; 
』 0.1

0.254 

0.298 

0.552 

0.126 

O. 148 

0.274 

O. 160 

0.207 

0.367 

0.453 

0.315 

0.326 

|~ 1 0.1お |::::l l::;:|0050|:::: 

i li 」口l-!:間三
0.073 0.319 0.392 0.392 

2 0.013 0.130 0.143 0.001 0.144 

計 0.086 0.449 0.535 0.001 0.536 

0.256 

9 
2 0.262 0.262 0.262 

計 0.518 

0.407 

10 
2 0.360 O. 360 

6 

7 

小 JIー

I 1 

l:::;:i::;;;| 

11 
2 

0.001 0.067 

0.263 

0.360 

0.066 

o. 263 

ノト 計 0.001 

1. 807 

0.329 

2.303 

0.407 

0.407 

0.767 ー
川
l

一
一
一
一
川

. 

0.767 

0.111 

O. 263 

0.374 

5.131 

0.330 

4.517 



- 80 ー 林業試験場研究報告第 169 号

|手言己 l願 記 111頁

nn 11 SYn 0.079 

主"ffEJ 5.131 Cn % 33.9 

Yn 0.233 2Ynl 2.643355 

Syn2 0.006249 (2 YnY/nn(一 2. 393378(ー

s�n 0.000568 SYn2 0.249977 

第 33 表の 3 プロットごと成長量総括表 直層

一
一
一
|
一
川
一
川
一
」

l
J川
一
叫
一
川
一
一
|

阿
川
川

英
一
円
二
一
川
一
一
一
川
一
川
一
川
口
一
川
一
川
一
川
一
川

士
一
昨
…
一
川
一
川
正
一
川
一
川
一
川
一
川
一
川
:
一
川

2 

フロット

番号

2 
2 

3 
2 

4 
2 

5 
2 

6 
2 

• 
計 t 2.169 I 1 倒 I 0.018 I 3ωI 0.284 I 

雪ロコ」 |手 11慎 記 |手 !順

nm 6 (b) Sy皿 o. 100 (k) 

Z'q YEJ 3.909 (e) Cm % 30.7 ( 1 ) 

Ym 0.326 (g) 2Yml 2.746873 

Sym2 0.010008 (h) (2 Ymi)2/nm 2. 546714(ー

s�m2 0.001668 ( i ) SYm2 0.200159 
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プPロット言十

0.191 

0.244 

0.435 

lhi; 川両

(:::;|::;;1 

1:;;;! 日:l

i 52215;;:| 

じ三上?竺?と 1 213 

N 層プロットごと成長量総括表

フ.ロット

番号

0.024 

0.028 l::;:;ll 

桔I針

第 33 表の 4

高1]次プロット
番号

2 

0.052 

2 

0.093 0.017 

0.035 

0.619 

0.375 

0.035 

0.994 

0.174 

0.514 

0.688 

0.152 
0.283 

0.014 

0.435 

0.240 

0.118 

0.358 

0.246 

0.371 

0.617 

|山 I (1 ) 

i2Z 
0.658610 

3.991 

川
一
川
町
一
|
|
|

0.030 

0.014 

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

ｭ

内
ロ
ハ
ツ
ハ
ツ

1

4

4

 

n
O

必
せ
凋
せ

-

-

ｭ

n

u

n

u

n

u

 

0.053 

0.040 

0.383 

0.002 

0.015 

0.005 

0.026 

0.031 

0.582 

0.236 

4
1
 

-
Z
H
 

十
i

-
一
一
一
日

2 

2 

3 

計

4 
2 

0.125 

0.009 

t十

2 

0.134 計

5 

0.015 
0.216 2 

0.231 

0.130 

言十

2 

6 

7 

O. 180 

0.005 

0.180 

0.005 

0.130 

8 

言十

0.185 

0.234 

0.348 2 

0.582 
• 

9 

0.961 3.030 0.066 1. 866 1. 093 ι
l
 

-
一
言
口

順手
口

"'5" 記JI頃手
ロ
コ子言己

(k) SylV 

ClV % 

:2 YlVj2 

(:2 YlV ;)2/nlV 

SY1V2 

(b) 

(e) 

(g) 

(h) 

( i) 

9 

3.991 

0.222 

0.020582 

W

2

2

 

J

Y

1

f

w

w

 

引
A
-
z
F
d
=
n

‘

y
-
y

n
n
、

4
i
ε
y
s
s

0.002287 
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フ。ロット

番 1ロ'7 

2 

3 

4 

5 

6 

9 

10 

11 

12 
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第 33 表の 5 プロットごと成長量総括表 V 層

高IJì欠プロット

番 7国7 

2 

言十

2 

2 

計-

2 

2 

2 

2 

言 1-

2 

計

2 

2 

計

2 

計

2 

言十

金十 葉 桔t

ス ギ|ヒノキ|その他針|針

0.130 

0.232 

0.262 

0.257 

0.346 

0.300 

0.198 

0.330 

0.528 

0.376 
0.381 

0.757 

0.043 

0.428 

0.709 

0.709 

0.478 

0.202 

0.680 

0.240 

0.004 

0.004 

0.558 

0.232 

0.262 

0.70ヲ

0.257 

0.350 

0.300 

0.198 

0.330 

0.528 

0.478 

0.202 

0.68C 

0.376 
0.381 

0.757 

0.226 

0.290 

広葉樹

0.001 

0.007 

0.029 

0.006 

0.012 

0.002 

0.020 

0.026 

0.046 

0.025 

0.074 

0.099 

0.029 
0.013 

0.042 

0.003 

0.060 

プロット計

0.356 
0.559 

0.915 

0.297 
0.239 

0.536 

0.298 
0.291 

0.589 

0.355 
0.715 

1. 070 

0.248 
0.257 

0.505 

0.352 
0.362 

0.714 

0.231 
0.302 

o. 533 

0.218 

0.356 

0.574 

0.503 

0.276 

0.779 

0.405 
0.394 

0.799 

0.267 

0.046 

0.313 

0.250 

0.350 

0.600 
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U~ 33 表の 5 (つづき)

プロット 高IJ次プロット 針 葉 結I

番 1ロヲ 番 可口ヲ ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス 言十

0.137 

13 
2 0.243 0.243 0.004 0.247 

0.375 I 0.384 

0.375 

14 
2 0.549 0.549 0.057 0.606 

計 0.981 

0.404 0.404 0.071 0.475 

15 
2 0.349 0.349 0.054 0.403 

す十 0.753 0.753 0.125 0.878 

0.118 0.001 0.119 0.070 0.189 

16 
2 0.157 0.157 0.100 0.257 

0.275 0.001 0.276 0.170 0.446 

0.249 0.249 0.029 0.278 

17 
2 0.218 0.218 0.003 0.221 

す十 0.467 I 0.467 I 0.003 I 0.470 

言十 6.984 I 3.153 I 0.008 I 10. 145 I 0.941 I 1l.086 

員百 JI慎 言己 号| |手 JI慎

nv 17 (b) SYv 0.109 ( k) 
ni 

!;.YVi 11.086 (e) Cv % 33.4 ( 1 ) 
i~l 

YV 0.326 (g) :2 YVi2 7.998486 

Syl 0.012017 (h) (:2Yv;)2lnv 7. 229376(一

s�v2 0.000707 ( i) SYl 0.769110 

第 33 表の 6 フ.ロットごと成長量総括表 VI 層

フ.ロット 副次プロット 針 葉 樟f

番 τ口7 番 tロヨ ギ|ヒノキ|その他針|針
広葉樹 プロット計

ス 言十

0.295 

l 
2 0.296 0.296 0.042 0.338 

計 0.633 

|0377| 
0.391 

2 
2 0.312 0.312 0.011 0.323 

言十 0.714 

0.308 

3 
2 0.034 0.034 0.004 0.038 

計 0.346 
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第 33 表の 6 (つづき)

7. ロット

番号

4 

5 

6 

7 

B 

9 

10 

11 

13 

直IJ次プロット | 

番号 l ス

2 

司ヒ

小計戸ふ

2 

2 

でF-Z一戸6よ

2 出2
小計 0.288

2 4 計トfJij
2 

1 
2 

2 

1 0 師 1

4l;11引
1" 0 仰|

51J-1 
|0.452 1 

計

ノキT その他針 lf J 広葉樹 f r:z";l r 計

出

0.131 
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自己

nvr 15 

"; 

;2 Y羽j 7.953 
j=l 

Yvr 0.265 

Syvr2 0.004710 

Syvr2 o. ∞0314 

順 11 記号 1- 1 手順
:Y\~ 0.069 

Cvr % 26.0 

;2 Yvrj2 1 4. 480421 

(;2 YvrY!nVL_1 __i・引竺日一
SYvr2 I 0.263740 

ii) 全成長量の推定

全成長量を推定するための計算過程は，第 34 表に示しであるが，その結果は

6, 583.8 ::1: 638.8 m3 

で百分率誤差は 9.7% であった。

議と
手順

第 34 表 全成長量の推定(層化副次抽出法)

(6) 

ni al' 

標本成長量|層成長量 lム乱 1 !l'� '''' 1.'<: .�. 1 平均成長量

口日 (e) (f) I (主)
;2 ;2Yijk Y; I J' 

割当個数|調査面積

(b) 1 (c) 

階層

rr 212.49 

m 96.64 

lV I 129.11 

V I 246.84 

VI 186.64 

計 1 1 ， 0ωo 

8

1

6

9

7

5

 

1

1

1

 

0.64 ha 301. 38 

0.88 241.47 

0.48 201. 33 

0.72 179.32 

1.36 181. EO 

1.20 ! l比 53

I 5.28 1 

1.968 

5.131 

3.909 

3.991 

11.086 

7.953 

66 

( 7 ) 

593.116 I 

1, 238.983 I 

786.999 i 

715.666 

2, 012.109 

1, 236.930 

(8) 

0.123 

0.233 

0.326 

0.222 

0.326 

0.265 

(1) 
て ~2亨吉一

\手順

階層 ¥ 

(9) (10) {忌7 U可 I (14) I (15) 

鰻脅品品
各層プロット層面積の割合 (11)の 2 乗 成長量のプロ 標準偏差 変動係数あたり平均成 ット平均の分
長量の分散 ・(j) 1 (11)2 散(U10H)a x(12) (k) ( 1 ) 

SYi s�; S�;2 C; % 

I 0.0328 0.0000215 0.068 0.004575 O.α)0654 0.1812 55.3 

E 0.006249 O.α)0568 0.1996 0.0398 0.0000226 0.079 33.9 

E 0.010008 0.001668 0.0908 0.0082 0.0000137 0.100 30.7 

W 0.020582 0.002287 0.1213 0.0147 0.0α)0336 0.143 64.4 

V 0.012017 0.000707 0.2319 0.0538 0.0000380 0.109 I 33.4 

VI 0.004710 0.000314 I 0.1752 0.0307 0.0000096 26.0 

言十

、
B
E

，
，

l
 

l
 

r
、

全平均成長量の分散 : Sy2= ;2W;2Sy;2=0. 0001390 

フ.ロットあたり平均成長量:主=0.247

標準誤差 : sy=0.0118 

プロットあたり成長量と信頼度 95%の信頼区間: O. 247::1:2xO. 0118=0:247::1:0:024' '民 . , 
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(0. 223~0. 271) 

全成長量と信頼度 95%の信頼区間: 6, 583. 8:t638. 8 (5, 945. 0~7， 222. 6) 

百分率誤差: 9.7% 

4. 調査結果のとりまとめ

今回の実現で行なった調査結果をとりまとめると次のとおりである。

第 35表調査結果のとりまとめ

|蓄 積|全成長量

使用した材積表竺竺区亙副総蓄積!時I~.~:ぷ矧全成長量!器
mS[ m3[ %[ m司 mS[ % 

立木幹料積表|層化単純1 7.60:t0.67 1202， 277 土 17 ， 8321 8.8 1 0.268:!:α023 17 ， 141.6 土 612.11 8.6 

(ニ変数材績表)1層化副次1 6. 99:t0. 70 い85， 991:!: 18, 631[ 10.0 1 O. 254:!:0. 025 16 ， 759.1 士 665.41 9.8 

地方的材績表|層化単純1 7.56 土 0.61 1201 , 097:!: 16, 2351 8.1 1 O. 263:!:0. 020 16 ， 997.5土 532.31 7.6 

(一変数材和表) 1層化副次1 6.95:!:0.64 1 185, 010:!:17, 0341 9.21 0.247:!:0. 024 16, 583.8:!:638.8: 9.7 

注: 蓄積，成長量の推定値には，材積表，成長率表，成長量表による誤差は考慮していない。

〔参考〕

1. 前年度の調査で得られた材積式との比較

36 年度の材積表の資料は，各フ.ロットで直径階ごとに選ばれてし、るので， 35 年度のこれに対応する材

積式と比'1凌することとした。

なお，簡単にするため， log v= y, log d=X とおし、た。

第 1 表 材干fi 式の比較に JIJ し、る統計量

、

昭和 35 年度 昭和 36 年度

スギ|ヒノキ|広葉樹 ス ギ|ヒノキ|広葉樹
Sx2 34.8001 13.2385 21. 4296 30.2296 13.5332 23.3123 

Sy2 248.6637 93.5467 136.2286 204.0307 90.3094 141. 1098 

Sxy 92.9177 35.1502 53.9703 78.4768 34.8807 57.2875 

回帰係数 b 2.6700 2.6551 2.5184 2.5960 2.5774 2.4574 

S�2 248.0943 93.3289 135.9235 203.7258 89.9015 140.7783 

偏差平方和 Sdyx2 0.5694 0.2178 0.3051 0.304ヲ 0.4079 0.3315 

自 由 度 f 24 18 20 24 22 29 

推定値の分散 SYX2 0.02373 0.01210 0.01526 0.01270 0.01854 0.01143 

両年度の材積式の分散の一様性を F 検定を用いて検定した結果，差は認められなかった。

スギ F=1.869 

ヒノキ Fニ1. 532 

広葉樹 Fニ1. 335 

次に回帰係数回帰常数間の検定を行なった結果スギの回帰係数間に差が認められた。
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1*) 2 表回帰係数問の差の検定

;;え

変動因ト一一寸ー
は三由回平方和 占有!自」|平ム日|平;平方 i自由J平方:|よ方

回 帰

一 lloom
0.0ヲ28

l i 。。「 om 0.0370 I 

回帰計 2 I 451.8201 2 I 183.2304 2 

誤差 48 I 0.8743 0.0182 40 I 0.6257 I 0.0156 49 I 0.6366 I 

言十 452.6944 

F=5.099* F=2.346 

第 3 表 回帰常数間の差の検定

ス ギ|ヒノキ|広葉
変動因 I I I I 

|自由度|平方和|平均平方|自由度|平方和|平均平方|自由度|平方和|

回帰

回帰係数問

回帰常数問

誤差I 48 

計 I 51 I 452.6948 43 52 

0.0370 

0.0130 

F=2.846 

樹

平均平方

0.0454 

0.0130 

1IF=45.500 1IF=3.805 F=3.493 

昭和 36 年度の地方的材積式は，東京営林局が新規に作製した材積表を使用したので，両年度の材積式

聞にスギを除いて差が表われなかった原因が，新旧材積表の相違と年度別材積式の相違が打ち消しあった

ためでないかと思われるのでさらに旧材積表で材積を測定した昭和 32 年と昭和 35 年に 0.004ha の円

形フ。ロット内の林木の測定値として用し、た材積式を比較してみた。

分散の一様性の検定の結果，スギを除し、て差は認められなかったが，ヒノキでは回帰係数間で差が認め

られた。

スギ F=3.799* 

ヒノキ F=1.413 

広葉樹 F=1.558 

第 4 表回帰係数聞の差の検定

変動 因 l 自主|平 J 和|平均平方|自由:|平 f 和|平均t平方
回帰

国帰間

回帰計

誤差

計 37 166.2014 

Fニ 15.56*キ

22 

73.5595 

0.0076 

73.5671 

0.2144 

73.7815 

0.0076 

0.0107 

1IF=1.407 
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第 5 表 回帰常数間の差の検定

広 葉 結J
変 動 因

自由度|平 方 平均平方

回 j帯 l 73.6947 

回帰係数間 l 0.0076 

回帰常数問 0.0094 0.0094 

5呉 差 20 0.2144 0.0107 

計 23 73.9261 

F=1.138 

第 6 表 広葉樹材積式の分散の一様性の検定

材積式|
昭和32年(円形)

昭和35年( " ) 

昭和135年(単木)

昭和136年(単木)

言十

SdYX2 

0.1306 

0.0838 

0.3051 

0.3315 

0.8510 

d.f 

69 

52=0.01233 log 52= -1. 9090 

x2=2.3026 (ー 131. 7210+ 132.2550) = 1. 230 < P(x2) =0. 70 

log 5yx2 

-1.8841 

-2.0768 

1.8164 

ーし 9420

いずれの比較においても，材積式問に差の認められなかった広葉樹について. 4 種の材積式を同時に検

定してみた。分散の一様性の検定の結果差のないことがわかったが回帰係数，回帰常数間の差を検定して

みると有意差のあることがわかった。

上記の結果より，地方的材積式は調査ごとに作製した方が良いと判断される。

第 7 表広葉樹材積式の回帰係数回帰常数聞の差の検定

変 動 因 |自由度| 平 方 手口 平均平方 F 

回 帰 380.3264 

回帰係数間 3 0.0712 0.02373 1.925 

回帰常数間 3 1.0785 0.35950 29. 156** 

誤 差 69 0.8510 0.01233 

計 76 382.3271 

2. 立木幹材積表と地方的材積表で算定した 7"ロットあたり平均蓄積の比較

同じプロットの蓄積を，両材積表で算定した場合，各層の推定蓄積聞に差があるかどうかを検討した結

果，林齢の若い層では地方的材積表は立木材積表に比して過大，老齢の層および全体に対して過小推定値

を与えるが，その差は有意でないことがわかった。

この調査結果は，昭和 31 年度の結果と異なってし、るが，その一因として，立木材積表が変わったこと

および，地方的材積表の資料収集方法が昭和 31 年度には 0.004 ha の円形プロット内の林木を用いた点

にあるものと思われる。
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第 8 表 両材積表による層ごとプロットあたり

蓄積の比較(層化単純抽出法)

-0.231 0.1544 0.109 2.119 

-0.105 0.4353 0.151 0.695 

-0.083 0.4411 0.210 0.395 

0.144 0.5306 0.182 0.791 

0.516 3.2824 0.968 0.533 

-0.130 4.6158 0.399 0.326 

0.0440 0.1949 0.226 

?主1.

Zij=Xlij-X2ij 

サフィッグス 1 は立木材積表

" 2 は地方的材積表
により計算されたプロット蓄積

Z，=土IZi
ni 

S,,2= ---]マ I(Zi- Z)2
nj-l. 

SZj=、/szF
匂 ni

ti= Zj 
・ S2i

総平均蓄積聞の差を検定するため，両材積式によるフ.ロット蓄積の差を調査項目とみなし，層

化単純抽出法による計算手法で，差の総平均および標準誤差を.求めた。

L 

Z= IWiZi=O. 0440 

L 

SZ2=zwhd=0.057必

sz=0.1949 

t=z/sz=0.226 

第 9 表 両材積表による層ごとプロットあたり

蓄積の比較(層化副次抽出法)

7'ロット蓄積
差の分散 差準 誤の 標差の差の平均

まi 8%;2 S2; ti 

-0.261 0.1047 0.1144 2.281 

-0.080 0.3088 0.1675 0.478 

-0.179 0.4364 0.2697 0.664 

0.096 0.4860 0.2324 0.413 

0.219 1.2518 0.2714 0.806 

0.308 2.0133 0.3663 0.841 

0.0369 O. 1049 0.352 

注 1. 

注 2. 

l 
一三五IZi

Z2=一-L-2(zz-E)2
4(町一 1)

L 

Z=IWiZi 

L 

SZ2= IWi2SZi2 
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Sampling Survey Results in the Amagi National Forest in 1961. 

Laboratory of Forest Survey and Mensuration 

(R駸um�) 

This report shows the results of forest inventory works done at Amagi government forest 

area as a part of the training subject of the specialized foresters in 1961. 

Strati自ed simple sampling and stratified sub-sampIing method was adopted for this work. 

A plot size of the ground was 0.04 ha and circular_ 

As the test trees for increment borer, 1-2 trees were selected from among the trees cIas司

容i白ed in 6 cm B.H_D_ cIasses of aII in the above area_ 

The standing volumes of each plot was laid out by using the volume table which has been 

used at Tokyo Regional Forest Office region , and also local volume table which was drawn 

up from the information of the above increment tested trees. 

The increment was calculated from the volume data laid out by using the volume table, 

by multiplying the increment ratio of them on each B.H.D. cIass. 

The estimation of total volume and increment of tested area are as foIIows: 

Volume table I SampIing m山d I To凶 volume I Er町 I To凶 increm回 I Er附

standard stratified simple 7， 14し 6 ::b 612.1 8_ 6 

standard strati自ed sub-sample 185， 9ヲ l 土 18 ， 631 I 10.3 6 ， 759.1 土 665.4 9.8 

local stratified simple 201 , 097:t 16, 235 8. 1 6 ， 997.5 士 532.3 7.6 

local stratified sub-sample 185 ， 010 土 17， 034 9.2 6, 583.8 :t638. 8 9.7 


